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「社会人基礎力」とは何だろう
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　2010年６月 14日に、小惑星探査機「はやぶさ」がトラ

ブルを乗り越えて地球に帰還した。日本のロケット開発の

父、糸川英夫博士に因んで名前がつけられた小惑星イトカ

ワのサンプルを持ち帰ったのである。このイトカワはもと

もと小惑星帯の内部に位置していたのが、木星や火星の重

力の影響を受けて現在の地球と火星の間を横切るような軌

道を描くようになったという。このように、小惑星の軌道

は近くの惑星の重力に影響されて変化する。実は、惑星の

軌道も他の惑星の重力の影響を受けて微妙に変化してお

り、これを摂動と言う。

　この摂動の観察によって発見されたのが海王星である。

フランスの数学者、ウルバン・ルヴェリエとイギリスの数

学者ジョン・Ｃ・アダムスがそれぞれ、天王星の観測され

た軌道と計算上の軌道とのくいちがいから、天王星の外側

には未知の天体があり、その重力によって天王星に摂動が

生じていると予測した。この予測を基に、ベルリン天文台

のＪ・Ｇ・ガレが 1846年９月に海王星を発見したのであ

る。天王星の存在を予測したウルバン・ルヴェリエは、水

星の近日点の異常な動きを説明するために水星の内側にも

ヴァルカン星という惑星が存在すると予測したが、水星の

内側にヴァルカン星という惑星は発見されなかった。天王

星と水星の二つの惑星の摂動から、一方は海王星が発見さ

れ、他方は何も発見されなかったのである。

　この二つの事実の背後には、科学の方法に関する重要な

問題提起が潜んでいる。ルヴェリエはニュートン力学を用

いて天王星と水星の動きを計算し、それと観測結果を照ら

し合わせ新しい惑星の存在を予測した。言い換えれば、

ニュートン力学では説明できない天王星の摂動が、新しい

惑星の存在を仮定するなら説明ができると考えたのであ

る。実際、海王星が発見され、天王星の摂動はニュートン

力学で説明が可能となったのである。他方、ヴァルカン星

は発見されず、水星の摂動については結局、一般相対性理

論によって説明がなされ、ニュートン力学が否定されるこ

とになった。この海王星の例を少し一般化してみると次の

ように考えることができる。つまり、海王星の存在のよう

な補助的な仮説を導入して、ニュートン力学という従来の

理論の延命が図られたと考えることができるのである。

　このような補助仮説によってもともとの理論仮説の延命

が図られる点は、カール・ポパーによって提唱された反証

主義の大きな問題点として指摘されてきた。これに関連し

「堅い核」と「防御帯」	 経済学部長　村田　　治

て、ポパーの弟子のイムレ・ラカトッシュは、科学的研究

プログラムの方法、あるいは科学の発展の姿として次のよ

うに論じている。科学的研究プログラムには否定的発見法

と肯定的発見法があり、否定的発見法とは「堅い核」に関

して否定的な推論をしないことであり、この「堅い核」を

守るために補助仮説のような「防御帯」の構築が肯定的発

見法であると述べている。上の例で言うと、ニュートン力

学が「堅い核」であり、海王星の存在という補助仮説が「防

御帯」となる。このように、補助仮説を設けることによっ

て、元の理論は守られ“正しい”ものとして存在し続ける。

ただし、その場合、包括的な定理や新しい発見などにより元

の理論の内容が科学的に豊かになっている必要あるとラカ

トッシュは主張する。上の例では海王星の発見がこれに当

たる。

　自然科学の場合、実験や観測などによって「防御帯」の

有効性や新しい発見などが明白であるが、経済学などの社

会科学においては、実験がなかなか困難なこともあり問題

がさらに複雑になる。経済学について言うならば、おそら

く一方の「堅い核」は厚生経済学の第一定理に代表される

ような「市場メカニズムの効率性」を前提とするものと考

えられる。いわば、「見えざる手の働き」への信頼が「堅

い核」を形作っていると言えよう。他方では、「見えざる

手の働き」には限界があり、マクロ的な総需要と総供給が

必ずしも一致するとは限らないと考える立場がある。この

両者の考え方はお互いに相容れず、いくつかの論争を生み

出すとともに、経済学の内容を豊かにしてきたのも事実で

ある。しかしながら、研究者の「堅い核」への信頼が何に

基づいて形成されているのかが説明されず、「堅い核」が

実証研究の解釈にバイアスを与えないことが保証されない

限り、経済学の客観性が疑われ相対主義にならざるを得な

いと考えるのは言い過ぎであろうか。

巻頭言
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「
社
会
人
基
礎
力
」と
は
何
だ
ろ
う

　

〜
経
済
学
を
仕
事
に
ど
う
役
立
て
る
か
〜

　

２
０
１
０
年
度
の
エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特

集
の
統
一
テ
ー
マ
は
、「「
社
会
人
基
礎
力
」
と

は
何
だ
ろ
う
〜
経
済
学
を
仕
事
に
ど
う
役
立
て

る
か
〜
」
と
し
た
。
約
５
年
前
に
経
済
産
業
省

に
よ
り
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
以
後
、
大
学
の
人

材
育
成
の
一
つ
の
目
標
と
し
て
、「
社
会
人
基

礎
力
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。し
か
し
、そ
の
概
念
は
依
然
と
し

て
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
ま
た
人
に
よ
っ

て
理
解
に
幅
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

一
方
、
経
済
学
部
の
学
生
か
ら
は
、
経
済
学

を
学
ぶ
こ
と
が
将
来
的
に
ど
の
よ
う
に
役
に

立
っ
て
く
る
の
か
、
今
一
つ
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か

み
に
く
い
と
い
う
疑
問
が
し
ば
し
ば
提
示
さ
れ

る
。
当
然
、学
ぶ
こ
と
は
長
い
道
の
り
で
あ
り
、

一
朝
一
夕
に
そ
の
効
果
を
実
感
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
日
々
の
学
び
と
、
自
分
た

ち
の
生
活
や
将
来
の
仕
事
が
ど
の
よ
う
に
関
係

し
て
い
る
の
か
を
つ
か
め
な
け
れ
ば
、
学
習
意

欲
も
今
一
つ
盛
り
上
が
ら
な
い
と
い
う
心
情
も

理
解
で
き
る
。

　

上
記
の
よ
う
な
問
題
に
多
少
な
り
と
も
ヒ
ン

ト
を
提
供
す
る
た
め
に
企
画
し
た
の
が
、
今
年

の
特
集
テ
ー
マ
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
現
実

の
社
会
・
経
済
の
動
き
を
経
済
学
的
に
と
ら
え

る
と
ど
の
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を

理
解
す
る
た
め
、
学
部
生
諸
君
か
ら
提
示
さ
れ

た
経
済
（
学
）
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
に
、
専

任
の
先
生
方
が
こ
た
え
る
形
で
、
わ
か
り
や
す

く
解
説
を
し
て
頂
い
た
。
ま
た
特
集
の
後
半
で

は
、
実
際
に
本
学
経
済
学
部
に
か
つ
て
学
び
、

巣
立
っ
て
い
っ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
に
、

当
時
の
ゼ
ミ
の
指
導
教
員
と
と
も
に
集
ま
っ
て

頂
き
、
大
学
時
代
の
学
び
と
現
在
の
仕
事
に
つ

い
て
大
い
に
語
っ
て
頂
い
た
。

　

経
済
学
は
、
実
際
に
社
会
の
動
向
を
分
析

し
、
我
々
の
日
常
生
活
を
考
え
る
上
で
、
極
め

て
有
用
な
ツ
ー
ル
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
ま
た

経
済
学
部
で
学
ぶ
こ
と
は
、
社
会
に
出
て
か
ら

自
分
で
世
の
中
の
動
き
を
読
み
解
き
、
仕
事
の

指
針
を
作
っ
て
い
く
上
で
、
重
要
な
基
礎
能
力

を
育
ん
で
く
れ
る
。
今
年
の
特
集
記
事
が
、
経

済
学
部
で
の
学
び
に
対
す
る
手
ご
た
え
を
感
じ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

 

（
編
集
担
当　

小
林
伸
生
）
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ケ
ー
タ
イ
市
場
の
実
態
と
特
徴

　

携
帯
電
話
は
カ
メ
ラ
や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
み
な
ら

ず
、
ワ
ン
セ
グ
、
お
サ
イ
フ
、
ゲ
ー
ム
等
の
機
能
が
搭

載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
は
や
電
話
と
は
言
え
な

い
機
器
﹁
ケ
ー
タ
イ
﹂
に
な
っ
て
い
る
。
業
界
の
概
要

は
他
業
種
と
の
比
較
で
、
表
1
の
通
り
と
な
る
。
売
上

高
純
利
益
率
は
好
調
だ
が
、
成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
。

　

通
信
キ
ャ
リ
ア
の
売
上
高
ラ
ン
キ
ン
グ
は
表
2
の
よ

う
に
な
る
。
上
位
3
社
の
シ
ェ
ア
が
市
場
の
約
98
％
以

上
に
達
す
る
点
か
ら
、
明
ら
か
に
寡
占
状
態
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
売
上
高
に
関
し
て
、
前
年
比
で
業
績
を

伸
ば
し
た
企
業
は
、
ラ
ン
キ
ン
グ
3
位
の
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
モ
バ
イ
ル
だ
け
で
あ
る
。

ケ
ー
タ
イ
の
普
及
と
料
金
競
争

　

契
約
数
の
合
計
は
約
1
億
１
，２
０
０
万

件
で
、
そ
の
内
訳
は
表
3
の
通
り
で
あ
る
。

加
入
電
話
が
約
４
，０
０
０
万
件
で
、
年
々
、

減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
の
と
は
対
照
的

だ
。
平
成
18
年
11
月
に
ナ
ン
バ
ー
ポ
ー
タ
ビ

リ
テ
ィ
が
導
入
さ
れ
た
の
で
、
以
前
よ
り
も

利
用
者
が
キ
ャ
リ
ア
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
競
争
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

　

ケ
ー
タ
イ
料
金
は
表
4
・
5
の
通
り
、
基

本
使
用
料
と
通
話
料
に
分
け
ら
れ
る
が
、
ど

ち
ら
も
一
貫
し
て
引
き
下
げ
競
争
が
展
開
さ

れ
て
き
た
。
実
際
に
は
、
家
族
割
や
無
料
通

話
サ
ー
ビ
ス
、
パ
ケ
ッ
ト
定
額
制
な
ど
、
複

雑
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

キ
ャ
リ
ア
間
の
単
純
な
比
較
は
難
し
い
。

　

従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
キ
ャ
リ
ア

側
が
端
末
販
売
店
に
支
払
っ
て
い
た
販
売
奨

励
金
を
、
利
用
者
料
金
か
ら
回
収
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
端
末
価
格
と

料
金
の
内
訳
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
19
年
に
総
務
省
が
﹁
分
離
プ
ラ
ン
﹂
を

携帯料金が低下しているのに、 
なぜ、テレコム企業は成り立つのか？

野村宗訓

表１　他業種との概要比較（平成21年度末）
携帯電話 コンビニ 銀行 鉄鋼 家電

業界規模 9兆5,792億円 6兆5,063億円 20兆6,790億円 13兆4,168億円 64兆5,833億円
売上高純利益率 ＋8.6％ ＋0.9％ ＋7.7％ －0.6％ －0.1％
前年比成長率 －0.9％ －3.8％ －11.4％ －29.5％ －8.5％

総資産額 14兆1,258億円 5兆5,527億円 866兆4,346億 19兆6,007億円 70兆1,859億円
労働者数 29,245人 27,960人 156,601人 73,773人 359,996人
平均年齢 37.1歳 37.7歳 38.8歳 39.6歳 41.2歳

平均勤続年数 10.2年 10.6年 15.5年 16.5年 17.2年
平均年収 754万円 552万円 634万円 568万円 676万円

（資料）業界動向サーチ社による調査。

表２　売上高・シェアのランキング（平成21年）
企業名 売上高（億円） 前年比 売上高シェア

1 NTTドコモ 4兆2,844 －3.7％ 44.7％
2 KDDI・au 3兆4,421 －1.6％ 35.9％
3 ソフトバンクモバイル 1兆7,238 +9.2％ 18.0％
4 イー・アクセス 830 －12.1％ 0.9％
5 沖縄セルラー 459 n.a. 0.5％

（資料）業界動向サーチ社による調査。
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表３　携帯電話の契約数とシェア（単位：千）
H.16年度 H.17年度 H.18年度 H.19年度 H.20年度 H.21年度

合計 87,000 100.0% 91,790 100.0% 96,720 100.0% 102,720 100.0% 107,490 100.0% 112,180 100.0%

内　

訳

NTTドコモ 48,820 56.1% 51,140 55.7% 52,620 54.4% 53,390 52.0% 54,600 50.8% 56,080 50.0%

KDDI・au 19,540 22.5% 22,700 24.7% 27,320 28.2% 30,110 29.3% 30,840 28.7% 31,870 28.4%

ソフトバンク
モバイル

15,040 17.3% 15,210 16.6% 15,910 16.4% 18,590 18.1% 20,630 19.2% 21,880 19.5%

イー・モバイル － － － 410 0.4% 1,410 1.3% 2,350 2.1%

ツーカー 3,590 4.1% 2,740 3.0% 870 0.9% 230 0.2% － －
（出所）電気通信事業者協会データ
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Ｓ54.12 Ｓ63.12 Ｈ5.3 Ｈ6.4 Ｈ7.12 Ｈ11.6 Ｈ17.11 Ｈ18.10 Ｈ19.9（①） Ｈ19.9（②）
0

（円）

NTTドコモ
au
ソフトバンクモバイル

NTTドコモ
「ひとりでも割引」導入
（H19.8.22 ～）
au
「誰でも割」導入
（H19.9.1 ～）

ソフトバンクモバイル
「ホワイトプラン」導入
（H19.1.16 ～）

東京デジタルホン
（現ソフトバンクモバイル）が
サービス開始

端末売り切り
制度の導入

IDO（現 au）が
サービス開始

東京 23区内で自動車
電話サービス開始
（電電公社）

ソフトバンクモバイル
「予想外割」導入

NTTドコモ
mova と FOMAの
料金プランを統一

NTTドコモ
H1～ H3.3
　・施設設置負担金72,000円
　・以後、新規加入料となり順次値下げ
H8.12新規加入料廃止

表４　基本使用料の推移

※各社とも基本的なプランの料金。　　（出所）総務省データ
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Ｓ54.12 Ｓ63.12 Ｈ6.4 Ｈ8.4 Ｈ10.6 Ｈ11.12 Ｈ17.11 Ｈ18.11 Ｈ19.9
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（円）

NTTドコモ
au
ソフトバンクモバイル

東京 23区内で自動車電話
サービス開始（電電公社）

東京デジタルホン
（現ソフトバンクモバイル）が
サービス開始

IDO（現 au）が
サービス開始

表５　通話料の推移（携帯→携帯）

※平日昼間、携帯電話に３分間かけたときの料金（税抜き）。各社とも基本的なプランでの通話料金。　　（出所）総務省データ
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提
言
し
た
。
分
離
プ
ラ
ン
で
は
、
端
末
代
金
と
通
話
・

通
信
サ
ー
ビ
ス
料
を
分
離
し
て
請
求
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
分
離
プ
ラ
ン
に
お
け
る
端
末
代
金
は
割
賦
に

よ
る
支
払
い
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
に
、
携
帯
電
話
の

買
い
替
え
サ
イ
ク
ル
が
長
引
き
、
需
要
は
鈍
化
傾
向
に

あ
る
。

サ
バ
イ
バ
ル
の
た
め
の
コ
ラ
ボ

　

人
口
普
及
率
で
見
る
と
、
平
成
13
年
度
末
に
約
60
％

だ
っ
た
の
が
、
現
在
は
約
87
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
人

数
台
と
い
う
状
況
が
広
が
れ
ば
、
１００
％
を
超
え
る
可
能

性
も
あ
り
得
る
が
、
近
年
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、

伸
び
率
は
明
ら
か
に
頭
打
ち
で
期
待
で
き
な
い
。
こ
れ

ま
で
キ
ャ
リ
ア
は
料
金
低
下
を
契
約
数
増
加
で
カ
バ
ー

し
て
、
売
上
高
を
確
保
し
て
き
た
。﹁
価
格
×
数
量
＝

売
上
高
﹂
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
当
然
だ
が
、
問
題
は

売
上
高
か
ら
コ
ス
ト
を
差
し
引
い
た
利
益
を
い
か
に
大

き
く
す
る
か
と
い
う
点
だ
。

　

現
在
、
大
手
3
社
が
生
き
残
っ
て
い
る
背
景
に
は
、

度
重
な
る
Ｍ
＆
Ａ
が
あ
っ
た
。
実
は
、
料
金
競
争
で
多

く
の
通
信
会
社
が
淘
汰
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
以
上
の
料

金
低
下
で
独
占
に
至
る
こ
と
は
、
独
禁
法
上
も
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
が
求
め

ら
れ
る
。
音
声
や
パ
ケ
ッ
ト
以
外
で
潜
在
力
が
あ
る
の

は
、
電
子
マ
ネ
ー
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
機
能
の
利
用

料
、
あ
る
い
は
コ
ン
テ
ン
ツ
・
メ
デ
ィ
ア
広
告
か
ら
の

収
入
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
顧
客
管
理
の
で
き
る
旅

行
、
飲
食
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
と
の
コ
ラ
ボ

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

通
信
業
界
は
航
空
の
ロ
ー
・
コ
ス
ト
・
キ
ャ
リ
ア
の

よ
う
に
単
純
に
目
的
地
間
の
輸
送
業
務
を
行
う
の
と
は

異
な
り
、
多
様
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
Ｉ
Ｔ
技
術
に
乗
せ

て
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
熱
く

し
て
い
る
ア
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
な
ど
、
最
先
端
企
業

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。

ギ
リ
シ
ャ
の
経
済
危
機
が
何
故

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
響
く
の
で
す
か
？

藤
井
英
次

　

こ
の
疑
問
に
答
え
る
上
で
鍵
と
な
る
の
は
、

（
１
）
ギ
リ
シ
ャ
が
欧
州
連
合
（E

uropean 
U
nion

以
下
Ｅ
Ｕ
）
及
び
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
の

加
盟
国
で
あ
る
こ
と
、（
２
）
危
機
に
お
け
る

市
場
心
理
の
二
つ
で
す
。
先
ず
は
ギ
リ
シ
ャ
危

機
の
概
要
を
振
り
返
り
、
欧
州
全
土
を
巻
き
込

む
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

ギ
リ
シ
ャ
債
務
危
機
の
概
要

　

事
の
発
端
は
２
０
０
９
年
10
月
の
ギ
リ
シ
ャ
の
政
権

交
代
で
し
た
。
新
政
権
が
点
検
し
た
と
こ
ろ
、
同
国
の

政
府
債
務
残
高
が
そ
れ
ま
で
公
表
さ
れ
て
い
た
規
模
を
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「社会人基礎力」とは何だろう

遥
か
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で

す
。
そ
の
後
も
Ｅ
Ｕ
委
員
会
が
ギ
リ
シ
ャ
新
政
府
に
対

し
て
統
計
の
不
備
を
指
摘
す
る
な
ど
し
た
た
め
、
世
界

の
市
場
関
係
者
の
間
で
は
ギ
リ
シ
ャ
の
累
積
債
務
が
実

際
に
は
返
済
が
困
難
な
危
険
水
域
に
達
し
て
お
り
、
同

国
は
近
々
経
済
破
綻
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念

が
急
速
に
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
懸
念
が
現
実

の
も
の
と
な
れ
ば
ギ
リ
シ
ャ
国
債
の
償
還
は
困
難
と
な

り
、
そ
の
価
値
は
紙
く
ず
同
然
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
世
界
の
金
融
市
場
で
は
一
斉
に
ギ
リ

シ
ャ
国
債
を
売
ろ
う
と
す
る
動
き
が
広
が
り
、
そ
の
価

格
は
急
落
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
実
質
的
な
利
払
い

負
担
が
増
し
た
同
国
経
済
は
危
機
的
な
状
況
に
追
い
込

ま
れ
ま
し
た
。
更
に
厄
介
な
事
に
こ
の
問
題
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど

他
の
ユ
ー
ロ
加
盟
国
に
も
飛
び
火
し
、
Ｅ
Ｕ
の
中
核
を

な
す
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
は
ギ
リ
シ
ャ
救
済
の
大
き
な

経
済
的
負
担
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
最
終
的

に
は
欧
州
経
済
全
体
を
揺
る
が
す
深
刻
な
事
態
に
至
っ

た
の
で
す
。

欧
州
共
同
体
と
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ

　

ギ
リ
シ
ャ
は
２
０
１
０
年
現
在
27
カ
国
か
ら
構
成
さ

れ
る
Ｅ
Ｕ
の
一
員
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
単
一
通
貨
ユ
ー

ロ
を
採
用
す
る
16
カ
国
か
ら
な
る
通
貨
同
盟
に
も
名
を

連
ね
て
い
ま
す
。
通
貨
同
盟
参
加
に
際
し
て
は
、
財
政

の
健
全
性
を
含
め
充
足
す
べ
き
経
済
的
条
件
が
取
り
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
財
政
は
基
本
的

に
国
ご
と
に
独
立
し
て
お
り
、
そ
の
政
策
権
限
は
加
盟

国
の
政
府
に
帰
属
し
ま
す
。
一
方
、
通
貨
同
盟
国
の
金

融
政
策
は
欧
州
中
央
銀
行
︵European Central 

Bank

︶
が
一
手
に
担
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
ら

の
国
は
、
財
政
は︵
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
縛
り
は
あ
る
も
の
の
︶

基
本
的
に
は
国
別
、
通
貨
・
金
融
は
運
命
共
同
体
と
い

う
仕
組
み
に
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
制
度
の
下

で
は
、
あ
る
国
の
財
政
政
策
の
不
備
で
生
じ
た
問
題
の

影
響
は
当
該
国
だ
け
で
な
く
他
の
同
盟
国
に
も
広
が
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
今
回
の
危
機
の
場
合
、
政
府
債
務

の
膨
張
自
体
は
ギ
リ
シ
ャ
独
自
の
問
題
と
い
え
ま
す

が
、
金
融
市
場
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
の
信
認
低
下
は
同

国
の
み
な
ら
ず
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
を
含
む
他
の
15
カ

国
の
通
貨
で
も
あ
る
ユ
ー
ロ
へ
の
信
認
低
下
を
意
味
し

ま
す
。
ギ
リ
シ
ャ
国
債
が
一
斉
に
売
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
ユ
ー
ロ
建
て
債
権
が
一
斉
に
売
ら
れ
る
こ
と
を
意

味
し
、
外
国
為
替
市
場
に
お
け
る
ユ
ー
ロ
の
暴
落
は

ユ
ー
ロ
加
盟
16
カ
国
全
て
に
と
っ
て
自
国
通
貨
の
価
値

の
喪
失
を
意
味
す
る
わ
け
で
す
。

市
場
心
理
：　

自
己
実
現
と
危
機
の
伝
染

　

ユ
ー
ロ
加
盟
国
の
中
で
も
今
回
ギ
リ
シ
ャ
危
機
の
影

響
を
特
に
強
く
受
け
た
国
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
国
に
共
通
す
る
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
同
様
に
経
済

規
模
に
対
し
て
政
府
債
務
の
水
準
が
高
い
こ
と
い
う
点

で
す
。︵
政
府
の
債
務
か
ら
資
産
を
差
し
引
い
た
純
債

務
残
高
の
グ
ラ
フ
を
参
照
。︶
ギ
リ
シ
ャ
を
含
め
た
こ

れ
ら
5
カ
国
は
そ
の
頭
文
字
を
取
っ
て
し
ば
し
ば

PIIGS

と
呼
ば
れ
、
ユ
ー
ロ
加
盟
国
の
中
で
も
特
に
財

政
運
営
に
不
安
が
多
い
国
と
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
ギ
リ
シ
ャ
の
債
務
危
機
が
発
生
す
る
と
、
多

く
の
投
資
家
が
上
記
4
カ
国
も
ギ
リ
シ
ャ
同
様
に
債
務

返
済
が
困
難
な
事
態
に
陥
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

心
暗
鬼
に
陥
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
国
の

発
行
す
る
国
債
も
大
量
の
売
り
を
浴
び
せ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
市
場
心
理
の
変
化
が
国
際
金
融
市
場
に

及
ぼ
す
力
は
絶
大
で
、
投
資
家
の
憶
測
が
正
し
い
か
ど

う
か
に
は
関
係
な
く
、
多
く
の
市
場
参
加
者
が
危
な
い

と
判
断
す
れ
ば
そ
の
通
貨
建
て
の
債
券
は
売
り
た
た
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
結
果
的
に
国
債
の
利
払
い
負

担
が
急
増
し
、
も
と
も
と
危
機
的
で
は
な
か
っ
た
国
の

財
政
が
実
際
に
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
可
能
性

す
ら
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
﹁
も
し
か
し
た
ら
危
機

が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
﹂
と
市
場
が
予
想
す
る
だ
け

で
、
実
際
に
危
機
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は

自
己
実
現
的
危
機
︵self-fulfilling crisis

︶
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
よ
う
に
一
国
の
危
機
が

他
国
に
飛
び
火
し
て
い
く
現
象
は
危
機
の
伝
染

︵contagion

︶
と
呼
ば
れ
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
中
枢
国
の
苦
悩

　

通
貨
同
盟
内
で
今
回
の
よ
う
な
経
済
危
機
が
発
生
し

た
場
合
、
他
の
加
盟
国
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
で

し
ょ
う
か
。
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
Ｅ
Ｕ
主
要
国
は

危
機
に
陥
っ
た
国
の
自
助
努
力
を
主
張
し
て
事
態
を
傍

観
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
自
ら
経
済
的
負
担
を
引
き
受

け
て
ま
で
救
済
に
乗
り
出
す
の
か
と
い
う
難
し
い
選
択

を
迫
ら
れ
ま
す
。
当
初
は
救
済
に
積
極
的
な
フ
ラ
ン
ス

と
消
極
的
な
ド
イ
ツ
の
足
並
み
の
乱
れ
が
目
立
ち
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
は
何
ら
の
救
済
措
置
も
施
さ
ず
に
た
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だ
傍
観
す
る
と
い
う
選
択
は
避
け
ざ
る
を
得
な
い
で

し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
同
じ
通
貨
を
採
用
す
る
同
盟
国
が

経
済
破
綻
す
れ
ば
、
ユ
ー
ロ
体
制
或
い
は
Ｅ
Ｕ
そ
の
も

の
の
信
頼
性
に
致
命
的
な
傷
を
残
す
こ
と
に
な
る
か
ら

で
す
。
た
と
え
そ
れ
が
ギ
リ
シ
ャ
特
有
の
事
情
に
端
を

発
し
た
危
機
で
あ
っ
て
も
、
共
通
通
貨
を
採
用
し
て
い

る
以
上
は
加
盟
国
全
て
が
世
界
の
金
融
市
場
で
自
ら
の

通
貨
の
信
認
喪
失
と
い
う
事
態
に
直
面
し
ま
す
。
万
一

危
機
に
陥
っ
た
国
が
通
貨
同
盟
、
ひ
い
て
は
Ｅ
Ｕ
か
ら

脱
落
す
る
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
Ｅ

Ｕ
や
ユ
ー
ロ
体
制
自
体
の
存
続
の
可
能
性
に
世
界
の
市

場
が
大
き
な
疑
念
を
抱
く
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
様
に
考
え
る
と
今
回
の
ギ
リ
シ
ャ
危
機
は
、
類
似

し
た
債
務
問
題
を
抱
え
て
い
る
他
の
同
盟
国
に
飛
び
火

す
る
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
Ｅ
Ｕ

主
要
国
に
も
大
き
な
経
済
的
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
当
然
な
が
ら
ド
イ
ツ
や
フ

ラ
ン
ス
の
国
民
の
間
に
は
、﹁
な
ぜ
緩
慢
な
財
政
運
営

に
よ
っ
て
危
機
に
陥
っ
た
他
国
を
、
自
分
た
ち
の
血
税

を
つ
ぎ
込
ん
で
ま
で
救
済
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

か
﹂
と
い
う
強
い
不
満
が
渦
ま
い
て
い
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
国
の
政
治
家
や
政
策
担
当
者
た
ち
か
ら
す
れ

ば
、
Ｅ
Ｕ
や
通
貨
同
盟
の
崩
壊
だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
わ
け
で
す
。そ
の
結
果
、

欧
州
各
国
は
２
０
０
８
年
の
世
界
金
融
危
機
か
ら
の
十

分
な
回
復
を
達
成
す
る
間
も
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
債
務
危

機
へ
の
対
処
に
更
な
る
経
済
負
担
を
強
い
ら
れ
、
Ｅ
Ｕ

経
済
の
見
通
し
は
一
層
不
透
明
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

危
機
の
教
訓

　

今
回
の
ギ
リ
シ
ャ
危
機
は
、
財
政
赤
字
を
放
置
し
続

け
る
国
は
早
晩
債
務
返
済
が
困
難
な
危
機
的
状
況
に
陥

る
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
日
本
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
危

機
は
決
し
て
遠
い
国
で
起
こ
っ
た
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
実
は
日
本
の
公
的
債
務
の
状
況
はPIIGS

の
そ

れ
よ
り
も
悪
い
の
で
す
。︵
グ
ラ
フ
参
照
。︶
国
債
の
大

半
が
国
内
保
有
さ
れ
る
日
本
と
ギ
リ
シ
ャ
で
は
事
情
が

違
う
と
い
う
指
摘
も
聞
か
れ
ま
す
が
、﹁
返
済
の
先
延

ば
し
で
際
限
な
く
借
金
を
続
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
﹂

と
い
う
点
で
は
世
界
中
の
ど
の
国
も
同
じ
で
す
。
ギ
リ

シ
ャ
危
機
を
良
い
教
訓
と
捉
え
、
日
本
に
お
い
て
も
財

政
再
建
に
向
け
た
政
策
の
早
期
実
現
が
極
め
て
重
要
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

２０１０年現在　一般政府純債務残高の対ＧＤＰ比率
(データ出所：OECD Economic Outlook No.82)
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「社会人基礎力」とは何だろう
　

最
初
に
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
私
の

専
門
は
軍
事
問
題
の
分
析
で
も
、
北
朝
鮮
、
お
よ
び
、

イ
ラ
ン
の
政
治
・
経
済
で
も
な
く
、
以
下
に
述
べ
る
話

は
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
自
然
に
入
っ
て
き
た
情
報

の
み
に
基
づ
い
て
、
ゲ
ー
ム
理
論
の
初
歩
的
な
考
え
を

用
い
る
と
何
が
言
え
る
の
か
を
考
え
た
「
私
の
個
人
的

見
解
」
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
大
き
く
誤
っ
た
事
実
認
識
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ど
う
か
お
許
し
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
が
講
義
で
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
課
せ
ら
れ
た
と

き
は
、
ぜ
ひ
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
新
聞
記
事
を
検
索

し
、
専
門
書
に
も
何
冊
か
当
た
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

ま
ず
、
一
般
的
な
ゲ
ー
ム
理
論
の
大
前
提
と
し
て
、

す
べ
て
の
登
場
人
物
が
合
理
的
、
つ
ま
り
、
ど
う
い
っ

た
性
質
の
も
の
で
あ
れ
自
己
の
目
標
が
ち
ゃ
ん
と
わ

か
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
達
成
す
べ
く
行
動
を
選
択
し
て

い
る
、
と
い
う
仮
定
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
国
の

リ
ー
ダ
ー
が
そ
の
場
そ
の
場
で
気
ま
ぐ
れ
に
意
思
決
定

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
想
定
し
ま
せ
ん
。ま
た
、ゲ
ー

ム
理
論
で
分
析
す
る
状
況
は
、
自
分
の
目
標
を
達
成
す

る
上
で
、他
の
登
場
人
物
の
行
動
が
関
わ
っ
て
く
る「
戦

略
的
状
況
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
戦
略
的
状
況
に

お
い
て
は
、
他
の
登
場
人
物
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
読
ん

で
、
あ
る
い
は
、
そ
の
行
動
を
注
意
深
く
見
て
（
た
だ

し
、
相
手
の
行
動
が
見
え
な
い
方
が
か
え
っ
て
よ
い
場

合
も
あ
り
ま
す
）、
自
分
の
行
動
を
決
め
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
相
互
作
用
の
結
果
が
ど
う
な
る
の
か
を
考
え

る
道
具
が
ゲ
ー
ム
理
論
で
す
。
ゆ
え
に
、
ゲ
ー
ム
理
論

は
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
軍
事
的
な
衝
突
の
可
能
性
を
含

ん
だ
外
交
の
問
題
を
分
析
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
視
点

の
一
つ
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
ゲ
ー
ム
理
論
の
入
門
書

に
も
同
様
の
例
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
短
文
を
読

ん
で
、
内
容
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
も
う
少
し

勉
強
し
て
み
た
ら
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
面
白
い
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
て
く
れ
た
方
は
、
梶
井
厚
志
著
「
戦
略
的

思
考
の
技
術
（
中
公
新
書
）」
を
手
に
と
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
こ
か
ら
が
本
題
で
す
。「
核
兵
器
の
開
発
」
を
こ

こ
で
は
外
交
カ
ー
ド
の
一
つ
と
み
な
し
ま
す
。つ
ま
り
、

核
兵
器
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
含
め

て
当
事
者
全
員
が
、
核
兵
器
の
使
用
は
全
面
的
な
軍
事

衝
突
を
招
き
大
き
な
損
失
に
（
場
合
に
よ
っ
て
は
人
類

の
消
滅
に
）
つ
な
が
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
核
兵

器
開
発
の
主
た
る
目
的
は
相
手
か
ら
外
交
上
の
譲
歩
を

引
き
出
す
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
話
を
単

純
に
す
る
た
め
に
、
核
兵
器
を
開
発
す
る
動
き
は
「
強

硬
」
な
外
交
姿
勢
の
表
れ
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

に
対
し
、
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン
の
よ
う
な
政
情
の
国
に
お

い
て
、
何
も
動
き
を
起
こ
さ
ず
、
お
と
な
し
く
現
状
維

持
を
続
け
る
こ
と
は
、
外
交
関
係
に
お
け
る
実
質
的
な

「
譲
歩
」
に
当
た
る
と
み
な
さ
れ
、
国
内
に
お
い
て
も

リ
ー
ダ
ー
の
覇
権
が
揺
ら
ぎ
、
そ
の
失
脚
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
生
じ
る
と
考
え
ま
し
ょ
う
。
今
、
二
つ
の
国

の
間
の
外
交
関
係
の
み
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

リ
ー
ダ
ー
は
、「
強
硬
」
か
「
譲
歩
」
の
ど
ち
ら
か
を

選
択
す
る
と
し
ま
す
。す
る
と
、起
こ
り
う
る
状
況
は
、

両
国
が
「
強
硬
」
姿
勢
を
と
る
、
片
方
の
国
が
「
強
硬
」

で
も
う
一
方
が
「
譲
歩
」
を
と
る
、
両
者
と
も
「
譲
歩
」

を
と
る
、
の
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
結
果
が
可
能
性
と
し

て
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

続
い
て
、
ゲ
ー
ム
理
論
を
用
い
る
た
め
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
結
果
を
リ
ー
ダ
ー
達
が
ど
う
評
価
す
る
の
か
を

認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
両
者
と
も
「
強
硬
」
姿

勢
を
と
っ
て
軍
事
的
な
緊
張
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
状

況
は
互
い
に
好
ま
な
い
と
い
う
の
が
通
常
の
神
経
の
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、
軍
部
な
ど
現
政
権
の
転
覆
を
も
く

ろ
む
国
内
の
強
硬
派
勢
力
を
な
だ
め
る
た
め
に
も
、
決

し
て
対
外
的
に
「
譲
歩
」
姿
勢
は
取
れ
な
い
と
い
う
よ

う
な
状
況
も
場
合
に
よ
っ
て
は
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
外
交
と
い
う
テ
ー
マ
に
限
っ
て
も
、

登
場
人
物
の
好
み
や
、周
囲
の
環
境
の
特
徴
に
よ
っ
て
、

多
種
多
様
な
戦
略
的
状
況
が
起
こ
り
え
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
議
論
を
す
る
た
め
に
、
外
交
問

イ 
ラ
ン
・
北
朝
鮮
は
な
ぜ
核
開
発
を
進
め
る
の
か
？松

枝
法
道
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題
が
「
チ
キ
ン
・
ゲ
ー
ム
」
と
称
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
の

状
況
と
し
て
記
述
で
き
る
ケ
ー
ス
に
限
定
し
て
話
を
続

け
ま
す
。

　

チ
キ
ン
・
ゲ
ー
ム
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
２
台
の
積

荷
を
の
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
田
ん
ぼ
の
中
の
一
本
の
細
い

「
あ
ぜ
道
」
を
向
か
い
合
っ
て
走
行
し
て
お
り
、
時
間

と
と
も
に
車
間
距
離
が
近
づ
い
て
き
て
い
る
状
況
を
想

像
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
双
方
が
こ
の
ま
ま
直
進
す
る

と
、
正
面
衝
突
を
起
こ
し
、
大
事
故
を
招
い
て
し
ま
い

ま
す
。
積
荷
が
可
燃
性
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
事
故
に
よ

り
命
を
落
と
す
可
能
性
も
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

で
の
「
譲
歩
」
は
田
ん
ぼ
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
大
惨
事
は
避
け
ら
れ
ま
す
が
、
後

始
末
を
考
え
る
と
そ
れ
ほ
ど
有
り
難
い
結
果
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。こ
の
戦
略
的
状
況
が
一
回
の
み
生
じ
る
場
合
、

ゲ
ー
ム
理
論
は
ど
の
よ
う
な
状
態
が
結
果
と
し
て
起
こ

る
と
予
想
す
る
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
片
方
が
「
強

硬
」
姿
勢
を
貫
き
、
も
う
一
方
が
「
譲
歩
」
を
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。（
も
う
一
つ
、
特
に
相
手
の
素
性
が

は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な
い
と
き
に
、
あ
た
か
も
ル
ー

レ
ッ
ト
を
回
し
て
、
そ
の
結
果
に
従
う
か
の
よ
う
に
確

率
的
に
行
動
を
選
ぶ
よ
う
に
見
え
る
「
混
合
戦
略
」
と

い
う
タ
イ
プ
の
戦
略
も
含
め
た
ゲ
ー
ム
の
結
果
を
予
測

す
る
こ
と
も
よ
く
行
わ
れ
、
理
論
上
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
興
味
深
い
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
す

が
、
紙
面
の
都
合
か
ら
触
れ
な
い
こ
と
に
し
ま
す
）。

双
方
が
譲
り
合
う
こ
と
は
起
こ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
反

面
、
お
互
い
に
強
硬
姿
勢
を
と
っ
て
軍
事
衝
突
が
起
こ

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
勝
手
な
軍
部
の
暴

発
の
よ
う
な
不
確
定
要
素
が
存
在
す
る
場
合
は
話
が
異

な
り
ま
す
）。

　

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
上
の
情
報
の
み
か
ら
で
は
、

ど
ち
ら
が
「
譲
歩
」
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
に
つ
い
て

は
決
ま
ら
な
い
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
外
交
カ
ー
ド
の
一

つ
と
し
て
核
兵
器
を
開
発
す
る
こ
と
が
意
味
を
持
っ
て

き
ま
す
。
世
界
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
核
兵
器
の
拡
散

防
止
の
流
れ
に
逆
行
し
て
核
兵
器
を
開
発
す
る
よ
う
な

行
為
は
、
そ
の
国
が
外
交
交
渉
全
般
に
お
い
て
強
硬
な

姿
勢
に
出
る
傾
向
が
高
い
と
い
う
「
評
判
」
を
築
い
て

い
る
と
も
と
ら
え
ら
れ
ま
す
。
北
朝
鮮
は
核
兵
器
の
開

発
に
成
功
し
た
と
き
に
、
そ
れ
を
秘
密
に
す
る
の
で
は

な
く
、
か
え
っ
て
核
兵
器
を
作
る
能
力
を
保
持
す
る
に

至
っ
た
こ
と
を
盛
大
に
国
際
社
会
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
試
合

前
に
手
の
内
を
隠
す
と
い
う
行
動
が
よ
く
見
受
け
ら
れ

る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
重
要
な
兵
器
の
存
在
を
明
か
す
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？
実
は
、
そ
の
よ
う
な
ア
ピ
ー
ル

も
強
硬
な
姿
勢
を
取
り
続
け
る
国
で
あ
る
と
い
う
評
判

を
築
く
た
め
の
行
為
と
考
え
れ
ば
、
容
易
に
理
解
で
き

ま
す
。
隠
し
て
い
た
の
で
は
強
硬
派
と
し
て
の
評
判
は

立
ち
ま
せ
ん
か
ら
ね
。ま
た
、国
の
独
裁
的
な
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
は
、
国
内
の
強
硬
派
に
歩
み
寄
る
こ
と
で
、
内

部
か
ら
の
反
乱
の
可
能
性
を
小
さ
く
す
る
効
果
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
強
硬
派
と
仲
良
く
す
る
こ

と
は
、
い
っ
た
ん
核
兵
器
の
開
発
に
成
功
す
る
と
、
国

際
社
会
に
対
す
る
脅
し
の
信
憑
性
を
高
め
る
上
で
も
役

に
立
ち
ま
す
。
つ
ま
り
、
当
初
は
、「
あ
の
リ
ー
ダ
ー

は
圧
力
を
か
け
れ
ば
、
最
後
ま
で
持
ち
こ
た
え
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
」
と
外
交
交
渉
の
相
手
に
思
わ
れ
て
い

た
と
し
て
も
、「
外
か
ら
の
圧
力
に
屈
し
た
と
い
う
形

に
な
れ
ば
、
国
内
の
強
硬
派
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
彼
ら
か
ら
失
脚
に
追
い
込
ま
れ
、
そ
れ
を
恐
れ
て

リ
ー
ダ
ー
は
い
ち
か
ば
ち
か
の
賭
け
に
で
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
い
う
考
え
を
他
国
の
交
渉
者
に
植
え
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
核
兵
器
開
発
の
ね
ら
い
を
一
言
に
ま
と

め
る
と
、強
硬
と
い
う
戦
略
を
と
る
こ
と
に
対
し
て「
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」を
行
お
う
と
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
撤
回
が
困
難
で
、
そ
れ

が
相
手
に
明
確
に
伝
わ
れ
る
も
の
ほ
ど
、
よ
り
役
に
立

つ
も
の
に
な
り
ま
す
。
評
判
を
築
く
こ
と
も
、
国
内
の

強
硬
派
と
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
も
、
こ
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
が
強
固
な
も
の
で
あ
る
と
国
際
社
会
に
知
ら
し

め
る
の
に
一
役
買
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
分
の
行
動

を
制
約
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
打
ち
出
す
こ
と
に
よ

り
、
相
手
の
譲
歩
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
先
の
あ
ぜ
道
の
ト
ラ
ッ
ク
の
例
で
は
、
運

転
ハ
ン
ド
ル
を
取
り
外
し
て
し
ま
う
と
か
、
隣
に
恐
い

お
兄
さ
ん
に
同
乗
し
て
も
ら
っ
て
、「
も
し
ハ
ン
ド
ル

を
切
ろ
う
も
の
な
ら
、
え
ら
い
め
に
あ
う
ぞ
」
と
い
う

よ
う
な
理
不
尽
な
脅
し
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

自
分
が
直
進
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
が
相
手
に
は
っ
き
り
と
見
え
て
な
い
と
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
今
回
は
こ
こ
で
話
を
終
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
に
「
自
ら
の
選
択
に
制

約
を
課
す
こ
と
が
得
に
な
る
」と
い
う
よ
う
な
結
果
は
、

戦
略
的
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

友
人
関
係
か
ら
外
交
問
題
ま
で
、
世
の
中
に
は
戦
略
的

状
況
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
理
論
を
勉
強
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
そ
う
い
っ
た
状
況
に
つ
い
て
考
え
み

る
こ
と
が
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
お
ま
け
に
今
後
の
人
生
に
お
い
て
意
外
と
役
に
立

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
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「社会人基礎力」とは何だろう
　

提
示
さ
れ
た
質
問
は
「
大
学
で
の
経
済
学
の
学
習
は

今
後
人
生
に
ど
う
い
か
し
て
い
け
る
の
か
」
と
、
か
な

り
の
部
分
で
同
義
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。よ
り
広
く「
大

学
で
の
学
習
」
と
し
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
以
下
で
は
大
学
で
の
経
済
学
の
学
習
全
般
と
い
う

こ
と
を
意
識
し
て
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
（
以
下
の

意
見
は
限
ら
れ
た
経
験
か
ら
私
が
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
他
の
大
学
教
員
が
同
意
す
る
か
ど
う
か
は
分
り
ま

せ
ん
）。

　

大
学
で
職
を
得
る
以
前
は
、
私
は
大
学
と
大
学
院
で

経
済
学
を
学
び
、
金
融
関
係
の
仕
事
（
経
済
調
査
）
を

数
年
間
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
書
く
と
学
生
の

時
に
学
ん
だ
経
済
と
経
済
学
の
知
識
が
仕
事
に
お
い
て

非
常
に
役
立
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
直
接
的
に
役
立
っ
た
と
い
う
経
験
は
数
少
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
役
立
っ
た
経
験
が
少
な
い
と
は
、
金

融
関
係
の
仕
事
に
就
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
経
済
あ
る

い
は
経
済
学
の
知
識
を
大
い
に
駆
使
し
て
仕
事
を
有
利

に
進
め
た
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
あ
る
程
度
の
教
養
が
あ
れ
ば
本
や
資
料
を
読
め
ば

他
学
部
卒
の
学
生
で
も
十
分
に
対
応
で
き
た
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
個
人
差
も
あ
り
ま
す
が
、
私
の
場

合
は
経
済
と
経
済
学
の
知
識
は
時
間
的
に
も
能
力
的
に

も
他
学
部
卒
の
学
生
と
の
間
に
そ
れ
ほ
ど
の
差
を
生
ま

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す（
当
然
、知
識
量
が
不
十
分
だ
っ

た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
標
準
的
な
学
生
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
）。

　

学
生
の
中
に
は
、
大
学
で
経
済
学
を
学
ぶ
こ
と
で
多

く
の
知
識
が
得
ら
れ
、
そ
の
知
識
を
社
会
で
直
接
的
に

大
い
に
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
更
に
、
大
学
で
の
学
習
の

重
要
度
を
、
社
会
で
の
知
識
の
有
用
度
と
い
う
点
で
判

断
し
て
い
る
学
生
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。例
え
ば
、

「
社
会
で
直
接
役
立
た
な
そ
う
な
知
識
だ
か
ら
、
こ
の

科
目
は
勉
強
す
る
気
が
起
き
な
い
」な
ど
の
意
見
で
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
知
識
自
体
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
だ
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
知
識
は
重
要
で
あ
り
、
土
台
と
し
て
あ
る
程
度

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
物
で
す
が
、
そ
れ
自
体
だ
け
に

目
が
言
っ
て
し
ま
う
の
は
短
絡
的
で
し
ょ
う
。
確
か
に

消
費
関
数
な
ど
の
知
識
は
特
定
の
仕
事
で
は
非
常
に
役

立
つ
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
マ
ク
ロ
経
済
系
の
調
査
や

分
析
を
行
っ
て
い
る
研
究
所
あ
る
い
は
政
府
機
関
の
経

済
分
析
部
で
は
マ
ク
ロ
経
済
の
動
向
の
予
測
や
分
析
を

行
う
た
め
に
、
消
費
関
数
や
そ
の
基
礎
と
な
る
マ
ク
ロ

経
済
学
の
知
識
は
非
常
に
重
要
で
す
。
マ
ク
ロ
経
済
を

予
測
し
た
り
、
あ
る
政
策
の
マ
ク
ロ
経
済
へ
の
影
響
な

ど
を
分
析
し
た
り
す
る
た
め
に
は
、
実
際
の
デ
ー
タ
を

使
用
し
定
量
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、

消
費
関
数
な
ど
の
知
識
が
大
い
に
役
立
つ
場
合
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
消
費
関
数
の
知
識
も
含
め
大
学
で
学

ぶ
知
識
の
多
く
は
、
そ
の
専
門
性
故
に
直
接
的
な
有
用

度
は
極
め
て
限
定
的
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
学
で

得
た
経
済
学
の
知
識
は
限
定
的
な
効
果
し
か
発
揮
で
き

消
費
関
数
や
貯
蓄
関
数
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
後
人
生
で
ど
う
い
か
し
て
い
け
る
の
か
？岡

田
敏
裕
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ま
せ
ん
が
、
企
業
で
営
業
職
に
就
い
た
と
し
て
も
、
公

務
員
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
経
済
の
研
究
所
に
就
職
し

た
と
し
て
も
、
大
学
院
に
進
学
し
た
と
し
て
も
、
経
済

学
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
で
広
く
役
立
つ
も
の
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
（
知
識
以
上
に
重
要
な
こ
と
で

す
）。

　

知
識
の
習
得
以
外
に
経
済
学
の
学
習
か
ら
得
ら
れ
る

重
要
な
も
の
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
学

習
過
程
で
頭
を
動
か
し
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
に
付

け
る
こ
と
が
出
来
る
思
考
力
や
分
析
力
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
私
の
場
合
は
そ
れ
ら
が
社
会
に
出
て
非
常
に
役

立
ち
ま
し
た
。
消
費
関
数
や
貯
蓄
関
数
を
学
ぶ
時
に
皆

さ
ん
は
経
済
学
（
マ
ク
ロ
経
済
学
、
あ
る
い
は
ミ
ク
ロ

経
済
学
）
の
理
論
を
学
習
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
過

程
で
真
剣
に
取
り
組
む
学
生
は
し
っ
か
り
頭
を
使
う

（
論
理
的
に
考
え
る
）
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
疑
問

を
持
ち
教
科
書
を
読
み
、
時
に
は
先
生
に
質
問
す
る
学

生
も
い
る
で
し
ょ
う
。
消
費
関
数
を
真
剣
に
学
ぶ
学
生

は
、
問
題
を
発
見
し
（
疑
問
を
抱
き
）、
そ
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
論
理
的
に
物
事
を
考
え
る
訓
練
を
積

み
、
そ
の
結
果
と
し
て
思
考
能
力
の
向
上
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
ま
た
、
実
際
の
デ
ー
タ
を

使
用
し
消
費
関
数
の
推
計
を
行
う
学
生
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ど
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
ら
い
い
の
か
、

デ
ー
タ
の
問
題
点
は
何
な
の
か
な
ど
の
疑
問
点
を
見
つ

け
出
し
自
分
で
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
分
析
能
力
も
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
私
は
大
学
で
経

済
学
を
学
び
、
実
際
の
デ
ー
タ
分
析
を
多
く
行
い
ま
し

た
が
、
そ
の
時
学
ん
だ
様
々
な
こ
と
（
統
計
の
知
識
、

デ
ー
タ
の
扱
い
方
、
数
値
分
析
ソ
フ
ト
の
使
用
な
ど
）

は
そ
の
後
の
仕
事
で
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　

目
的
意
思
を
持
っ
て
し
っ
か
り
経
済
学
を
学
習
す
れ

ば
論
理
的
思
考
力
と
分
析
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
が
社
会
に
出
て
ど
の
よ
う
に
役

立
つ
の
か
を
も
う
少
し
具
体
的
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
例
え
ば
会
社
で
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
任
さ
れ
、

上
司
に
「
・
・
の
よ
う
な
新
商
品
を
開
発
し
た
ら
ど
う

か
と
思
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
層
の
人
々
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
販
売
戦
略
を
立
て
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
の
で
調
査
し
て
く
れ
」
と
言
わ
れ

た
と
し
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
か
。
大

学
で
学
ん
だ
会
計
の
知
識
で
し
ょ
う
か
、
ミ
ク
ロ
や
マ

ク
ロ
経
済
学
の
知
識
で
し
ょ
う
か
、
金
融
の
知
識
で

し
ょ
う
か
、
商
法
や
税
制
の
知
識
で
し
ょ
う
か
。
大
学

で
学
ん
だ
知
識
は
直
接
的
に
多
少
は
役
立
つ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
（
例
え
ば
、
そ
の
会
社
が
属
す
る
業
種
の
形

態
や
特
性
な
ど
）、
最
も
重
要
な
こ
と
は
筋
道
を
立
て

て
考
え
、
分
析
す
る
能
力
で
し
ょ
う
。
こ
の
例
の
よ
う

な
場
合
に
は
先
ず
始
め
に
、
そ
の
商
品
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
理
解
し
、
商
品
の
特
性
や
性
質
を
考
え
（
理
論

を
作
り
）
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。
上

司
に
説
明
す
る
時
に
、
あ
な
た
は
次
の
よ
う
に
報
告
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。「
あ
る
世
代
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

と
い
う
よ
う
な
特
質
を
持
つ
人
た
ち
に
む
け
て
販
売
す

る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
故
な
ら
ば

‥
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
す
」。　

‥
の
部
分
に
は
理
論

（
理
屈
）
が
入
り
ま
す
。
そ
の
理
論
を
作
る
た
め
に
必

要
な
知
識
の
多
く
は
大
学
で
は
学
ば
な
い
も
の
で
、
本

や
資
料
、
あ
る
い
は
会
社
の
同
僚
や
先
輩
か
ら
得
る
べ

き
も
の
で
し
ょ
う
。
重
要
な
こ
と
は
そ
れ
ら
の
知
識
を

基
礎
に
し
て
自
分
の
頭
で
考
え
、
理
論
を
組
み
立
て
る

力
で
す
。
適
切
な
理
論
・
仮
説
が
立
て
れ
れ
ば
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
販
売
戦
略
お
よ
び
費
用
等
も
計
算
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
上
司
へ
の
報
告
は
こ
れ
だ
け
で
は
不
十

分
で
し
ょ
う
。
次
に
必
要
に
な
る
の
は
、
理
論
に
基
づ

い
た
仮
説
が
正
し
い
か
ど
う
か
に
な
り
ま
す
。
も
し
間

違
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
仮
説
に
基
づ
い
た
販
売
戦
略
に

か
か
る
費
用
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
上
司
に
報
告
す
る
場
合
は
、
そ
の
仮
説
が

正
し
い
と
判
断
す
る
客
観
的
根
拠
を
示
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
統
計
デ
ー
タ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
客
観
的
な
分
析
で
す
。

　

論
理
的
思
考
力
と
分
析
力
を
身
に
付
け
る
の
は
簡

単
、
あ
る
い
は
既
に
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
学
生
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
校
ま
で
の

学
習
で
は
こ
の
よ
う
な
能
力
の
開
発
に
あ
ま
り
力
を
入

れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
多
く
の
大
学
生
は
ま
だ
不

十
分
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
あ
る
い
は
、

そ
の
重
要
性
に
さ
え
気
付
い
て
い
な
い
学
生
も
多
く
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
論
理
的
思
考
力
と
分
析
力

を
身
に
つ
け
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
知

識
力
と
違
い
達
成
度
も
見
え
に
く
い
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
日
々
の
努
力
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
能
力
は
徐
々

に
向
上
し
て
い
く
も
の
で
す
の
で
、
単
位
や
高
成
績
を

取
る
こ
と
だ
け
を
目
標
と
せ
ず
に
、
論
理
的
思
考
力
と

分
析
力
の
向
上
を
目
指
し
て
経
済
学
を
学
ぶ
こ
と
を
心

が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
経
済
学
は
そ
れ
ら
の
力
を
養

う
の
に
最
も
適
し
た
学
問
の
一
つ
だ
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
成
果
を
出
す
に
は
時
間
が
か
か
り
実
感
も
し
ず
ら

い
と
思
い
ま
す
が
、
い
つ
か
は
効
果
の
大
き
さ
と
重
要

性
を
感
じ
る
時
が
来
る
で
し
ょ
う
。
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「社会人基礎力」とは何だろう
　
「
モ
デ
ル
」
分
析
は
、
そ
も
そ
も
あ
る
変
量
y
に
影

響
を
及
ぼ
す
の
は
、
た
く
さ
ん
の
原
因
と
な
る
変
量
の

候
補
はx

1 ,x
2 ,···x

1
0

な
ど
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

う
ち
で
、
あ
る
理
屈
を
考
え
る
とx

3 ,x
7

が
主
に
影
響

を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
と
き
、x

3 ,x
7

以
外
の
８
つ

の
変
量
は
、
考
慮
の
対
象
か
ら
除
い
て（
捨
象
し
て
）、

仮
説
を
立
て
てy

=
f(x

3 ,x
7 )

と
考
え
、
関
数
や
対

応
f
の
性
質
を
調
べ
る
と
い
う
分
析
手
法
で
す
。

　

確
か
に
ま
だ
モ
デ
ル
分
析
に
慣
れ
て
い
な
い
学
生
諸

君
は
、
現
実
の
経
済
で
の
出
来
事
は
、
い
ろ
い
ろ
な
要

因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

極
端
に
単
純
な
モ
デ
ル
で
は
現
実
の
経
済
の
動
き
を
分

析
し
た
り
、
実
際
に
不
況
対
策
や
社
会
保
障
の
制
度
変

更
な
ど
の
政
策
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
経
済
学
以
外
の
自
然
科
学

も
、
例
え
ば
50
年
以
上
前
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受

賞
し
た
湯
川
秀
樹
氏
も
、
紙
と
鉛
筆
だ
け
を
使
っ
て
、

数
学
的
な
モ
デ
ル
で
物
理
現
象
の
理
論
を
考
え
、
評
価

さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
そ
の
後
彼
の
理
論
の
妥
当
性
が
、

実
験
で
検
証
さ
れ
る
と
い
う
、
モ
デ
ル
分
析
と
実
験
に

よ
る
そ
の
モ
デ
ル
の
妥
当
性
の
検
証
し
、
不
具
合
が
あ

れ
ば
モ
デ
ル
を
立
て
直
す
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
、
物
理

学
は
発
展
し
て
い
ま
す
。
工
学
や
物
理
学
で
は
、
実
験

環
境
を
整
え
て
、
モ
デ
ル
で
用
い
る
変
量
以
外
を
一
定

に
保
ち
（
捨
象
し
て
）、
主
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と

モ
デ
ル
で
仮
設
し
た
変
量
（
先
の
例
で
はx

3 ,x
7

）
の

み
の
量
を
増
や
し
た
り
減
ら
し
た
り
し
た
と
き
、
変
量

y
へ
の
影
響
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
現
実
の
経
済
現
象
の
分
析
で
は
、
人
々
の
経
済
行

動
を
一
定
に
保
つ
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
物
理
学
や
工

学
で
の
実
験
と
違
っ
て
で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」
と

反
論
す
る
諸
君
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

自
然
科
学
で
も
、
実
は
実
験
が
簡
単
に
は
で
き
な
い
け

れ
ど
も
、
モ
デ
ル
に
よ
る
思
考
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
医
学
で
す
。
学
生
諸
君
は
、

人
間
の
身
体
は
と
て
も
複
雑
な
相
互
依
存
の
仕
組
み
が

組
み
合
わ
さ
っ
て
、
そ
の
機
能
を
維
持
し
て
い
ま
す
の

で
、
単
純
な
モ
デ
ル
の
手
法
で
は
扱
え
な
い
だ
ろ
う
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
臨
床
医
学
で
も
モ
デ
ル
の
考
え
方
は
重

要
で
臨
床
医
た
ち
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
医

師
も
痛
み
を
訴
え
る
患
者
さ
ん
に
「
実
験
」
を
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
は
モ
デ
ル
を
立
て
て
、
診

断
と
治
療
方
針
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
肩
が
痛
い
」
と
い
う
患
者
さ
ん
が
病
院

に
来
た
と
き
、
医
師
は
ま
ず
は
「
肩
の
骨
や
筋
肉
に
な

ん
ら
か
の
原
因
で
異
常
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
炎
症
を
引

き
起
こ
し
方
の
痛
み
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
モ
デ
ル

で
仮
説
を
立
て
て
、
外
科
や
整
形
外
科
的
な
検
査
を
し

ま
す
。
そ
の
結
果
検
査
で
異
常
が
見
つ
か
れ
ば
、
仮
説

が
正
し
い
と
「
検
証
」
さ
れ
、
診
断
（
病
名
）
が
付
い

経
済
の
講
義
全
体
で
登
場
す
る
モ
デ
ル
等
は
、
か
な
り
単
純
化

さ
れ
た
も
の
で
、
モ
デ
ル
で
表
し
き
れ
な
い
場
合
が
多
い
の
だ

か
ら
、
あ
ま
り
極
端
に
単
純
な
モ
デ
ル
だ
と
本
当
に
導
き
た
い

答
え
が
出
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
？

新
海
哲
哉
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て
治
療
方
針
を
立
て
ま
す
。
し
か
し
、
検
査
で
「
肩
の

骨
や
筋
肉
に
異
常
が
な
い
」場
合
に
は
、
他
の
疾
患「
例

え
ば
特
殊
な
心
臓
の
狭
心
症
か
、
軽
い
心
筋
梗
塞
」が
、

原
因
で
「
肩
に
痛
み
」
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」

と
い
う
モ
デ
ル
に
よ
る
仮
説
を
立
て
て
、
こ
の
仮
説
を

検
証
す
る
た
め
に
数
時
間
を
置
い
て
血
液
検
査
を
し

て
、｢

心
臓
病
の
と
き
に
血
液
に
増
え
る
物
質｣

が
時
間

の
経
過
と
と
も
に
増
え
て
い
な
い
か
な
ど
を
調
べ
て
、

「
心
臓
病
が
肩
の
痛
み
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
原
因
の
心
臓
疾
患
を
治
療
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
診
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
医

師
は
、「
肩
の
痛
み
」
を
起
こ
す
原
因
を
、
患
者
へ
の

症
状
の
問
診
や
皮
膚
の
色
の
変
化
等
か
ら
、
直
感
的
に

モ
デ
ル
を
立
て
て
、
検
査
で
「
検
証
」
し
治
療
方
針
を

決
め
ま
す
。
そ
う
し
た
「
検
査
」
で
も
、「
診
断
」
が

付
か
な
い
と
き
は
、
と
り
あ
え
ず
、
自
分
の
立
て
た
モ

デ
ル
に
従
っ
て
、「
肩
の
痛
み
」を
鎮
め
る
投
薬
を
し
て
、

症
状
が
治
ま
る
か
ど
う
か
確
か
め
ま
す
。（
こ
れ
が
あ

る
種
の
実
験
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。）

　

経
済
学
も
臨
床
医
学
と
似
て
い
ま
す
。「
物
価
が
下

が
り
、
国
内
総
生
産
が
縮
小
す
る
デ
フ
レ
克
服
の
た
め

に
」、
日
銀
は
あ
る
モ
デ
ル
を
想
定
し
て
、「
為
替
介
入
」

を
し
つ
つ
も
、
さ
ら
に
「
国
債
や
有
価
証
券
を
買
い
入

れ
て
、市
場
に
お
金
を
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
供
給
し
て
み
る
」

と
い
う
、
モ
デ
ル
で
仮
設
し
た
変
量
（
先
の
例
で
は

x
3 ,x

7

）
を
動
か
し
て
、
変
量
y
へ
の
影
響
を
見
て
仮

説
を
検
証
し
な
が
ら
、
モ
デ
ル
を
変
更
し
て
次
の
政
策

を
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
簡
単
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
で
複
雑
な
現

象
を
考
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
複
雑
な
人
体
の
相
互

依
存
す
る
機
能
や
経
済
の
働
き
に
働
き
か
け
る
と
き
、

臨
床
医
が
病
気
の
診
断
を
し
た
り
、
日
銀
や
政
府
の
経

済
政
策
策
定
者
が
経
済
政
策
を
考
え
た
り
、
日
本
全
体

の
経
済
状
況
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
様
々
な
経
済
活

動
を
行
う
、
企
業
や
私
た
ち
個
人
が
も
の
ご
と
を
決
め

る
と
き
に
も
使
え
る
考
え
方
で
す
。
物
理
学
や
医
学
、

経
済
学
が
使
う
モ
デ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
で

理
論
的
仮
説
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
は

現
実
の
経
済
で
意
思
決
定
し
て
い
る
実
務
家
も
、
学
問

的
に
は
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
に
し
ろ
、
自
分

の
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、

自
分
の
頭
で
モ
デ
ル
分
析
的
思
考
を
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
経
済
学
で
用
い
る

モ
デ
ル
の
中
に
は
、
１
つ
か
２
つ
の
変
量
で
経
済
現
象

を
説
明
し
よ
う
と
す
る
簡
単
な
モ
デ
ル
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
変
量
で
説
明
す
る
複
雑
な
モ
デ
ル
も
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、「
高
等
学
校
ま
で
に
こ
れ
を
学
び
な
さ
い
。」

と
文
部
科
学
省
の
指
導
要
領
や
、
教
科
書
検
定
な
ど
で

決
め
ら
れ
た
、
国
語
、
数
学
、
理
科
、
社
会
、
外
国
語

等
の
科
目
を
勉
強
し
て
き
た
諸
君
に
は
、
ま
だ
、
こ
う

し
た
「
モ
デ
ル
」
で
分
析
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
初

め
て
で
わ
か
り
に
く
い
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、「
経

済
学
の
講
義
で
は
、
こ
う
し
た
「
経
済
学
的
な
も
の
の

見
方
」
で
こ
れ
ま
で
経
済
学
で
よ
く
使
わ
れ
た
「
簡
単

な
モ
デ
ル
」
を
繰
り
返
し
、
教
え
て
こ
れ
を
用
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
モ
デ
ル
分
析
」
に
よ
っ
て
経
済
現
象

を
掴
む
練
習
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ

は
中
学
の
数
学
の
問
題
で
も
、
最
初
は
公
式
を
当
て
は

め
れ
ば
す
ぐ
で
き
る
「
因
数
分
解
」
も
あ
れ
ば
、
い
く

つ
か
の
考
え
方
と
着
想
を
組
み
合
わ
せ
て
解
く
応
用
問

題
が
あ
る
と
き
、
ま
ず
は
簡
単
な
「
因
数
分
解
」
な
ど

基
本
的
な
考
え
方
を
繰
り
返
し
教
え
、
練
習
問
題
を
解

い
て
も
ら
う
の
と
似
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、「
簡
単
な
モ
デ
ル
」
で
、
１
．
仮
説

を
「
モ
デ
ル
」
を
使
っ
て
立
て
る
、
次
に
２
．
デ
ー
タ

で
モ
デ
ル
が
正
し
い
か
ど
う
か
「
検
証
」
す
る
（
こ
の

と
き
に
「
統
計
学
」
が
役
に
立
ち
ま
す
）。
正
し
け
れ

ば
３
．
政
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
み
る
（
こ
う

し
た
ら
、
ど
の
く
ら
い
経
済
に
影
響
す
る
の
だ
ろ
う
？

消
費
税
を
15
％
に
し
た
ら
経
済
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
）

と
い
う
の
を
、
デ
ー
タ
で
推
定
し
た
計
量
モ
デ
ル
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
る
（
こ
の
と
き
に
、
計
量
経

済
学
が
役
に
立
ち
ま
す
）、
と
い
う
考
え
方
は
、
望
ま

し
い
答
を
見
出
す
有
効
な
手
段
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

最
近
は
、
現
実
の
観
察
か
ら
理
論
経
済
学
者
が
直
感

で
モ
デ
ル
を
た
て
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
、
経
済
を

考
え
る
と
き
に
、
モ
デ
ル
を
た
て
て
そ
れ
を
ゲ
ー
ム
で

表
し
、
実
験
を
し
て
デ
ー
タ
を
と
っ
て
、
従
来
の
経
済

学
の
理
論
で
は
説
明
で
き
な
か
っ
た
、人
間
の
心
理
的
、

情
緒
的
経
済
行
動
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
「
行
動

経
済
学
」
の
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
「
行
動
経
済
学
」
に
お
い
て
も
「
モ
デ
ル

分
析
」
の
考
え
方
は
、
と
て
も
重
要
な
考
え
方
で
「
行

動
経
済
学
」
を
学
ぶ
上
で
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
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「社会人基礎力」とは何だろう
　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
私
の
と
こ
ろ
に
寄
せ

ら
れ
た
質
問
は
「
経
済
人
は
存
在
す
る
の
か
」
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。「
経
済
人
」
と
は
経
済
学
で
前
提
と

す
る
人
間
像
で
あ
り
、
自
ら
の
利
益
を
最
優
先
し
、
か

つ
そ
の
た
め
に
最
善
の
手
段
を
と
る
人
間
の
こ
と
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
仕
事
上
の
人
間
関
係
を
考
え
る
う
え

で
有
用
な
「
た
だ
乗
り
問
題
」
を
例
に
と
っ
て
、
経
済

人
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

社
会
に
出
る
と
チ
ー
ム
で
仕
事
を
し
て
ひ
と
つ
の
成

果
を
目
指
す
機
会
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
。
も
ち
ろ

ん
大
学
の
間
に
も
、
例
え
ば
グ
ル
ー
プ
学
習
に
よ
る
発

表
な
ど
、
様
々
な
形
で
似
た
よ
う
な
経
験
は
し
て
き
て

い
る
で
あ
ろ
う
。さ
て
、こ
の
よ
う
な
経
験
の
と
き
に
、

自
分
は
他
の
人
よ
り
ず
っ
と
努
力
を
し
た
の
に
、
達
成

さ
れ
た
成
果
は
全
体
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
不
満

を
感
じ
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
グ
ル
ー
プ
学
習
で

さ
ぼ
っ
て
い
た
人
に
も
他
の
メ
ン
バ
ー
の
努
力
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ
た
発
表
の
高
評
価
が
加
わ
り
、
ず
る
い
と

感
じ
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
れ
は
経
済
学
で
公
共
財
の
「
た
だ
乗
り
」

問
題
と
し
て
知
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
皆
で
共
有
す
る

ひ
と
つ
の
成
果
は
公
共
財
で
あ
る
。
個
々
人
の
努
力
は

（
成
果
が
皆
の
た
め
に
な
る
の
で
）
そ
の
努
力
以
上
に

全
体
の
合
計
利
得
を
高
め
る
が
、
し
か
し
個
人
的
に
得

ら
れ
る
利
得
は
（
成
果
は
皆
に
分
散
す
る
た
め
）
自
分

の
提
供
し
た
努
力
に
見
合
わ
な
い
、
と
い
う
状
況
が
こ

の
問
題
の
本
質
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
個
人
の

観
点
か
ら
は
努
力
を
惜
し
む
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ（
動
機
）

が
発
生
し
、
全
体
の
観
点
と
の
不
一
致
が
生
じ
る
。
全

体
の
こ
と
を
考
え
て
努
力
を
提
供
し
た
者
か
ら
見
る

と
、
こ
の
個
人
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
に
従
っ
て
努
力
を
惜

し
み
つ
つ
成
果
を
受
け
取
る
者
は
た
だ
乗
り
を
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

チ
ー
ム
内
の
メ
ン
バ
ー
が
皆
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う

な
自
ら
の
利
益
の
み
4

4

を
最
大
化
す
る
経
済
人
で
あ
る

と
、
全
員
が
他
人
の
努
力
に
た
だ
乗
り
を
し
よ
う
と
し

て
努
力
を
提
供
し
な
い
。
こ
の
結
果
、
チ
ー
ム
全
体
で

全
く
努
力
が
行
わ
れ
な
い
と
い
う
最
悪
の
事
態
を
招

く
。
こ
れ
が
経
済
学
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
現
実
の
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
多
く
の
人
が
全

体
の
成
果
を
目
ざ
し
て
努
力
し
た
経
験
が
あ
る
だ
ろ
う

し
、
ご
く
一
部
な
ら
ま
だ
し
も
、
常
に
全
員
が
た
だ
乗

り
を
し
よ
う
と
し
て
協
力
体
制
が
崩
壊
す
る
と
は
限
ら

な
い
。
人
間
は
経
済
学
が
仮
定
す
る
経
済
人
と
は
異

な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
現
実
に
経
済
理
論
の
結
論
と
異
な
る
現
象
が

多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
経
済
人
を
想
定

す
る
経
済
学
に
意
味
が
な
い
と
結
論
付
け
て
し
ま
う
の

は
早
計
で
あ
る
。
物
理
理
論
が
、
純
粋
な
真
空
・
適
切

な
温
度
な
ど
の
環
境
下
で
定
式
化
さ
れ
、
そ
の
理
論
的

結
論
が
あ
る
と
き
現
実
に
起
こ
っ
た
こ
と
と
一
致
し
な

か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
物
理
学
が
意
味
の
な
い
も
の

と
解
釈
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
実
は

い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
絡
み
合
い
複
雑
で
あ
る
。
こ
の
た

経
済
学
で
言
う
と
こ
ろ
の

「
経
済
人
」は
存
在
す
る
の
か
？

猪
野
弘
明
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め
、
物
理
学
な
ど
の
自
然
科
学
で
は
、
理
論
の
妥
当
性

を
検
証
す
る
た
め
に
、
実
験
室
で
他
の
条
件
を
で
き
る

だ
け
排
し
た
理
想
的
な
状
態
、
い
わ
ば
「
純
粋
な
真
空

状
態
」、
を
作
り
出
し
何
度
も
実
験
を
行
う
。
社
会
科

学
で
あ
る
経
済
学
で
は
、
自
然
を
相
手
に
す
る
物
理
学

な
ど
と
は
異
な
り
対
象
は
人
間
で
あ
る
た
め
、「
純
粋

な
真
空
状
態
」
を
作
り
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
、
近
年
発
展
し
て
き
た
実
験
経
済
学
と
い
う
分

野
で
は
、
他
の
条
件
を
で
き
る
だ
け
排
し
た
ゲ
ー
ム
を

作
り
、
現
実
と
は
切
り
離
し
た
実
験
室
に
集
め
ら
れ
た

被
験
者
に
プ
レ
イ
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
理
論
の
妥
当

性
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
。
経
済
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ヴ
を
な
る
べ
く
正
確
に
つ
け
る
た
め
に
、
被
験
者
が
受

け
取
れ
る
実
際
の
報
酬
が
そ
の
ゲ
ー
ム
で
挙
げ
た
点
数

に
依
存
し
て
増
減
す
る
。

　

実
は
、
公
共
財
の
た
だ
乗
り
問
題
は
、「
公
共
財
ゲ
ー

ム
」
と
呼
ば
れ
る
経
済
学
に
お
け
る
実
験
が
い
ろ
い
ろ

な
形
で
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
か
な
り
蓄
積
さ
れ
て
い

る
現
象
で
あ
る
。
こ
の
ゲ
ー
ム
の
理
論
値
は
、
た
だ
乗

り
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
努
力
を
提

供
し
な
い
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
実
験

の
結
果
で
は
被
験
者
は
自
身
の
も
て
る
努
力
の
40
〜

60
％
ほ
ど
の
努
力
を
提
供
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は

最
初
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
と
き
の
値
で
あ
り
、
繰
り
返
し

公
共
財
ゲ
ー
ム
を
行
う
と
だ
ん
だ
ん
努
力
の
提
供
量
は

減
っ
て
い
き
、最
後
に
は（
多
く
の
実
験
で
は
10
回
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
て
い
る
）
平
均
し
て
75
％
の
被
験
者
が
全

く
努
力
を
提
供
し
な
く
な
る
。
公
共
財
ゲ
ー
ム
に
お
い

て
人
間
は
、
当
初
は
チ
ー
ム
全
体
の
た
め
に
努
力
提
供

を
す
る
と
い
う
現
実
的
な
行
動
を
す
る
が
、
現
実
か
ら

切
り
離
さ
れ
た
実
験
室
で
ゲ
ー
ム
を
繰
り
返
す
う
ち

に
、
長
期
的
に
は
お
お
よ
そ
経
済
人
的
な
行
動
を
と
る

よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
実
と
理
論
・
実
験
の
差
は
ど
こ
か
ら

来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
複
雑
な
現
実
に
は
存
在

す
る
が
純
粋
な
実
験
・
理
論
で
は
排
さ
れ
て
い
る
も
の

に
よ
く
目
を
凝
ら
す
こ
と
で
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
現

実
の
仕
事
や
講
義
で
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
が
挙
げ
た
最

終
的
な
結
果
の
み
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
内
の
個
々
人
の

努
力
具
合
も
あ
る
程
度
観
察
さ
れ
て
お
り
、
評
価
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
実
験
で
は
、

点
数
と
な
る
の
は
あ
く
ま
で
チ
ー
ム
の
成
果
に
な
る
よ

う
制
御
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
実
に
は
長
期
的
な
人

間
関
係
も
重
視
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
繰
り
返

し
同
じ
チ
ー
ム
と
な
っ
て
仕
事
や
学
習
を
す
る
相
手
で

あ
れ
ば
、
た
だ
乗
り
を
す
る
こ
と
で
信
頼
を
失
う
こ
と

は
痛
手
で
あ
る
。
ま
た
今
回
限
り
の
相
手
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
こ
か
ら
今
後
の
人
間
関
係
が
発
展
す
る
か

も
し
れ
な
い
。
一
方
、
上
記
の
実
験
結
果
は
、
ゲ
ー
ム

ご
と
に
匿
名
性
を
保
ち
つ
つ
ラ
ン
ダ
ム
に
チ
ー
ム
分
け

さ
れ
る
場
合
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
人
間
関
係
は
排

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
理
論
と
実
験
の
結
果
に
差
が
生
じ
る
こ
と
も

あ
る
。
た
と
え
ば
、
公
共
財
ゲ
ー
ム
の
後
に
他
の
被
験

者
に
罰
則
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
つ

け
る
と
、
実
験
に
お
け
る
協
力
体
制
は
飛
躍
的
に
向
上

し
、
最
後
の
ゲ
ー
ム
で
も
自
身
の
も
て
る
努
力
の
75
％

ほ
ど
の
努
力
を
提
供
す
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
た
だ

乗
り
に
対
し
て
人
々
が
罰
則
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
理
論
的
に
は
、
罰
則
は
ゲ
ー
ム
の
成
果
が
成
就

し
た
後
の
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
た
め
、
結
果
を
何
も
変

え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
実
験
で

は
、
人
に
罰
則
を
与
え
る
に
は
自
分
自
身
も
そ
の
た
め

の
コ
ス
ト
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
設
定
さ
れ

て
い
る
。
経
済
人
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
得
に
も
な
ら
な

い
仕
返
し
に
労
力
を
割
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。し
か
し
、

人
間
が
も
し
自
ら
の
こ
と
の
み
を
考
え
る
経
済
人
で
は

な
く
、
チ
ー
ム
内
の
公
平
性
を
重
ん
じ
る
心
を
元
来
備

え
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
実
験
を
い
く
ら
「
純
粋
な

真
空
状
態
」
に
設
計
し
て
も
、
被
験
者
が
人
間
で
あ
る

限
り
は
不
公
平
に
憤
っ
て
罰
則
を
与
え
る
こ
と
は
あ
る

だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
に
挙
げ
た
議
論
を
見
る
だ
け
で
も
、「
全

体
の
最
終
的
結
果
の
み
で
な
く
個
々
を
見
る
こ
と
」「
長

期
的
な
人
間
関
係
」
そ
し
て
「
公
平
性
を
重
ん
じ
る
心
」

な
ど
の
協
力
に
お
け
る
重
要
性
と
い
っ
た
、
い
か
に
も

人
間
臭
い
事
項
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
い
ず
れ
の

事
項
も
、
経
済
人
と
現
実
・
実
験
に
お
け
る
人
間
を
比

較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
な
り
理
論
的
に
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
こ
と
は
驚
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

経
済
学
に
お
け
る
経
済
人
は
架
空
の
も
の
で
、
状
況
が

複
雑
に
な
る
ほ
ど
事
態
を
予
測
す
る
に
は
不
足
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
実
と
の
差
が
あ
る
時
こ
そ

が
醍
醐
味
で
あ
る
。
経
済
人
を
基
準
、
い
わ
ば
「
も
の

さ
し
」
と
し
て
、
差
に
よ
く
目
を
凝
ら
せ
ば
、
数
々
の

重
要
な
こ
と
が
意
識
的
に
整
理
さ
れ
見
え
て
く
る
。
そ

し
て
、
状
況
が
複
雑
に
な
る
ほ
ど
、
で
き
る
だ
け
単
純

だ
が
確
固
た
る
「
も
の
さ
し
」
を
も
っ
て
状
況
を
眺
め

ら
れ
る
こ
と
は
、
有
効
な
力
と
な
る
の
で
あ
る
。

参
考
文
献
：
実
験
結
果
は
〝T

heories of Fairness and 
Reciprocity -Evidence and Econom

ic A
pplications

〞 
Fehr &

 Schm
idt （2001

）
の
記
述
に
依
っ
た
。
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●エコノフォーラム座談会●

「 経済学部での  
学びと仕事」

■日時：2010年 10月 30日（土）　午後３時～５時
■場所：経済学部２階会議室

■出席者（五十音順）
　卒業生：礒井歩美さん　 （村田ゼミＯＧ、食品卸会社勤務）　
　　　　　中筋万里さん　 （平山ゼミＯＧ、損害保険会社勤務）
　　　　　細川直人さん　 （田中ゼミＯＢ、生命保険会社勤務）
　　　　　松尾健一郎さん（藤井ゼミＯＢ、教育関連企業経営）

　教　員：田中敦教授、平山健二郎教授、藤井和夫教授、村田治学部長
　司　会：経済学部　小林伸生　　記録：経済学部事務室　田中佐幸

　学生たちとの会話の中で、大学での学びや４年間の生活が社会に出てからどのように
役に立つのかという、率直な疑問が提示されることがある。そこで今年の特別企画とし
て、関学経済学部にかつて学び、社会に巣立っていったOB／OGの方々とゼミの恩師
にお集まりいただき、当時の学び・大学生活や、現在の仕事とのつながり、そして現役
学生へのメッセージ等を直接語っていただいた。学生諸君の、大学での学び・生活への
指針になれば幸いである。
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小
林　

そ
れ
で
は
は
じ
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

年
度
の
エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
、

最
近
大
学
教
育
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
し
ば
し
ば

登
場
す
る
「
社
会
人
基
礎
力
」
に
つ
い
て
、
改
め
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
生
か
ら
は
経
済
学
が
社

会
に
出
て
か
ら
ど
の
よ
う
に
役
に
立
つ
の
か
、
と
い
う

素
朴
な
疑
問
が
よ
く
出
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度

経
済
学
部
で
は
、
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
の
方
々
が
社
会
に
出
て

か
ら
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
お
い

て
当
時
の
学
び
が
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を
意
識
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
で
活
躍

し
て
い
る
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
の
方
々
に
、
学
生
時
代
の
皆
さ

ん
の
学
び
や
生
活
、そ
し
て
現
在
の
仕
事
等
に
つ
い
て
、

自
由
に
語
っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

で
は
、
ま
ず
自
己
紹
介
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

細
川　

２
０
０
２
年
経
済
学
部
卒
業
の
細
川
で
す
。
現

在
は
生
命
保
険
会
社
で
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
法
人
の
保
険
の
提
案
を

し
て
い
ま
す
。
卒
業
後
、
し
ば
ら
く
事
業
創
造
・
提
案

等
を
行
う
会
社
に
勤
め
た
後
、
２
度
ほ
ど
転
職
を
し
て

現
在
の
職
場
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。

中
筋　

平
山
先
生
の
関
学
で
の
ゼ
ミ
の
第
一
期
生
で

す
。平
山
ゼ
ミ
は
第
一
期
生
の
と
き
は
大
人
気
で
し
た
。

い
え
、
第
一
期
生
の
と
き
も
、
で
す
ね
（
笑
）。
で
す

の
で
、
当
時
平
山
先
生
が
勤
め
て
ら
れ
て
い
た
前
任
校

の
関
西
大
学
に
押
し
掛
け
、「
ゼ
ミ
生
に
し
て
く
だ
さ

い
！
」
と
お
願
い
を
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

甲
斐
が
あ
っ
て
、
ゼ
ミ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
金
融
の
ゼ
ミ
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学

卒
業
後
は
証
券
会
社
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
４
年
半
ほ

ど
働
い
た
の
で
す
が
、
ノ
ル
マ
が
厳
し
く
、
転
職
を
し

ま
し
た
。
現
在
は
損
害
保
険
会
社
で
代
理
店
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

松
尾　

姫
路
で
予
備
校
チ
ェ
ー
ン
を
経
営
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
言
う
と
、
全
国
に
８
０
０
店
舗
あ
る
大

手
衛
星
予
備
校
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
加
盟
校
で
す
。

現
在
は
姫
路
を
中
心
に
、
大
阪
方
面
で
校
舎
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
特
に
関
西
学
院
の
入
試
課
と
の
つ
な
が
り

が
あ
り
、
先
週
も
入
試
課
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
入

試
説
明
会
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
86
年
入
学
で
、
特
に
受
験
が
厳
し
い
時
代
に
入

学
を
し
た
の
で
、
藤
井
先
生
が
担
当
だ
っ
た
人
文
演
習

の
40
名
の
う
ち
現
役
は
３
名
の
み
で
、
残
り
は
浪
人
生

で
し
た
。
男
子
学
生
し
か
お
ら
ず
、
女
子
は
経
済
学
部

に
い
な
い
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

現
在
は
姫
路
・
大
阪
で
予
備
校
を
経
営
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
で
は
関
西
学
院
同
窓
会
の
姫
路
支
部
の

幹
事
を
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
支
部
と
し
て
は
５
本
の

指
に
入
る
大
き
な
も
の
で
す
。
来
月
に
総
会
が
あ
る
の

で
、
そ
の
準
備
で
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

礒
井　

２
０
０
５
年
に
経
済
学
部
を
卒
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
食
品
の
卸
売
事
業
を
し
て
い
る
会
社
に
入
社

し
ま
し
た
。
ず
っ
と
大
阪
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
の
６
月
か
ら
東
京
に
転
勤
に
な
り
、
商
品
開
発
に
携

わ
る
部
署
で
営
業
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
在
学
中
の
学
び
と
大
学
生
活
】

小
林　

学
生
時
代
の
活
動
、
ゼ
ミ
に
お
け
る
学
び
、
課
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外
活
動
な
ど
、
当
時
力
を
い
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

細
川　

田
中
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ビ
ー
ル
工
場
へ
見
学
に
行
っ
た
り
、
京
都
大
学
の

古
川
ゼ
ミ
と
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
し
た
り
と
、
多
様
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
社
会

に
出
て
通
用
す
る
様
々
な
力
も
つ
け
た
か
っ
た
た
め
、

そ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
非
常
に
楽
し
み
に
し
て
、

色
々
な
準
備
を
し
て
い
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
授
業

だ
け
で
は
な
い
、
ゼ
ミ
を
中
心
と
し
た
活
動
の
準
備
の

プ
ロ
セ
ス
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
は
現

在
の
仕
事
で
も
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

小
林　

田
中
先
生
か
ら
み
て
当
時
の
細
川
さ
ん
は
ど
の

よ
う
な
学
生
で
し
た
か
？
逆
に
細
川
さ
ん
か
ら
見
た
田

中
先
生
、
田
中
ゼ
ミ
は
ど
の
よ
う
な
印
象
で
し
た
か
？

田
中　

ゼ
ミ
の
中
で
一
番
良
く
勉
強
す
る
学
生
で
し

た
。
し
か
し
典
型
的
な
「
優
等
生
」
ら
し
く
は
な
く
、

い
た
ず
ら
っ
子
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
一
番

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
広
報
室
が
田
中
ゼ
ミ
の
研
究
発

表
の
様
子
を
取
材
に
く
る
機
会
が
あ
っ
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
マ
イ
ナ
ー
な
時
代
だ
っ

た
の
で
、
み
ん
な
が
資
料
を
見
つ
め
て
い
る
と
非
常
に

地
味
な
写
真
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
彼
は
模
造

紙
を
持
っ
て
き
て
、
発
表
の
内
容
を
カ
ラ
フ
ル
に
書
い

て
、
黒
板
に
は
っ
た
。
日
ご
ろ
の
ゼ
ミ
の
様
子
と
は
少

し
異
な
る
が
、
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、
自
分

で
考
え
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
遊
び
心
の
あ
る
学
生

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
学
年
の
ゼ
ミ
は
積
極
的

な
学
生
が
多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
中
で
も
目
立
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
積
極
的
だ
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

細
川　

田
中
ゼ
ミ
は
、
今
も
昔
も
愛
さ
れ
て
い
る
タ
ナ

ア
ツ
ゼ
ミ
で
し
た
。

田
中　

以
前
エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
将
来
の
夢
は
、

「
威
厳
の
あ
る
先
生
」
と
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね

（
笑
）。

中
筋　

大
学
時
代
の
こ
と
を
色
々
と
振
り
返
っ
て
み
ま

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
勉
強
を
し
た
か
は
、
正
直
な
と

こ
ろ
、
詳
細
に
は
覚
え
て
い
な
い
で
す
。
学
校
に
い
っ

た
ら
友
達
に
会
え
る
の
で
、
い
わ
ば
集
合
場
所
と
し
て

使
っ
て
い
て
、
そ
の
後
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
っ
た
り
、
ゼ

ミ
や
そ
の
他
の
友
達
と
食
事
に
行
っ
た
り
遊
び
に
い
っ

た
り
、
と
い
う
学
生
生
活
で
し
た
。
勿
論
、
先
生
に
言

わ
れ
た
こ
と
は
、最
低
限
や
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
ん
な
に
勉
強
を
し
っ
か
り
や
っ
た
と
い
う
記
憶
も
無

く
、
楽
し
い
4
年
間
を
過
ご
し
た
な
と
い
う
記
憶
し
か

な
い
で
す
（
笑
）。

小
林　

か
な
り
謙
遜
気
味
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
平
山
先
生
か
ら
見
ら
れ
て
い
か
が
で
し
た
か
？

平
山　

彼
女
は
ゼ
ミ
の
第
一
期
生
で
、
明
る
く
て
楽
し

い
子
で
、
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
し
た
。
ゼ
ミ
長
と
仲
が

良
く
、
掛
け
合
い
漫
才
の
よ
う
に
、
楽
し
く
盛
り
上
げ

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
年
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
が

は
じ
ま
り
、
ゼ
ミ
で
は
そ
れ
を
や
る
の
が
手
一
杯
で
し

た
が
、
幸
い
一
期
生
に
は
80
〜
90
名
の
応
募
が
あ
り
、

元
気
の
あ
る
学
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、引
っ

張
り
役
の
一
人
、
い
や
、
突
っ
込
み
役
か
も
し
れ
ま
せ

ん
（
笑
）
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小
林　

中
筋
さ
ん
か
ら
見
た
平
山
先
生
は
ど
の
よ
う
な

印
象
で
し
た
か
？

中
筋　

先
生
に
た
い
し
て
怖
い
と
思
う
こ
と
は
な
く
、

人
の
い
い
お
じ
さ
ん
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

平
山　

一
期
生
の
ゼ
ミ
生
に
「
先
生
、
威
厳
を
も
っ
て

く
だ
さ
い
！
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
。
私

は
そ
う
い
う
人
間
で
は
な
い
と
回
答
し
ま
し
た
け
ど
ね

（
笑
）。

村
田　

当
時
か
ら
平
山
先
生
は
、
ゼ
ミ
で
駄
洒
落
ば
っ

か
り
言
っ
て
い
ま
し
た
か
？

中
筋　

す
ご
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。
す
べ
っ
て
、
し
ー

ん
と
な
っ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

松
尾　

86
年
に
入
学
を
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
バ
ブ
ル

全
盛
期
で
、
卒
業
時
に
は
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
現
在
と
は
雰
囲
気
が
違
っ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
将
来
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
在
学

中
ず
っ
と
考
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
親
が
会
社
の
経
営

を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
２
年
生
の
と
き
に
親
の
勧

め
も
あ
り
、
小
さ
な
塾
を
起
業
し
ま
し
た
。
塾
を
や
り

な
が
ら
大
学
に
通
っ
て
い
た
た
め
、
親
に
は
、「
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
塾
を
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
ア

ル
バ
イ
ト
と
し
て
大
学
生
を
や
っ
て
い
る
ね
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
が
本
職
な
の
か
わ
か
ら
な
い
く
ら

い
、
大
学
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。そ
の
一
方
で
、当
時
は
就
職
先
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

何
も
し
な
く
て
も
求
人
が
く
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
こ
と
を
考
え
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
就
職
を
し
た
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
時
に
藤
井
先
生
か
ら
「
松
尾
く
ん
は
組
織

の
歯
車
に
な
れ
な
い
」
と
ズ
バ
ッ
と
言
わ
れ
ま
し
た

（
笑
）。
ま
た
、
そ
の
と
き
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
な

り
た
い
と
い
う
夢
も
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
藤
井
先
生

か
ら「
君
に
は
会
社
を
経
営
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
厳
し
く
も
あ
た
た
か

い
エ
ー
ル
を
お
く
っ
て
い
た
だ
き
、
現
在
に
至
っ
て
い



Econo Forum 21 ／ No.17

特集

19

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
学
生
時
代
で
し
た
。

藤
井　

率
直
に
言
う
と
、
松
尾
君
と
勉
強
の
話
を
し
た

記
憶
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
色
々
な
タ
イ
プ
の
学
生

が
い
て
、
大
ま
か
に
は
、
自
分
を
も
っ
て
い
る
し
っ
か

り
型
、
ふ
ら
ふ
ら
型
の
両
極
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
が
、
彼
は
し
っ
か
り
し
た
自
分
の
ペ
ー
ス
を

持
っ
た
タ
イ
プ
で
し
た
。
た
だ
、
や
ん
ち
ゃ
な
と
こ
ろ

も
あ
っ
て
、
世
の
中
に
出
た
ら
活
躍
す
る
の
だ
ろ
う
け

ど
も
、
私
か
ら
は
教
員
と
し
て
彼
に
学
生
と
し
て
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
指
導
し
て
い
け
ば
よ
い
と

考
え
、
色
々
と
話
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
彼
の
こ

と
を
、
そ
ん
な
に
心
配
は
し
て
い
な
か
っ
た
で
す
。

　

む
し
ろ
彼
が
卒
業
を
し
て
か
ら
、
色
々
と
話
を
す
る

機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
学
生
時
代
に
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
た
の
か
と
、
話
を
聞
い
て
と
て
も
感
心
を

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
学
生
を
見
て
い
く
な
か
で
、

出
来
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
ぶ
つ
け
て
い
っ
た
ら
学
生
は

そ
れ
に
対
し
返
し
て
く
れ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
松

尾
く
ん
の
場
合
は
拳
骨
を
振
り
上
げ
て
、
厳
し
く
言
う

の
が
よ
い
と
考
え
て
、
敢
え
て
そ
う
し
て
い
ま
し
た
。

松
尾　

確
か
に
、
私
は
先
生
に
頻
繁
に
怒
鳴
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
当
時
の
先
生
は
と
て
も
若
か
っ
た
で
す
し
、

大
学
の
先
生
と
い
う
よ
り
も
、
体
育
会
系
の
先
輩
と
い

う
感
覚
で
し
た
。
ば
り
ば
り
体
育
会
系
、
男
子
校
の
ノ

リ
で
、バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
の
ゼ
ミ
で
し
た
。

藤
井
先
生
は
、
先
頭
に
た
っ
て
お
酒
を
の
ま
れ
て
い
ま

し
た
（
笑
）。

礒
井　

大
学
に
入
っ
て
か
ら
は
、
時
間
と
お
金
を
自
由

に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
い
か
に
そ
れ
ら
を
有

効
に
使
お
う
か
と
４
年
間
考
え
て
い
ま
し
た
。
大
学
で

の
勉
強
や
教
職
の
資
格
取
得
に
む
け
た
勉
強
を
す
る
と

と
も
に
、
旅
行
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
で

お
金
を
稼
い
で
旅
行
の
計
画
を
立
て
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
は
び
っ
し
り
う
ま

る
状
態
で
、ア
ル
バ
イ
ト
も
３
つ
く
ら
い
掛
け
持
ち
し
、

充
実
し
た
４
年
間
で
し
た
。

　

就
職
活
動
で
も
、
自
分
の
目
で
見
て
沢
山
の
企
業
を

ま
わ
り
、
最
終
的
に
２
社
に
絞
り
ま
し
た
。
総
合
職
と

一
般
職
で
迷
っ
た
の
で
す
が
、
村
田
先
生
に
「
総
合
職

で
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、
現

在
の
総
合
職
に
決
定
し
ま
し
た
。
今
の
会
社
で
は
色
々

と
自
由
に
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
の

組
み
立
て
な
ど
、
大
学
時
代
の
経
験
が
生
か
せ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
学
業
の
記
憶
は
あ
ま
り
無
い
の
で

す
が
（
笑
）、
村
田
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
頑
張
っ
て
や
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

村
田　

ゼ
ミ
が
始
ま
っ
た
当
時
は
、
ま
じ
め
で
お
と
な

し
い
学
生
と
い
う
印
象
で
し
た
。月
日
が
経
つ
に
つ
れ
、

色
々
な
こ
と
を
積
極
的
に
や
っ
て
く
れ
、
と
て
も
活
発

な
イ
メ
ー
ジ
に
か
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
総

合
職
を
す
す
め
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
彼
女
は

就
職
が
決
ま
っ
た
あ
と
、
Ｓ
Ｒ
（
※
注
：
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
が
主
催
の
、
先
輩
が
後
輩
の
就
職
支
援
を
す
る

制
度
）
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
是
非
と
も
ゼ
ミ

で
Ｓ
Ｒ
の
活
動
を
さ
せ
て
欲
し
い
と
自
ら
申
し
出
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
村
田
ゼ
ミ
で
は
４

年
生
か
ら
３
年
生
へ
の
就
職
支
援
が
現
在
も
続
い
て
い

ま
す
。
就
職
活
動
サ
イ
ト
の
記
事
の
人
気
投
票
で
も
彼

女
の
活
動
が
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
女
は
、
は
じ
め

の
印
象
と
そ
の
後
の
印
象
が
大
き
く
変
わ
っ
た
ゼ
ミ
生

の
一
人
で
す
。

小
林　

礒
井
さ
ん
か
ら
見
た
村
田
先
生
は
ど
う
で
し
た

か
？

礒
井　

怖
く
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
威
厳
は
あ
り
ま
し

た
。
し
め
る
と
こ
ろ
は
し
め
て
、
飴
と
鞭
の
指
導
で
し

た
。
当
時
の
ゼ
ミ
は
、
お
と
な
し
か
っ
た
印
象
が
あ
り

ま
す
。
私
は
ゼ
ミ
に
た
い
し
て
、
仲
間
意
識
や
イ
ベ
ン

ト
を
求
め
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
参
加
す
る
側

だ
っ
た
が
、
企
画
す
る
側
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

【 

大
学
生
活
で
の
学
び
と
今
の
仕
事
の
結
び
つ
き

に
つ
い
て
】

■
見
識
を
広
め
る「
資
格
」「
日
経
新
聞
」「
世
代
間
交
流
」

小
林　

当
時
の
学
び
が
今
の
生
活
、
仕
事
に
ど
の
よ
う

に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
直
接

的
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
間
接
的
な
と
こ
ろ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
私
は
社

会
学
部
出
身
で
、
ず
っ
と
マ
ス
コ
ミ
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
の
仕
事
で
も
当
時
の
学
び
は
間
接
的
に

役
に
立
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
の

生
活
・
学
び
が
、
現
在
皆
様
に
与
え
て
い
る
影
響
に
つ

い
て
、
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

細
川　

田
中
ゼ
ミ
に
入
っ
て
数
ヶ
月
後
の
大
学
２
年
生

の
と
き
に
、
人
の
勧
め
で
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。資
格
を
取
得
し
た
の
は
、

１
９
９
９
年
の
10
月
な
の
で
11
年
に
な
り
ま
す
。
当
時

は
そ
ん
な
に
メ
ジ
ャ
ー
な
資
格
で
は
無
か
っ
た
の
で
す

が
、
ゼ
ミ
生
の
中
に
税
理
士
を
目
指
す
者
が
多
く
、
就

職
氷
河
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
取
得
し
て
お
け
ば
何

か
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
と
、
や
や
受
身
で
勉
強
を

し
て
取
得
し
た
資
格
で
し
た
。

　

実
は
今
日
も
午
前
中
に
、
住
宅
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
で



Econo Forum 21 ／ March 2011 20

「社会人基礎力」とは何だろう

不
動
産
の
購
入
を
検
討
し
て
い
る
人
の
相
談
業
務
の
仕

事
を
し
て
き
た
の
で
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
資
格
を
使
っ

て
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
直
接
的
に
は
そ
の
よ
う
な

形
で
当
時
の
学
び
が
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
間
接
的
に

は
、
お
酒
が
強
く
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

お
酒
の
限
界
は
学
生
時
代
に
知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い

い
で
す
か
ら
ね
。

田
中　

彼
が
在
学
中
に
そ
ん
な
資
格
を
取
得
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。勉
強
は
各
々

で
自
主
的
に
し
て
、
ゼ
ミ
で
は
営
業
な
ど
で
役
に
立
つ

お
酒
の
飲
み
方
を
指
導
し
て
い
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。

で
も
、
彼
は
卒
論
で
リ
ス
ク
性
商
品
の
話
を
し
て
い
た

の
で
、
繋
が
っ
て
い
ま
す
ね
。

細
川　

当
時
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
の
資
格
の
勉
強
も
し
て

い
た
の
で
、
卒
論
の
役
に
立
ち
ま
し
た
。
優
秀
論
文
賞

に
も
選
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

中
筋　

平
山
先
生
か
ら
日
経
新
聞
を
読
む
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
た
こ
と
は
、
役
に
立
ち
ま
し
た
。
詳
細
に
読
ん

で
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
初
に
就
職

を
し
た
会
社
が
証
券
会
社
で
、
日
経
新
聞
に
今
朝
掲
載

さ
れ
た
こ
と
に
反
応
し
て
毎
日
株
価
が
変
動
す
る
の

で
、
日
経
新
聞
を
隅
々
ま
で
読
ん
で
、
株
価
の
変
化
に

注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
会
社
に
入
る
前
か
ら

平
山
先
生
に
そ
の
よ
う
に
指
導
を
し
て
頂
い
て
い
た
た

め
、
新
聞
の
ど
の
ペ
ー
ジ
に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
か
「
勘
所
」
を
掴
ん
で
い
た
の
で
、
役

に
立
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
る
時
、
選
挙
の
世
論
調
査
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、証
券
会
社
に
入
社
後
、

そ
の
会
社
の
株
価
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
株
価
が
Ｉ

Ｔ
バ
ブ
ル
や
業
務
内
容
な
ど
の
理
由
か
ら
上
昇
し
た
こ

と
を
、
実
体
験
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
非

常
に
お
も
し
ろ
い
な
ぁ
と
実
感
し
ま
し
た
。
現
在
働
い

て
い
る
損
保
の
会
社
で
は
、
お
客
様
や
代
理
店
か
ら
ど

ん
な
保
険
に
入
っ
た
ら
い
い
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
ら

れ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
学
生
時
代
に
色
々
な
ア

ル
バ
イ
ト
を
経
験
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
多
様
な
角
度

か
ら
リ
ス
ク
を
考
え
て
、
保
険
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
学
生
時
代
の
経
験
が
現
在

で
も
生
か
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

小
林　

当
時
も
今
も
、
平
山
ゼ
ミ
で
は
日
経
新
聞
を
読

む
こ
と
を
奨
励
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
成
果
で
す
ね
。
最

近
「
日
経
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
の
団
体
賞
ゼ
ミ
部
門
で
、
全
国

３
位
に
入
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
し
ね
。

田
中　

奨
励
で
は
な
く
て
強
制
で
す
ね
（
笑
）。

小
林　

日
経
新
聞
が
必
読
で
あ
る
感
覚
は
、
私
も
前
職

は
証
券
会
社
系
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
働
い
て
い
た
の
で

わ
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
顧
客
と
の
会
話
の
中
で
「
今

朝
の
新
聞
で
…
」
と
い
っ
た
会
話
が
出
る
と
、
主
語
が

な
く
て
も
、
基
本
的
に
は
日
経
新
聞
を
指
し
て
い
る
場

合
が
多
い
で
す
し
、
会
社
の
独
身
寮
に
入
寮
す
る
と
、

初
日
か
ら
日
経
新
聞
が
各
自
の
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い

て
、
購
読
料
が
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
（
笑
）。

日
経
新
聞
を
読
む
こ
と
は
、
社
会
に
出
る
た
め
の
基
本

な
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

平
山　

中
筋
さ
ん
は
と
て
も
活
発
で
、
歯
医
者
さ
ん
で

の
ア
ル
バ
イ
ト
等
、色
々
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。

当
時
も
今
も
、
学
生
さ
ん
に
対
し
て
一
番
言
う
の
は
、

大
人
と
つ
き
あ
っ
て
下
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
友

達
同
士
だ
と
、「
た
め
口
」
で
の
会
話
が
基
本
で
、
尊

敬
語
と
謙
譲
語
の
使
い
分
け
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
敬

語
を
使
え
る
よ
う
に
な
ら
な
い
。
広
い
意
味
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
す
る
こ
と
も
、
経
験
が
増
え
る
と
い
う
意
味
で

は
よ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
こ

と
だ
け
が
学
生
生
活
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
私
は
よ
く

遊
び
、
よ
く
学
べ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
指
導
し
た
こ
と

が
間
接
的
に
役
に
立
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

■ 

世
の
中
の
動
向
を
見
抜
き
、
行
動
に
移
す
素
養
を
作

る
経
済
学

松
尾　

仕
事
柄
高
校
生
か
ら
、
経
済
学
部
と
商
学
部
、

経
営
学
部
の
違
い
や
、
経
済
学
が
ど
の
よ
う
に
役
に
立

つ
の
か
な
ど
、
よ
く
相
談
を
う
け
ま
す
。
そ
う
し
た
時

に
自
ら
を
省
み
て
思
う
の
は
、
会
社
の
経
営
を
し
て
い

る
と
、
世
の
中
の
動
き
を
知
ら
な
い
と
、
経
営
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
経
営
上
の
判
断
を
求
め
ら

れ
る
時
に
、
経
済
学
の
教
養
が
あ
る
た
め
に
、
世
の
中

の
動
き
が
わ
か
り
、
つ
か
む
こ
と
が
出
来
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
会
社
を
経
営
し
て
い
て
、
次
に
ど
の
よ

う
な
作
戦
を
練
っ
て
い
こ
う
か
と
考
え
る
時
に
、
世
の

中
の
流
れ
や
現
在
の
状
況
を
知
っ
て
い
な
い
と
手
を
打

つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、そ
の
よ
う
な
場
面
で
、色
々

な
意
味
で
経
済
学
の
素
養
が
確
実
に
役
に
立
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
個
人
と
し
て
は
、
経
済
学
の
勉
強
よ
り
も

キ
リ
ス
ト
教
学
の
勉
強
が
特
に
重
要
な
科
目
で
し
た

（
笑
）。
ま
た
、
藤
井
先
生
は
「
経
済
史
は
ま
っ
た
く
意

味
が
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
歴
史
的
セ
ン
ス
を
身
に
つ
け
、
も
の
を
考
察
し

て
い
く
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。会
社
の
経
営
を
し
て
い
く
上
で
、

今
に
な
っ
て
色
々
な
意
味
で
自
分
に
染
み
付
い
た
も
の

の
見
方
で
、
過
去
を
振
り
返
り
、
戦
略
を
練
り
直
す
と

い
う
作
業
を
行
う
上
で
、
歴
史
的
な
考
察
が
欠
か
せ
な
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い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
藤
井
ゼ
ミ
に
入
っ
て

よ
か
っ
た
な
と
思
う
こ
と
で
す
。

礒
井　

経
済
学
部
が
ゼ
ミ
活
動
力
を
入
れ
て
い
る
点

は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
良
い
経
験
だ
っ
た
な
と
思
い

ま
す
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど

は
、
他
の
人
か
ら
教
え
て
も
ら
う
わ
け
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
で
自
主
的
に
集
ま
っ
て
、
考
え
て
、
準
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
い
う
作
業
で
し
た
。
現
在
の
会
社
も
全

部
を
教
え
て
も
ら
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え

な
が
ら
仕
事
の
進
め
て
い
く
と
い
う
仕
事
の
や
り
方
を

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
自
主
的
な
行
動
を
ゼ
ミ

活
動
で
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
役
に
立
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

村
田　

デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
の
ゼ
ミ
活
動
に
お
い
て
、

勝
っ
た
り
負
け
た
り
は
意
識
を
し
て
い
な
く
て
、
調
べ

て
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
考
え
る

過
程
の
指
導
は
し
ま
す
が
、
そ
の
他
は
一
切
手
を
出
す

こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
悪
く
言
え
ば
、
ほ
っ
た
ら
か

し
で
す
。
当
時
も
現
在
も
そ
の
よ
う
な
方
針
で
す
。

【
在
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

■
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
必
須
言
語
と
し
て
の
英
語

小
林　

皆
さ
ん
現
在
忙
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
だ
と
思

い
ま
す
が
、
学
生
時
代
に
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い

こ
と
、
あ
る
い
は
、
ご
自
身
を
振
り
返
っ
て
、
も
し
や

り
残
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

細
川　

や
り
た
い
こ
と
は
殆
ど
や
っ
た
気
が
し
ま
す
。

大
変
充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
強
い
て
言
え
ば
、
大
学
４
年
生
の
と
き
に
授
業

も
少
な
く
な
っ
て
時
間
的
な
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
時
期
を
ア
ル
バ
イ
ト
に
費
や
す
の
も
よ
か
っ
た
の
で

す
が
、
海
外
旅
行
に
い
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。
国
内
は
よ
く
バ
イ
ク
で
行
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
当
時
海
外
に
は
本
当
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
語
学
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
で
す
し
、ま
と
ま
っ
た
時
間
が
あ
る
と
き
に
、

海
外
旅
行
に
行
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。

中
筋　

充
実
し
た
楽
し
い
４
年
間
で
し
た
。
あ
ん
ま
り

詰
め
込
み
す
ぎ
る
の
も
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
楽

天
な
ど
の
ケ
ー
ス
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
企

業
の
中
で
も
英
語
の
公
用
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、

英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。
現
在
の
仕
事
で
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
が
、
英
語
が
話
せ
る
こ
と
で
、
で
き
る

仕
事
の
範
囲
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
部
署
で

仕
事
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
英
語
が
必
須
条
件
で
す
。

平
山　

英
語
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
う
が
、
必
要
性
が

な
い
と
な
か
な
か
し
な
い
で
す
よ
ね
。
よ
く
日
経
新
聞

に
出
て
い
る
よ
う
に
、
国
内
の
企
業
が
海
外
進
出
に
進

出
す
る
中
で
、
英
語
の
必
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

松
尾　

私
も
同
感
で
、
英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
学
生
時
代
に
ア
メ
リ
カ
へ
旅

行
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
英
語
を
話
し
た
い
と
思
っ

て
は
い
ま
し
た
が
途
中
で
挫
折
し
ま
し
た
。
私
の
塾
の

高
校
生
に
も
、
と
に
か
く
大
学
の
４
年
間
で
英
語
が

し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
れ
と
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
代
、
英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
ハ

ン
デ
ィ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

礒
井　

私
の
会
社
で
も
、
国
内
を
中
心
と
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
か
ら
海
外
展
開
を
積
極
化
す
る
流
れ
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
新
入
社
員
の
採
用
で
も
、
英
語
に
関
わ
ら
ず
中

国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
に
長
け
た
学
生
を
積
極
的
に

採
用
し
て
い
ま
す
。
私
の
現
在
の
仕
事
に
は
直
接
関
係

は
な
い
で
す
が
、
今
後
社
会
に
出
て
い
く
学
生
の
み
な

さ
ん
に
は
ぜ
ひ
必
要
な
能
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
は
、幅
広
い
人
脈
を
作
っ
て
お
く
こ
と
は
、後
々

と
て
も
財
産
に
な
り
ま
す
。
特
に
大
学
時
代
に
サ
ー
ク

ル
や
部
活
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
学
生
生
活
の
最
後
に
Ｓ

Ｒ
の
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で

の
仲
間
と
は
卒
業
を
し
て
か
ら
も
年
に
数
回
集
ま
っ
て

い
ま
す
。他
業
種
の
方
と
話
を
す
る
よ
い
機
会
に
な
り
、

非
常
に
刺
激
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
仲
間

は
大
切
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ

く
れ
る
場
所
に
、
大
学
時
代
か
ら
も
っ
と
積
極
的
に
参

加
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

田
中　

今
年
の
ゼ
ミ
旅
行
で
東
証
、
日
銀
、
銀
行
の
３

つ
の
場
所
に
行
き
、
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
話
を
し
て
い
た
だ

い
た
３
人
全
員
が
、英
語
が
必
要
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
と
海
外
で
は
な
く
て
、
日
本
に
い
て
も
英
語
が
必

要
に
な
る
、
そ
う
い
う
時
代
が
き
て
い
る
と
。
英
語
が

で
き
な
い
と
会
議
に
参
加
が
で
き
な
い
と
も
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

村
田　

英
語
の
必
要
性
に
関
連
し
て
言
え
ば
、
経
済
学

部
で
は
１
年
生
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
課
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
や
は
り
必
要
性
を
実
感
し
な
い
と
勉
強

を
し
な
い
の
も
事
実
で
す
。
私
の
ゼ
ミ
で
は
、
英
語
を

も
っ
と
勉
強
を
さ
せ
る
た
め
に
、
就
職
が
決
ま
っ
て
か
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「社会人基礎力」とは何だろう

ら
、
英
語
の
教
科
書
を
使
っ
て
授
業
を
し
て
い
ま
す
。

４
年
生
に
な
る
と
就
職
先
が
決
ま
り
、
大
学
の
授
業
に

関
心
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
マ
ク
ロ
経
済
学
の
英
語

で
書
か
れ
た
教
科
書
に
は
関
心
を
持
っ
て
く
れ
て
い

る
。
ま
ず
読
む
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
が
、
何
か
い

い
方
法
が
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
中　

２
０
０
０
年
代
前
半
は
就
職
が
そ
ん
な
に
悪
い

時
期
で
は
な
か
っ
た
。し
か
し
今
の
学
生
さ
ん
は
、リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
就
職
状
況
が
悪
い
状
態
に
な
り
、
次

の
年
度
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
良
く
な
る
見
込
み
も

な
い
。
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
が
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま

す
が
、
一
方
で
将
来
に
対
す
る
リ
ス
ク
が
大
き
く
す
ぎ

て
萎
縮
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
リ
ス
ク
と
対
峙
す
る
一
つ
の
回
答
と
し
て

も
、
英
語
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

■ 

関
学
経
済
の
「
丁
寧
さ
・
温
か
み
」
と
、
求
め
ら
れ

る
「
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
」
の
涵
養

藤
井　

松
尾
君
の
口
か
ら
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
聞
き
、
非
常
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
（
笑
）。
平
山
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
必

要
性
が
な
い
と
勉
強
を
し
よ
う
と
思
わ
な
い
。
そ
の
よ

う
な
点
で
、経
済
学
部
は
非
常
に
居
心
地
が
い
い
の
で
、

学
生
が
満
た
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
所
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
経
済
学
部
は
丁
寧
で
親
切
で
手
厚
く
て
良

い
と
い
う
意
見
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

反
面
、学
生
は
満
た
さ
れ
て
い
て
ハ
ン
グ
リ
ー
で
な
い
。

な
の
で
、
僕
は
放
っ
て
お
い
て
、
ハ
ン
グ
リ
ー
な
状
態

を
作
る
こ
と
で
、
英
語
の
勉
強
も
す
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
温
か
み
の
あ
る
良
い
と
こ

ろ
プ
ラ
ス
、
い
か
に
ハ
ン
グ
リ
ー
な
状
態
を
つ
く
る
か

が
、
こ
れ
か
ら
の
経
済
学
部
の
課
題
か
も
し
れ
な
い
で

す
ね
。

　

卒
業
生
を
見
て
い
る
と
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
い

い
こ
と
を
言
う
学
生
が
多
く
て
、
見
直
す
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
放
っ
て
お
い
て
も
彼
ら

は
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
も
っ
と
い
じ
め

て
も
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
ね
（
笑
）。

小
林　

関
学
に
着
任
を
し
て
、
関
学
経
済
学
部
の
丁
寧

な
教
育
に
驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
関
学
の
「
温

か
み
」
が
下
地
と
な
っ
て
、
社
会
に
出
て
か
ら
い
い
こ

と
を
言
う
存
在
に
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

平
山　

卒
業
生
は
、
会
社
に
入
っ
て
か
ら
鍛
え
ら
れ
ま

す
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
集
ま
っ
て
話
を
し
た
際
に
感
じ
た

の
は
、
学
生
時
代
は
非
常
に
大
人
し
か
っ
た
学
生
が
、

積
極
的
に
ほ
か
の
ゼ
ミ
生
に
丁
寧
に
連
絡
を
し
て
く

れ
、
非
常
に
積
極
的
に
変
わ
っ
て
い
た
。
本
人
に
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
、「
会
社
と
い
う
と
こ

ろ
は
、
会
議
で
ど
ん
ど
ん
発
言
を
し
て
い
か
な
い
と

チ
ャ
ン
ス
が
な
い
。
黙
っ
て
い
た
の
で
は
だ
め
な
ん
で

す
よ
」と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。会
社
に
入
っ

て
鍛
え
ら
れ
、成
長
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
逆
に
い
え
ば
、
在
学

中
に
も
っ
と
頑
張
っ
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
け
ど
ね

（
笑
）。

藤
井　

松
尾
君
が
こ
ん
な
に
立
派
だ
と
わ
か
っ
て
い
た

ら
、
も
っ
と
優
し
く
接
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
ぁ

（
笑
）。
そ
ん
な
に
心
配
し
な
く
て
も
、
学
生
は
成
長
し

て
い
く
能
力
を
も
っ
て
お
り
大
丈
夫
な
の
か
も
し
れ
な

い
ね
。
丁
寧
な
こ
と
は
大
切
だ
け
れ
ど
も
、
学
生
の
力

を
信
じ
て
、か
ま
わ
な
い
こ
と
も
大
切
か
も
し
れ
な
い
。

反
省
し
て
い
ま
す
。

【
真
の
「
社
会
人
基
礎
力
」
と
は
何
か
】

■ 

必
要
条
件
と
し
て
の
「
協
調
性
」
と
十
分
条
件
と
し

て
の
「
個
の
強
さ
」

村
田　

色
々
な
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
サ
ー
ク
ル
や
部
活

等
を
含
め
、
大
人
と
の
関
わ
り
が
ど
れ
だ
け
で
き
る
か

に
よ
っ
て
、
就
職
率
が
変
わ
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。
そ

の
こ
と
か
ら
、
教
員
が
学
生
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
密
接

に
関
わ
っ
て
い
く
か
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。た
だ
し
、

手
取
り
足
取
り
は
よ
く
な
い
で
す
け
ど
ね
。

藤
井　

私
の
ゼ
ミ
で
は
、
教
員
と
学
生
と
い
う
関
係
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学
生
同
士
の
関
わ
り
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
小
さ
な
社
会
か
も
し
れ
な
い
が
、
ゼ
ミ
の

中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
り
、
み
ん
な
で
提

案
を
し
あ
っ
た
り
、資
料
を
集
め
た
り
と
い
う
作
業
が
、

企
業
に
行
っ
た
と
き
の
面
接
で
も
役
に
た
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

村
田　

ゼ
ミ
の
活
動
、
例
え
ば
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
研
究
発

表
の
準
備
で
も
、
集
団
面
接
等
に
対
す
る
訓
練
が
自
然

に
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

藤
井　

企
業
の
集
団
面
接
で
も
関
学
の
学
生
は
協
調
性

の
面
で
優
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
但
し
そ
れ
だ
け
で
は

だ
め
で
、
関
学
は
個
人
の
強
さ
を
も
っ
と
伸
ば
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
中
筋
さ
ん
は
私
が
基
礎
演
習

を
担
当
し
た
の
で
、
１
年
生
か
ら
非
常
に
元
気
だ
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
学
生
さ
ん
に
自
分

た
ち
で
活
躍
し
て
も
ら
っ
た
ら
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま

す
。

中
筋　

私
は
現
在
の
会
社
で
９
年
目
に
な
り
、
４
月
に

は
採
用
の
面
接
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
際
に
聞
く
こ
と
は
、
学
生
時
代
に
力
を
い
れ
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た
こ
と
、
自
分
の
強
み
に
つ
い
て
で
す
。
多
く
の
学
生

は
学
祭
や
ゼ
ミ
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
お
い
て
、
皆
で
協
力

を
し
て
、
一
つ
の
こ
と
を
作
り
上
げ
て
頑
張
っ
て
き
た

こ
と
の
話
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
当
然
大

切
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
採
用
側
と
し
て
は
個
人
の
強

み
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
見
て
、
秀
で

た
学
生
を
採
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

学
生
は
他
の
会
社
か
ら
も
欲
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
会
社
と
し
て
も
必
死
で
す
。

小
林　

集
団
で
協
力
・
協
調
を
し
て
作
業
を
す
る
こ
と

は
必
要
で
す
が
、
個
人
と
し
て
の
強
み
を
い
か
に
大
学

時
代
に
身
に
つ
け
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
で
す

ね
。

■
求
め
ら
れ
る
「
考
察
力
」「
気
付
く
力
」

村
田　

ど
う
い
う
強
み
を
持
っ
た
学
生
を
企
業
は
欲
し

い
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
、
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ

う
か
。

松
尾　

社
員
を
採
用
す
る
上
で
、
欲
し
い
資
質
の
１
点

目
は
、
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
で
す
。
最
近
は
、
す
ぐ
に
泣

き
言
を
言
っ
た
り
、
待
遇
面
を
重
視
し
て
い
た
り
、

ち
ょ
っ
と
合
わ
な
か
っ
た
ら
や
め
る
子
が
多
い
。
我
々

と
し
て
は
、
そ
ん
な
人
は
要
ら
な
い
で
す
。

　

２
点
目
は
、
考
察
能
力
・
思
考
能
力
で
す
。
す
ぐ
に

人
に
教
え
て
も
ら
お
う
と
し
た
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
み

た
り
す
る
人
が
多
い
が
、
も
っ
と
自
分
の
頭
で
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
特
に
上
に
立
っ
て
大
き
な
仕
事
を

し
て
い
く
人
間
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
自
分
の
頭
で
判

断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。そ
の
２
点
を
、

学
生
時
代
に
鍛
え
て
い
く
方
法
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

村
田　

中
国
や
イ
ン
ド
の
学
生
は
本
当
に
ハ
ン
グ
リ
ー

精
神
を
持
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
場
合
は
経
済
的
に
豊

か
で
、
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
と
い
わ
れ
て
も
、
今
一
つ
ピ

ン
と
来
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く

ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す

か
。

松
尾　

経
済
的
に
は
満
た
さ
れ
た
今
、
ハ
ン
グ
リ
ー
精

神
の
源
泉
は
お
そ
ら
く
、
自
ら
の
仕
事
に
対
す
る
使
命

感
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
上
げ
方
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。き
っ
か
け
と
し
て
、勉
強
と
同
時
に
、色
々

な
人
の
話
を
聞
か
せ
た
り
す
る
と
非
常
に
よ
い
と
思
い

ま
す
。

細
川　

私
は
「
気
付
く
」
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
周
囲
を
よ
く
見
て
、
自
分
で
課
題
を
つ

く
り
、
解
決
を
す
る
。
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
る
の
で
は

な
く
て
、
自
分
で
見
聞
き
し
た
情
報
の
中
で
、
出
来
る

こ
と
を
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
か
役
に
立
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
る
。
そ
れ
も
自
分
で
検
証
を
す

る
。「
自
分
で
課
題
設
定
を
す
る
力
」
が
大
切
だ
と
思

う
の
で
、
学
生
時
代
に
意
識
し
て
や
っ
て
お
い
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
田
中
先
生
の
卒
論
の
設
定
の
方

法
も
同
じ
で
し
た
ね
。
現
在
も
意
識
し
て
や
っ
て
い
る

つ
も
り
で
す
。

田
中　

い
い
こ
と
言
う
ね
（
笑
）。

礒
井　

い
ま
の
学
生
は
、
社
会
の
き
め
ら
れ
た
枠
に
は

ま
っ
て
い
る
人
、
自
分
で
考
え
る
力
が
な
い
人
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
社
会
に
で
る
と
レ
ー
ル
は
ひ
か
れ

て
い
な
い
の
で
、
自
分
で
考
え
て
行
動
を
す
る
力
を
学

生
の
と
き
に
身
に
つ
け
て
お
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
、
同
じ
部
署
に
新
採
用
者
が
入
っ
て
き
た
の
で

す
が
、社
会
的
な
常
識
が
な
く
て
非
常
に
残
念
で
し
た
。

営
業
で
同
行
を
し
た
際
に
、
地
下
鉄
で
彼
は
一
人
で
端

の
座
席
に
座
っ
て
寝
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
姿
勢

に
驚
き
、
非
常
に
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
も
っ
と
積
極

的
に
先
輩
の
話
を
聞
き
、
そ
う
し
た
中
で
少
し
で
も
早

く
仕
事
の
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
高
め
る
こ
と
に
努
め

る
等
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
学
生
が
社
会
に
出
て

き
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
輩
と
し
て
は
厳
し
く
指
導
し
た
い
の
で
す
が
、
最

近
は
す
ぐ
に
や
め
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、
難
し
い

部
分
も
あ
り
ま
す
。
女
の
子
は
強
く
、
男
の
子
は
弱
い

印
象
が
あ
り
ま
す
。
草
食
系
？
で
す
か
ね
。

■
他
者
へ
の
「
サ
ー
ビ
ス
精
神
」
の
重
要
性

村
田　

有
馬
温
泉
で
毎
年
ゼ
ミ
合
宿
を
し
て
い
ま
す

が
、
近
年
は
最
初
か
ら
男
の
子
と
女
の
子
に
わ
か
れ
て

し
ま
い
、
男
の
子
が
女
の
子
の
輪
の
中
に
入
っ
て
い
け

な
い
。
男
の
子
が
あ
ま
り
に
弱
い
の
で
、
２
時
間
お
説

教
を
し
ま
し
た
よ
（
笑
）。
そ
れ
か
ら
少
し
変
わ
り
ま

し
た
が
…
。

藤
井　

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
後
な
ど
、
他
ゼ
ミ
と
の
交
流
機

会
の
際
の
打
ち
上
げ
の
と
き
に
、
自
分
の
ゼ
ミ
の
メ
ン

バ
ー
で
固
ま
っ
て
、
他
の
ゼ
ミ
と
交
流
を
し
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。
社
交
性
と
い
う
よ
り
も
、
日
本
人

特
有
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
以
前
よ
り
も
そ
の
傾

向
が
顕
著
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
中　

全
く
で
き
な
い
の
で
は
な
く
て
、
あ
と
ち
ょ
っ

と
で
で
き
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
の
ゼ
ミ
で
は
、

社
会
人
を
入
れ
て
飲
み
会
を
す
る
と
、
社
会
人
の
人
た

ち
は
交
流
が
う
ま
く
で
き
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
引
っ
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「社会人基礎力」とは何だろう

張
ら
れ
て
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
学
生
同

士
で
他
の
ゼ
ミ
と
合
同
の
場
合
は
、
ど
う
し
て
も
ゼ
ミ

と
ゼ
ミ
が
分
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

小
林　

輪
を
崩
し
て
入
っ
て
行
っ
て
、
そ
こ
で
話
題
を

提
供
す
る
力
、
人
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
精
神
は
、
あ
る

意
味
で
は
仕
事
の
上
で
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
て
い

く
ス
タ
ン
ス
と
も
共
通
し
ま
す
が
、
学
生
は
そ
の
力
が

未
発
達
な
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

平
山　

特
に
日
本
は
「
気
付
き
」
が
要
請
さ
れ
て
い
る

社
会
で
す
が
、
小
中
高
で
受
身
で
あ
る
こ
と
に
慣
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
大
学
生
は
受
身
で
す
。
働
く
こ

と
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
質
問
を
し
て
も
、
し

て
も
ら
う
こ
と
に
視
点
が
向
き
が
ち
で
、
自
分
に
何
が

で
き
る
の
か
と
い
う
視
点
が
希
薄
で
す
。

　

仕
事
で
は
、
上
司
、
同
僚
、
お
客
さ
ん
を
喜
ば
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
社
会
は
人
を
喜
ば
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
評
価
が
上
が
っ
て
い
く
、
認
め

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
人
間
の
一
番
基
本
的
な
こ
と

で
す
。
し
か
し
最
近
の
学
生
は
、
や
っ
て
も
ら
う
こ
と

ば
か
り
考
え
て
い
て
、
自
分
で
オ
フ
ァ
ー
す
る
視
点
が

欠
け
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
ま
め
な

こ
と
こ
ろ
が
る
あ
の
で
、
自
主
的
に
さ
せ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
こ
ろ
を
、
つ
い
口
を
出
し
て
し
ま
う
の
で
、

よ
く
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
ゼ
ミ
で
は
新
書
の
書
評
を
み
ん
な
に
書
い
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
全
員
に
、
パ
ソ
コ
ン

の
メ
ー
ル
で
コ
メ
ン
ト
を
お
く
り
、
さ
ら
に
は
携
帯
の

メ
ー
ル
に
、
コ
メ
ン
ト
を
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
で
送
っ

た
旨
の
連
絡
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
受

け
取
り
ま
し
た
」と
だ
け
返
事
を
す
る
学
生
が
い
ま
す
。

し
か
し
、
返
事
を
す
る
学
生
は
ま
だ
ま
し
で
、
返
事
を

し
な
い
学
生
も
多
く
い
ま
す
。
私
は
ゼ
ミ
で
「
こ
こ
は

日
本
な
の
で
、
う
そ
で
も
い
い
か
ら
「
先
生
、
お
忙
し

い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
い
な
さ
い
」

と
言
い
ま
し
た
（
笑
）。

村
田　

以
前
に
も
平
山
先
生
か
ら
象
徴
的
な
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
の
学
生
は
資
料
を
作
成
し
た

ら
、
ま
ず
教
員
に
持
っ
て
き
て
、
そ
れ
か
ら
学
生
に
配

る
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
と
。
私
の
ゼ
ミ
で
も
そ
う
な

の
で
す
が
、
私
は
自
ら
気
付
い
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待

も
込
め
て
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
学
生
本
人
に
言
っ
て

い
ま
せ
ん
。

藤
井　

従
来
で
考
え
れ
ば
常
識
的
な
こ
と
を
、
知
ら
ず

に
育
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

レ
ジ
ュ
メ
を
最
初
に
先
生
に
見
せ
る
と
い
う
こ
と
に
し

て
も
、
全
然
そ
う
い
う
発
想
を
も
っ
て
い
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
以
前
は
ろ
く
で
も
な
い
学
生
が
多
か
っ
た

が
、
先
生
が
入
っ
て
き
て
話
を
始
め
た
ら
、
話
を
や
め

て
黙
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
の
学
生
は
私
が
話
を
は
じ

め
て
も
ご
そ
ご
そ
と
話
を
し
た
り
し
て
、
失
礼
と
い
う

感
覚
が
な
い
。
接
し
方
の
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
ま
ま
に

大
人
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
だ
か

ら
、
私
た
ち
は
学
生
と
接
し
て
い
く
中
で
、
全
て
を
教

え
て
も
い
け
な
い
し
、
ほ
っ
た
ら
か
し
に
す
る
わ
け
に

も
い
か
な
い
。
も
の
す
ご
く
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
ま
す
。

実
は
企
業
で
も
同
様
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

細
川　
「
や
っ
て
も
ら
う
経
験
」
と
「
自
分
の
た
め
に

や
る
経
験
」
は
た
く
さ
ん
し
て
い
る
半
面
、「
や
っ
て

あ
げ
る
経
験
」
を
十
分
に
積
ん
で
き
て
い
る
学
生
さ
ん

は
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
っ
て
も
ら
う
経
験
し

か
し
て
い
な
い
人
材
は
、
社
会
に
で
て
か
ら
も
少
し
も

あ
り
が
た
い
と
思
わ
れ
な
い
。
で
す
か
ら
、
大
学
で
そ

ん
な
「
や
っ
て
あ
げ
る
経
験
」
が
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
で
い
え
ば
、
大
学
４
年
生
の
時
の
Ｓ
Ｒ
が
そ
れ
に

あ
た
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
唯
一
の「
や
っ
て
あ
げ
た
」

経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
大
学
時
代
は
お

客
さ
ん
と
し
て
や
っ
て
も
ら
っ
た
か
、
自
分
の
た
め
に

何
か
を
し
た
こ
と
し
か
、
私
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
ま
せ

ん
。
や
っ
て
あ
げ
た
経
験
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

平
山　

人
の
た
め
に
何
か
を
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
、

そ
こ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
と
前
向
き
に

と
ら
え
た
ら
い
い
の
に
、
人
の
た
め
に
働
く
こ
と
は
損

だ
と
思
っ
て
い
る
学
生
が
い
る
の
で
困
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
相
手
の
テ
イ

ク
に
応
じ
て
ギ
ブ
し
よ
う
と
い
う
都
合
の
良
さ
が
あ

る
。
自
分
か
ら
テ
イ
ク
を
す
れ
ば
、
自
然
と
相
手
か
ら

ギ
ブ
さ
れ
る
。
自
分
か
ら
与
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

小
林　

学
生
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
を
頼
ま
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
企
業
で
は
自
分
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
視
点
が
多
く
、
自
分
が
こ

こ
で
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
と
い
う
視
点
が
な
い

も
の
が
多
い
の
が
現
実
で
す
。
多
分
そ
れ
は
、
人
に
対

し
て
何
を
貢
献
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
き
っ

か
け
が
な
か
っ
た
た
め
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
も
現

れ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

田
中　

ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
話
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
会

社
に
対
し
て
興
味
が
あ
る
と
い
う
程
度
で
は
採
用
は
し

て
も
ら
え
な
い
。
興
味
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り

自
分
が
中
心
の
意
識
の
現
れ
に
過
ぎ
ず
、「
そ
の
会
社
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で
働
く
覚
悟
が
あ
る
」
と
い
う
意
識
に
ま
で
も
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
就
職
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

細
川　

覚
悟
が
あ
る
人
間
の
ほ
う
が
、
成
績
も
あ
げ
て

き
ま
す
も
ん
ね
。
そ
し
て
、
他
人
の
た
め
に
や
っ
て
い

る
人
の
ほ
う
が
、
数
字
も
あ
げ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

小
林　

そ
れ
は
間
違
い
な
い
で
す
ね
。
数
字
は
正
直
で

す
（
笑
）。

中
筋　

気
持
ち
の
世
界
の
こ
と
な
の
で
、
変
え
る
の
は

す
ご
く
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
人
間
は
痛
い
目

に
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
変
え
よ
う
と
考
え
る
の
で
、
そ

の
時
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
仕
事
を
し
て
い
て

も
、
自
分
が
楽
に
な
る
た
め
に
、
自
分
が
痛
い
目
に
合

わ
な
い
た
め
に
ど
う
や
っ
て
仕
事
を
し
て
い
っ
た
ら
い

い
の
か
を
考
え
て
い
く
と
、
そ
れ
が
結
局
、
会
社
や
上

司
や
お
客
様
に
と
っ
て
の
利
益
に
も
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
「
ゆ
と
り
の
世
代
」
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
と
仕

事
を
し
て
い
く
中
で
、
先
輩
か
ら
こ
ん
な
風
に
や
っ
た

ら
ど
う
か
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
、
な
か
な
か
聞
い

て
く
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
い
る
と
必
ず
痛
い

目
に
あ
っ
て
い
る
。
そ
の
時
に
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
て
、

こ
ん
な
風
に
や
っ
て
い
た
ら
ど
う
か
と
指
導
を
し
た

ら
、
結
構
変
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
働
い
て
か
ら
で
も
変
わ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
の

で
、
よ
り
若
い
大
学
時
代
に
も
そ
う
い
う
痛
い
目
に
会

う
機
会
が
数
回
で
も
あ
れ
ば
、
考
え
方
を
変
え
た
り
、

行
動
を
変
え
た
り
す
る
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
関
学
は
と
て
も
居
心
地
の
い
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
の
で
、
ど
う
や
っ
て
痛
い
目
に
あ
わ
せ
た
ら
い

い
の
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

小
林　

本
日
の
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
の
お
話
、
先
生

方
の
お
話
か
ら
、
大
学
生
が
社
会
に
出
る
上
で
必
要
な

力
に
関
す
る
重
要
な
示
唆
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
学
生
を
育
て
る
立
場
に
あ
る
我
々
経
済
学
部
の

教
育
の
在
り
方
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
も
頂
い
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
予
定
の
時
間
も
少
々
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
週
末
に
、長
時
間
に
わ
た
り
ご
議
論
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
対
談
を
終
え
て
】

　

関
学
経
済
学
部
を
巣
立
ち
、
様
々
な
業
界
で
活
躍
す

る
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
の
話
は
多
方
面
に
及
び
、
色
々
な
角
度

か
ら
、
自
ら
の
大
学
時
代
の
経
験
や
、
今
後
社
会
に
巣

立
つ
大
学
生
に
対
す
る
期
待
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

対
談
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
達
は
、
決

し
て
「
ガ
リ
勉
」
タ
イ
プ
で
は
な
い
。
勉
学
や
ゼ
ミ
活

動
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
つ
つ
、
一
方
で
課
外
活
動
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
、
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
、
充
実
し
た

大
学
生
活
を
送
っ
て
来
た
様
子
が
う
か
が
え
た
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
社
会
に
出
て
求
め
ら
れ
る
基
礎
的
能
力

を
獲
得
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

４
名
の
話
の
中
で
異
口
同
音
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
、

社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
資
質
は
、「
自
ら
課
題
を

発
見
し
、
そ
の
主
体
的
な
解
決
を
通
じ
て
他
者
や
社
会

に
貢
献
す
る
力
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ

ら
は
一
朝
一
夕
に
獲
得
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
主
体

的
な
学
習
姿
勢
、
ゼ
ミ
活
動
な
ど
を
通
じ
た
共
同
作
業

に
お
け
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
発
揮
、
そ
し
て
、
多
様
な

経
験
や
異
な
る
世
代
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
徐
々

に
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

Ｏ
Ｂ
の
発
言
の
中
に
も
あ
っ
た
通
り
、
経
済
学
を
学

ぶ
こ
と
は
、
世
の
中
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
大
局

的
に
判
断
し
、
自
ら
の
意
志
決
定
に
反
映
す
る
、
そ
う

し
た
思
考
力
の
獲
得
に
つ
な
が
る
。
同
時
に
、
意
志
を

行
動
に
移
し
、
そ
れ
を
完
遂
す
る
た
め
に
は
、
英
語
力

や
各
種
の
資
格
等
の
ス
キ
ル
は
勿
論
の
こ
と
、
他
者
か

ら
学
び
、
協
働
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
他
者
に
奉
仕

す
る
力
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
能
力
も
求

め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
他
者
と
の
協
調
性
と
と
も
に

「
個
」
と
し
て
の
強
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
大
学
と
い
う

場
で
、
そ
う
し
た
「
優
し
く
・
た
く
ま
し
い
」
能
力
を

如
何
に
育
ん
で
い
く
か
。
こ
の
こ
と
は
、
経
済
学
部
に

お
け
る
今
後
の
教
育
に
課
さ
れ
た
一
つ
の
宿
題
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

現
役
・
将
来
の
経
済
学
部
生
諸
君
。
社
会
が
皆
さ
ん

に
求
め
る
資
質
は
贅
沢
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
は
「
書
も
持
と
う
、
町
へ
も
出
よ
う
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。 

（
文
責
：
小
林
）
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経済と人間
　

私
は
地
域
産
業
集
積
の
研
究
を
し
て
い

ま
す
が
、
研
究
を
始
め
た
頃
か
ら
抱
く
疑

問
で
あ
り
、
未
だ
に
完
全
に
は
わ
か
ら
な

い
点
と
し
て
、「
企
業
や
産
業
は
、
何
故

集
積
す
る
の
か
」
そ
し
て
「
何
故
あ
る
都

市
は
発
展
し
、
他
の
都
市
は
衰
退
す
る
の

か
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。
集
積

は
様
々
な
力
学
の
結
果
と
し
て
生
み
出
さ

れ
、
ま
た
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
力
と

な
り
ま
す
。
例
え
ば
東
大
阪
市
の
町
工
場

の
力
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
ま
い
ど
一

号
」
は
、
地
域
に
密
集
し
た
企
業
の
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
・
英
知
を
結
集
し
た
成
果
で

す
。
ま
た
、大
都
市
か
ら
最
先
端
の
文
化
・

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
機
会
が
多

い
の
も
、
そ
う
し
た
都
市
の
も
た
ら
す
メ

リ
ッ
ト
と
い
え
ま
す
。

　

同
時
に
、
満
員
電
車
に
揺
ら
れ
て
の
長

時
間
通
勤
・
通
学
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

苦
痛
で
あ
り
、
出
来
れ
ば
避
け
た
い
も
の

で
す
。
ま
た
大
都
市
部
の
高
い
不
動
産
価

格
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
集
積
は
そ
の

地
に
お
け
る
事
業
機
会
の
多
さ
や
、
土

地
・
オ
フ
ィ
ス
等
に
対
す
る
旺
盛
な
需
要

を
反
映
し
て
、
各
種
の
コ
ス
ト
を
押
し
上

げ
る
要
因
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
集

積
に
は
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
両

方
が
存
在
す
る
の
で
す
。

　

集
積
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
大
き
く
分
け
て

２
つ
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
①
多

く
の
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
集
中
に
よ
る
各

種
の
取
引
コ
ス
ト
の
低
下
、
②
多
様
・
異

質
な
主
体
が
相
互
触
発
す
る
こ
と
に
よ
る

新
た
な
付
加
価
値
の
創
出
で
す
。
都
市
で

新
た
な
も
の
が
生
ま
れ
る
頻
度
が
高
い
の

は
、
そ
こ
に
あ
る
相
互
触
発
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
で
す
。
つ
ま

り
、
多
く
の
異
質
な
人
・
情
報
が
交
錯
す

る
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
新
結
合
」

が
生
ま
れ
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
文
化
が

発
生
し
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
が
、
次
世

代
の
ト
レ
ン
ド
を
作
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

一
方
、
集
積
が
定
常
化
・
安
定
化
す
る

と
、そ
こ
に
は
ロ
ッ
ク
・
イ
ン
（
固
定
化
）

効
果
が
生
じ
、
中
長
期
的
に
見
れ
ば
、
多

く
の
場
合
衰
退
を
も
た
ら
す
方
向
に
作
用

し
ま
す
。
構
成
員
間
の
関
係
性
が
固
定
化

し
た
地
域
に
お
い
て
衰
退
傾
向
が
顕
著
に

見
ら
れ
る
の
は
、「
よ
そ
者
」
の
考
え
を

排
除
し
続
け
て
き
た
こ
と
に
、
大
き
な
原

因
の
一
つ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
象
は
、
都
市
・
地
域
に
と

ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
私
た
ち

人
間
関
係
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
気
の

合
う
仲
間
と
過
ご
す
時
間
は
楽
し
く
、
快

適
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
過
度

に
安
定
化
・
固
定
化
す
る
と
、
新
た
な
触

発
が
生
ま
れ
な
く
な
り
、
そ
こ
の
構
成
メ

ン
バ
ー
に
お
け
る
進
歩
が
止
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
全
体
と
し

て
そ
の
共
同
体
の
衰
退
を
招
く
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

　

人
間
関
係
に
お
い
て
も
集
積
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
享
受
し
て
い
く
た
め
に
は
、

過
度
の
「
仲
良
し
ク
ラ
ブ
」
を
避
け
、
常

に
「
よ
そ
者
」
の
考
え
に
耳
を
傾
け
、
新

た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
て
い
く
姿

勢
が
必
要
で
す
。
違
っ
た
考
え
に
耳
を
傾

け
、
自
分
の
考
え
を
表
明
す
る
。
そ
の
中

か
ら
新
た
な
関
係
性
を
構
築
し
、
ア
イ

デ
ィ
ア
を
生
み
出
し
て
い
く
。
そ
う
し
た

こ
と
が
自
分
の
発
展
に
も
、
仲
間
の
発
展

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

大
学
と
い
う
場
所
は
、
高
校
ま
で
よ
り

も
は
る
か
に
多
種
多
様
な
人
が
集
ま
っ
て

い
る
場
で
す
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
リ
ス
ク

も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
が
成
長
す
る
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
も
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ゼ
ミ

や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
中
で
、
そ

れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
な
い
人
と
の
意
見
・

考
え
の
交
換
を
、
今
よ
り
少
し
だ
け
積
極

的
に
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
な

か
っ
た
視
点
や
考
え
が
得
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

■

小
林
伸
生　
教
授
（
産
業
構
造
論
）

集
積
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

2010年
5月24日
月曜日
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チャペル講話
　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
恩
師
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ハ
チ
ス
ン
は
、
グ
ラ
ー
ズ
ゴ
ウ
大
学

の
「
道
徳
哲
学
」
講
義
に
お
い
て
、
哲
学

を
「
心
の
病
に
対
す
る
薬
」
と
す
る
よ
う

学
生
た
ち
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。
の
ち
に

ス
ミ
ス
の
親
友
と
な
る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ヒ
ュ
ー
ム
は
、
そ
の
処
女
作
『
人
間
本
性

論
』
を
出
版
す
る
に
先
立
っ
て
原
稿
の
一

部
を
ハ
チ
ス
ン
に
送
り
意
見
を
伺
い
ま

す
。
そ
の
回
答
に
対
し
て
ヒ
ュ
ー
ム
は
次

の
よ
う
に
書
き
送
り
ま
す
。「
あ
な
た
の

評
言
で
私
が
最
も
心
を
打
た
れ
ま
し
た
の

は
、
私
の
著
作
に
は
徳
性
を
支
持
す
る
一

定
の
熱
意
が
欠
け
て
い
る
と
の
ご
意
見
で

す
。﹇
し
か
し
な
が
ら
﹈
身
体
の
考
察
の

場
合
と
同
様
に
精
神
の
考
察
に
は
、
二
つ

の
異
な
っ
た
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
解
剖
学
者
と
し
て
の
や
り
方
で
、
も
う

一
つ
は
、
画
家
と
し
て
の
や
り
方
で
す
。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
や
り
方
を 

結
合
す
る

こ
と
は
不
可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
」。
ヒ
ュ
ー
ム
は
前
者
の
（
解
剖
・
分

析
と
い
う
）
や
り
方
を
採
用
し
、「
実
験

的
な
推
論
法
を
精
神
の
諸
問
題
に
導
入
す

る
試
み
」
と
い
う
副
題
を
自
著
に
付
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

恩
師
ハ
チ
ス
ン
か
ら
「
有
徳
（
慈
愛
）

の
倫
理
学
」
を
学
ん
だ
ス
ミ
ス
は
、
親
友

ハ
チ
ス
ン
の
や
り
方
の
斬
新
さ
に
も
惹
か

れ
つ
つ
、自
己
の
処
女
作『
道
徳
感
情
論
』

を
次
の
よ
う
に
書
き
始
め
ま
す
。「
人
間

が
ど
ん
な
に
利
己
的
な
も
の
と
想
定
さ
れ

う
る
に
し
て
も
、
明
ら
か
に
彼
の
本
性
の

な
か
に
は
い
く
つ
か
の
原
理
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ら
は
、
彼
に
他
の
人
々
の
運
不
運
に

関
心
を
も
た
せ
、
彼
ら
の
幸
福
を
、
そ
れ

を
見
る
と
い
う
快
楽
の
ほ
か
に
は
何
も
彼

は
そ
れ
か
ら
引
き
出
さ
な
い
の
に
、
彼
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
種
類
に
属
す
る
の
は
、
哀
れ
み
ま
た

は
同
情
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が

他
の
人
々
の
悲
惨
を
見
た
り
、
た
い
へ
ん

生
き
生
き
と
心
に
描
い
た
り
す
る
と
き

に
、
そ
れ
に
対
し
て
感
じ
る
情
動
で
あ

る
」。
こ
の
ハ
チ
ス
ン
的
「
哀
れ
み
や
同

情
」
に
対
し
て
ス
ミ
ス
が
自
己
の
倫
理
学

の
土
台
に
据
え
よ
う
と
し
た
の
が
、「
同

胞
感
情
」
と
し
て
の
「
共
感
・
同
感
」（
シ

ン
パ
シ
ー
）
で
あ
っ
て
、
彼
は
こ
の
感
情

を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
原
理
」
と
し

て
徐
々
に
分
析
・
展
開
し
、「
同
感
（
是

認
感
情
）
獲
得
本
能
」、「
信
じ
ら
れ
た
い

と
い
う
欲
求
」、
お
よ
び
「
説
得
本
能
」

と
い
う
レ
ベ
ル
に
ま
で
押
し
進
め
、
次
の

よ
う
に
『
国
富
論
』
の
「
交
換
性
向
」
の

基
盤
と
接
合
い
た
し
ま
す
。

「
人
間
は
仲
間
の
助
力
を
ほ
と
ん
ど
つ
ね

に
必
要
と
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
を
彼

ら
の
慈
悲
心
だ
け
か
ら
期
待
し
て
も
無
駄

で
あ
る
。
自
分
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
彼

ら
の
自
愛
心
に
働
き
か
け
、
自
分
が
彼
ら

に
求
め
る
こ
と
を
自
分
の
た
め
に
し
て
く

れ
る
こ
と
が
、
彼
ら
自
身
の
利
益
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
、
彼
ら
に
示
す
ほ
う
が
、

有
効
だ
ろ
う
。
他
人
に
何
ら
か
の
種
類
の

交
換
を
提
案
す
る
者
は
誰
で
も
、
そ
う
し

よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
」。

　

こ
う
し
て
、
ス
ミ
ス
の
道
徳
論
は
、
画

家
の
立
場
と
い
う
よ
り
解
剖
学
者
の
立
場

を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
、『
道
徳
感
情

論
』
の
最
初
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
も
『
魂
の

形
而
上
学
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ

れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
『
道
徳
感
情
論
』
の

最
終
版
で
は
、「
徳
性
の
性
格
」（
＝
実
践

倫
理
学
体
系
）
と
い
う
長
文
の
新
た
な
論

考
が
付
加
さ
れ
、「
精
神
の
解
剖
」
に
偏
っ

て
い
た
著
作
を
、多
様
な「
性
格
の
描
写
」

と
い
う
立
場
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

バ
ラ
ン
ス
の
回
復
を
目
指
し
ま
す
。
解
剖

学
者
と
画
家
（
投
薬
治
療
）、
こ
れ
は
理

論
と
実
践
と
い
う
対
比
に
つ
な
が
り
、
経

済
学
を
含
む
ス
ミ
ス
の
学
問
体
系
の
主
要

な
特
徴
に
も
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

 

■

篠
原　

久　

教
授
（
社
会
思
想
史
）

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
恩
師
と
親
友

2010年
5月31日
月曜日
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経済と人間
　

欧
州
で
は
、
東
西
ド
イ
ツ
統
一
後
、
20

年
前
に
ソ
連
邦
が
崩
壊
し
、
米
ソ
両
陣
営

の
間
の
冷
戦
構
造
は
崩
壊
し
ま
し
た
。
欧

州
連
合
は
、
経
済
統
合
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
不
戦
共
同
体
で
も
あ
り
ま
す
。
域
内

の
国
境
は
し
確
定
し
、
同
時
に
域
内
で
は

移
動
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
東

西
冷
戦
の
最
前
線
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
か
ら

ア
メ
リ
カ
軍
と
ロ
シ
ア
軍
は
撤
退
し
ま
し

た
。
近
年
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約

機
構
）と
ロ
シ
ア
の
間
で
も
、疑
心
暗
鬼
を

解
消
し
、
協
力
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
で
は
、
１
９
５
２
年
に
朝
鮮
戦

争
は
休
戦
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
朝

鮮
半
島
を
東
西
に
横
切
る
線
は
、
未
だ
に

停
戦
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て
、
国
境
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ア
ジ
ア
域
内
に
は
、
実
に
多
く

の
諸
国
間
で
国
境
紛
争
が
存
在
し
ま
す
。

ご
存
じ
の
日
中
や
日
韓
、
日
露
の
間
の
み

な
ら
ず
、
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
ア
セ
ア
ン
）
諸
国
の
間
さ
え
国
境
紛
争

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
海
洋

資
源
を
め
ぐ
る
思
惑
か
ら
、
中
国
と
周
辺

国
の
海
軍
ど
う
し
が
砲
火
を
交
え
る
事
件

が
何
度
も
起
き
て
い
ま
す
。
中
国
や
極
東

ロ
シ
ア
の
軍
事
力
が
増
強
さ
れ
る
な
か

で
、
日
韓
両
国
に
は
、
依
然
、
多
数
の
米

軍
基
地
が
維
持
存
在
し
ま
す
。

　

１
９
９
７
年
７
月
に
タ
イ
で
発
生
し
た

金
融
危
機
が
、
東
ア
ジ
ア
域
内
に
急
速
に

伝
染
し
、
域
内
の
相
互
依
存
の
意
識
が
高

ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
韓
国
の
金
大
中
大

統
領
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
か
ら
、「
東
ア
ジ

ア
研
究
グ
ル
ー
プ
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｇ
）」
が
、

東
ア
ジ
ア
統
合
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ア
セ
ア
ン
が
日
本
、
韓
国

及
び
中
国
と
連
携
す
る
形
で
、「
ア
セ
ア

ン
＋
３
」
の
経
済
統
合
の
枠
組
が
動
き
だ

し
ま
し
た
。
そ
の
首
脳
会
議
で
は
、
既
に

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」（an East A

sia 
com
m
unity

）
の
形
成
が
、
政
治
的
な
到

達
目
標
と
し
て
合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
必
要
な
機
能
的
協
力
の
一
つ
で

あ
る
自
由
貿
易
協
定
の
締
結
が
進
み
、

２
０
１
０
年
は
、
日
中
韓
と
ア
セ
ア
ン
の

自
由
貿
易
協
定
が
全
て
出
揃
う
画
期
的
な

年
で
し
た
。

　

し
か
し
、
中
国
の
突
出
し
た
経
済
成
長

と
急
速
な
軍
事
力
の
近
代
化
を
背
景
に
、

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
は
、
実
は
「
大
中

華
圏
」
だ
と
い
う
見
方
が
生
じ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
、
中
国
は
意
図
す
る
し
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
・
経
済
的
及
び

軍
事
的
に
東
ア
ジ
ア
地
域
を
支
配
す
る
と

い
う
の
で
す
。
こ
の
見
解
が
日
本
で
影
響

力
の
大
き
い
専
門
家
か
ら
主
張
さ
れ
、
国

内
で
は
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
へ
の
熱
意

は
急
速
に
冷
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
も
、
日
本
政
府
が
、
豪
州
や
イ
ン

ド
な
ど
を
加
え
た
経
済
統
合
の
枠
組
を
主

張
す
る
な
か
、
中
国
政
府
は
、
こ
れ
ら
諸

国
を
加
え
た
「
東
ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」

へ
の
関
心
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
韓
国

政
府
も
、
日
本
や
中
国
と
の
経
済
統
合
を

優
先
せ
ず
、
に
、
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
と
自

由
貿
易
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
東
ア
ジ
ア
で
日
中
間
に
埋
没
す
る
の

を
回
避
し
よ
う
と
す
る
行
動
と
も
解
釈
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
で
は
、
再
び

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
さ
れ
、
リ
ー

ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
衰
退
し
、
国
々
相
互
の

猜
疑
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
１

世
紀
半
前
か
ら
、
欧
米
の
植
民
地
化
の
な

か
で
分
断
さ
れ
た
ア
ジ
ア
諸
国
が
連
帯

し
、
相
互
信
頼
を
培
っ
て
不
戦
共
同
体
を

形
成
す
る
理
想
と
は
逆
行
し
ま
す
。

　

本
日
の
聖
書
の
箇
所
（
ル
カ
に
よ
る
福

音
書
十
二
章
四
九
│
五
三
節
）
は
内
容
が

過
激
で
、
説
教
に
も
あ
ま
り
と
り
あ
げ
ら

れ
ま
せ
ん
。「
わ
た
し
が
来
た
の
は
、
地

上
に
火
を
投
じ
る
た
め
で
あ
る
。
…
…
私

が
、
平
和
を
こ
の
地
上
に
も
た
ら
す
た
め

に
来
た
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
…
…
そ
う

で
は
な
い
。
む
し
ろ
分
裂
で
あ
る
」。
私

は
、
新
約
聖
書
学
者
の
批
判
を
覚
悟
で
、

イ
エ
ス
が
私
た
ち
に
投
げ
与
え
た
火
こ

そ
、
猜
疑
心
の
上
に
成
り
立
つ
冷
戦
構
造

す
ら
も
破
壊
す
る
力
で
あ
り
、
対
等
な
立

場
で
不
戦
共
同
体
を
希
求
す
る
人
々
の
強

い
意
志
な
の
だ
と
信
じ
た
い
と
思
い
ま

す
。 

■

井
口　

泰　
教
授
（
労
働
経
済
学
）

東
ア
ジ
ア
の
自
立

2010年
6月2日
水曜日
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チャペル講話
　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
「
経
済
と
人
間
」
シ

リ
ー
ズ
で
は
、「
経
済
人
は
男
性
か
女
性

か
」「
経
済
学
は
自
然
を
ど
う
と
ら
え
た

か
？
」
な
ど
、
経
済
学
が
前
提
に
し
て
き

た
論
点
を
取
り
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
今
日

は
、
経
済
学
が
と
き
に
は
前
提
と
し
て
い

る
人
間
の
「
自
己
完
成
可
能
性
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
関
西
学
院
の
校
章
で
あ
る

「
ク
レ
セ
ン
ト
」
も
こ
の
問
題
を
扱
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
新
月
は
「
月

が
太
陽
の
光
を
受
け
て
自
ら
を
輝
か
せ
る

よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
神
の
輝
き
を
常
に

受
け
て
自
ら
を
輝
か
せ
続
け
る
者
で
あ
る

と
の
自
覚
と
、
新
月
が
や
が
て
満
月
へ
と

完
全
を
目
指
し
て
輝
け
る
存
在
で
あ
る
よ

う
に
、
ひ
た
す
ら
理
想
を
憧
れ
求
め
て
、

進
歩
向
上
し
て
い
く
こ
と
を
象
徴
す
る
も

の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
人
間
は
完
全
な
存
在
に
な
り
う
る

か
」
と
い
う
問
題
は
、
旧
約
創
世
記
11
章

の
「
ハ
ベ
ル
の
塔
」
の
話
を
持
ち
出
す
ま

で
も
な
く
、
古
く
か
ら
人
を
悩
ま
せ
て
き

た
問
題
で
す
。
例
え
ば
、
心
と
身
体
を
区

別
し
た
プ
ラ
ト
ン
は
、
人
間
が
完
全
な
存

在
に
な
る
た
め
に
は
、
肉
体
の
制
御
と
理

性
に
よ
る
心
の
制
御
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
し
た
し
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
原
罪

を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
間
は
、
神
の
恩
寵

に
よ
る
以
外
に
、
人
間
の
完
全
化
は
不
可

能
で
あ
る
と
教
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
代
以
降
は
、
理
性
が
重
視

さ
れ
る
こ
と
で
、
神
や
宗
教
が
し
だ
い
に

後
退
し
、
逆
に
世
俗
的
道
徳
の
完
成
と
教

育
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
ロ
ッ
ク
は
白
紙
状
態

で
生
ま
れ
る
人
間
は
教
育
に
よ
り
知
的
・

道
徳
的
完
成
が
達
成
可
能
と
考
え
ま
し
た

が
、
ル
ソ
ー
は
人
間
の
完
成
能
力
が
人
間

を
自
然
状
態
か
ら
文
明
状
態
に
移
行
さ
せ

る
一
方
、
人
間
の
不
幸
、
知
識
と
誤
謬
、

悪
徳
と
美
徳
の
源
泉
で
あ
る
と
考
え
、
こ

の
完
全
可
能
性
の
「
光
」
と
「
影
」
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
点
で
近
代
の
産
物
の
一
つ
で
あ
る

経
済
学
は
、人
間
は
「
極
大
・
極
小
原
理
」

を
完
全
に
実
現
で
き
る
「
経
済
人
」
を
前

提
に
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、

経
済
学
者
・
思
想
家
、
さ
ら
に
は
文
学
者

の
中
に
は
、
こ
の
「
仮
説
」
の
妥
当
性
に

つ
い
て
疑
義
を
は
さ
み
、
今
な
お
議
論
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
重
要
な
こ

と
は
、
こ
の
よ
う
な
「
仮
説
」
に
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
「
画
一
性
」
が
含
ま
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
画
一
性
の

も
つ
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
一
人
に
フ

ン
ボ
ル
ト(K

. W
. von H

um
bouldt, 

1767-1835)

が
い
ま
す
。
彼
は
ド
イ
ツ
の

人
文
主
義
者
で
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
生
み
の

親
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
の
設
立
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、「
重
大

な
指
導
原
理
は
、
人
類
が
能
う
限
り
多
種

多
様
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
絶
対
的
に

根
本
的
に
必
要
で
あ
る
」
と
し
、「
自
己

完
成
可
能
」
実
現
に
至
る
「
多
種
多
様
な

発
展
」
を
主
張
し
ま
し
た
。
こ
の
文
言
を

そ
の
著『
自
由
論
』の
冒
頭
に
掲
げ
た
Ｊ
・

Ｓ
・
ミ
ル
は
、こ
の
「
多
種
多
様
な
発
展
」

を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
、
人
間
の
「
個

性
と
自
由
」
を
強
調
し
ま
し
た
。
こ
の
考

え
は
、今
日
ま
さ
に
人
間
が
し
ば
し
ば「
人

材
」・「
人
的
資
本
」
と
呼
ば
れ
、
人
間
に

画
一
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

と
は
対
極
に
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本

来
「
人
間
の
学
」
で
あ
る
は
ず
の
経
済
学

は
、
も
う
一
度
、
人
間
と
は
何
か
、
経
済

人
と
は
何
か
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。 

■

井
上
琢
智　
教
授
（
経
済
学
史
）

P
erfectability

の「
光
」と「
影
」

2010年
6月9日
水曜日
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経済と人間
　

私
は
今
か
ら
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
京
都

府
茶
業
会
議
所
の
支
援
を
得
て
、
茶
の

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
（
生
産
│
流
通
│
消

費
）
に
注
目
し
、
各
段
階
の
現
状
と
課
題

を
整
理
し
、
茶
業
活
性
化
の
方
策
を
示
す

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
研
究
の
き
っ
か
け

は
、
食
生
活
の
洋
風
化
・
簡
便
化
志
向
の

高
ま
り
に
よ
り
、
年
々
リ
ー
フ
緑
茶
離
れ

が
進
み
、
伝
統
的
産
地
の
宇
治
で
さ
え
苦

境
に
陥
っ
て
い
る
の
で
、
振
興
策
を
提
案

し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を
受
け
た
こ
と

で
し
た
。
宇
治
茶
業
の
振
興
策
を
検
討
す

る
過
程
で
、
私
は
喫
茶
史
の
数
々
の
魅
力

に
引
き
込
ま
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

大
多
数
の
人
に
と
っ
て
お
茶
は
「
の
ど

の
渇
き
を
潤
す
飲
料
」
に
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
私
は
宇
治
茶
の
研
究
を

始
め
た
当
初
か
ら
、
単
な
る
飲
料
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
ら
か
に
他
の
飲
料

に
は
な
い
精
神
性
・
文
化
性
を
備
え
て
お

り
、深
く
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
、歴
史
に

裏
打
ち
さ
れ
た
奥
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
代
表
す
る

侘
び
茶
の
基
礎
は
、
15
世
紀
後
半
、
村
田

珠
光
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。
珠
光
は

奈
良
の
生
ま
れ
で
、
の
ち
に
京
都
に
出
て

一
休
宗
純
に
参
禅
し
、
茶
禅
一
味
の
境
地

に
至
り
ま
す
。
珠
光
の
茶
の
神
髄
は
、「
藁

屋
に
名
馬
を
つ
な
ぎ
た
る
が
よ
し
」
と
い

う
名
言
に
表
れ
て
い
ま
す
。
侘
び
た
る
も

の
（
す
な
わ
ち
藁
屋
）
に
名
馬
と
い
う
名

品
を
組
み
合
わ
せ
、
思
い
が
け
な
い
対
比

で
美
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
珠
光
が
理
想
と
し
た
侘
び
茶

を
完
成
さ
せ
た
茶
人
は
武
野
紹
鷗
で
す
。

紹
鷗
は
、『
新
古
今
集
』
に
あ
る
藤
原
定

家
の
有
名
な
歌
「
見
渡
せ
ば　

花
も
紅
葉

も　

な
か
り
け
り　

浦
の
苫
屋
の　

秋
の

夕
暮
」
の
な
か
に
、
草
庵
の
侘
び
茶
の
理

想
を
求
め
ま
す
。
つ
ま
り
、
花
や
紅
葉
を

十
分
眺
め
つ
く
し
て
は
じ
め
て
、
一
切
の

煩
悩
を
離
れ
た
無
一
物
の
世
界
（
す
な
わ

ち
苫
屋
の
寂
び
き
っ
た
風
景
）
が
展
開
す

る
と
い
う
わ
け
で
す
。
日
本
独
特
の
閑
寂

な
風
趣
、
精
神
的
奥
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

す
よ
ね
。

　

武
野
紹
鷗
の
弟
子
で
あ
る
千
利
休
は
，

茶
道
を
ほ
ぼ
完
成
の
域
に
ま
で
高
め
た
人

物
で
す
。
茶
室
、
道
具
、
点
前
、
懐
石
、

精
神
性
な
ど
、
茶
の
湯
を
構
成
す
る
様
々

な
要
素
に
お
い
て
創
意
工
夫
を
重
ね
、
今

日
の
茶
道
の
原
型
を
整
え
ま
し
た
。
利
休

の
茶
の
精
神
は
、「
和
敬
清
寂
」
の
四
文

字
に
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。「
和
」
は
争

わ
な
い
で
仲
良
く
す
る
こ
と
、「
敬
」
は

相
手
を
尊
敬
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
、

「
清
」
は
心
の
中
を
清
く
保
つ
こ
と
、

「
寂
」
は
心
を
穏
や
か
に
す
る
こ
と
で

す
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
も
実
践

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

茶
道
に
は
実
に
多
彩
な
道
具
が
用
い
ら

れ
、
日
本
の
美
術
工
芸
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
桃
山
時
代
よ

り
江
戸
時
代
前
半
に
お
い
て
、
茶
陶
と
い

わ
れ
る
茶
道
用
の
陶
器
に
、
優
れ
た
作
品

が
次
々
と
誕
生
し
ま
す
。
楽
長
次
郎
を
祖

と
す
る
楽
焼
、
そ
の
流
れ
を
く
ん
で
登
場

す
る
本
阿
弥
光
悦
の
陶
芸
、
さ
ら
に
野
々

村
仁
清
や
尾
形
光
琳
・
乾
山
兄
弟
に
代
表

さ
れ
る
京
焼
の
華
麗
な
世
界
も
、
茶
人
の

要
請
に
応
じ
て
創
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。

美
術
館
の
展
示
で
彼
ら
の
茶
陶
を
鑑
賞

し
、
魅
了
さ
れ
た
ご
経
験
を
お
持
ち
の
方

も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

歴
史
を
専
攻
す
る
私
は
、
松
平
春
嶽
の

「
楽
し
み
は　

千ち
ふ
み文

八や
ほ
ふ
み

百
文　

ひ
も
と
き

て　

い
に
し
へ
人
を　

友
と
す
る
と
き
」

と
い
う
歌
に
と
て
も
共
感
を
覚
え
ま
す
。

多
く
の
文
献
を
読
ん
で
、
魅
力
満
載
の
喫

茶
文
化
を
築
き
上
げ
て
き
た
「
い
に
し
へ

人
」の
生
き
方
、考
え
方
に
ふ
れ
る
の
が
、

私
流
の
日
本
茶
の
愉
し
み
方
で
す
。

 

■

寺
本
益
英　
教
授
（
経
済
史
）

日
本
茶
の
魅
力
と
愉
し
み
方

2010年
6月14日
月曜日
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私
た
ち
は
、
生
き
る
た
め
、
さ
ら
に
よ

り
豊
か
な
生
活
の
た
め
消
費
し
ま
す
が
、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
所
得
が
要
り
ま
す
。

所
得
を
得
る
に
は
、
誰
か
が
買
っ
て
く
れ

る
モ
ノ
を
生
産
し
ま
す
。
つ
ま
り
私
た
ち

は
、
社
会
が
必
要
と
す
る
働
き
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
を
入
門

的
な
一
著
に
執
筆
中
、
大
山
泰
弘
著
『
働

く
幸
せ　

〜
仕
事
で
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ

と
〜
』
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

著
者
が
経
営
す
る
日
本
理
化
学
工
業
株

式
会
社
は
、
チ
ョ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
社
員
74
人
の
会
社
で
、
社
員
の

７
割
は
知
的
障
害
者
で
す
。
そ
れ
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
同
情
心
と
「
な
り
ゆ
き
」

で
、
二
人
の
15
歳
の
知
的
障
害
者
を
雇
用

し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

会
社
か
ら
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
養
護
学

校
が
あ
り
、
あ
る
日
突
然
、
一
人
の
先
生

が
訪
ね
て
こ
ら
れ
、「
う
ち
の
生
徒
の
就

職
を
お
願
い
し
た
い
」
と
い
う
の
で
す
。

一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
当
時
、
知
的
障
害

者
に
は
、
何
ら
施
策
は
な
く
、
彼
ら
は
社

会
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
だ
っ
た
。
大
山
氏

は
、「
と
ん
で
も
な
い
、
無
理
な
ご
相
談

で
す
」
と
回
答
し
ま
す
。
数
日
後
、
先
生

は
再
び
会
社
に
来
ら
れ
る
が
、
再
度
、
断

り
ま
す
。
い
よ
い
よ
三
度
目
は
、｢

就
職

と
は
申
し
ま
せ
ん
、
せ
め
て
働
く
体
験
だ

け
で
も
。
あ
の
子
た
ち
は
、
こ
の
先
、
施

設
に
入
り
、
一
生
、
働
く
こ
と
を
知
ら
ず

に
、こ
の
世
を
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す｣

。

こ
の
と
き
、「
働
く
の
が
当
た
り
前
な
の

に
、
そ
れ
が
出
来
な
い
の
は
可
哀
想
だ

な
」
と
、
彼
に
同
情
心
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
２
週
間
程
度
な
ら
と
、
就
業
体

験
を
受
け
入
れ
た
の
で
し
た
。

　

実
習
も
今
日
が
最
後
と
言
う
と
き
に
、

作
業
チ
ー
ム
の
代
表
格
の
女
性
が
「
一
生

懸
命
に
や
っ
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
、
雇
っ

て
あ
げ
て
。
私
た
ち
が
面
倒
を
見
ま
す
。

こ
れ
は
、
み
ん
な
の
意
見
で
す
」
と
言
い

ま
す
。「
そ
れ
な
ら
」
と
言
う
こ
と
で
、

卒
業
と
同
時
に
二
人
を
採
用
し
ま
し
た
。

大
山
氏
は
、
ち
ゃ
ん
と
護
っ
て
く
れ
る
施

設
が
あ
る
の
に
、
満
員
電
車
に
乗
っ
て
通

勤
し
、
工
場
で
一
日
中
働
か
せ
る
こ
と

に
、
ど
こ
か
後
ろ
め
た
さ
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

あ
る
と
き
、
禅
寺
を
訪
れ
る
機
会
が
あ

り
、
祈
祷
後
に
用
意
さ
れ
た
食
事
の
席

で
、
寺
の
住
職
が
隣
に
座
ら
れ
た
。
何
か

話
か
け
よ
う
と
、「
う
ち
の
工
場
に
は
知

的
障
害
者
の
人
た
ち
が
働
い
て
い
ま
す

が
、
ど
う
し
て
施
設
に
居
る
よ
り
、
工
場

に
来
た
が
る
の
で
し
ょ
う
」
と
彼
の
口
か

ら
飛
び
出
し
た
。
唐
突
な
問
い
か
け
に
、

ご
住
職
は
、「
人
間
の
究
極
の
幸
せ
は
４

つ
で
す
。
人
に
愛
さ
れ
る
こ
と
、
人
に
ほ

め
ら
れ
る
こ
と
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
、

そ
し
て
人
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
。
障

害
者
の
人
た
ち
が
企
業
で
働
き
た
い
と
願

う
の
は
、
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
の
を
実

感
す
る
こ
と
で
、
本
当
の
幸
せ
を
求
め
る

人
の
証
な
の
で
す
。」
と
。

　

こ
の
後
、
大
山
氏
は
、
働
く
こ
と
で
人

は
幸
せ
に
な
る
な
ら
、
会
社
は
利
益
を
出

す
と
と
も
に
、
社
員
に
幸
せ
を
提
供
す
る

場
で
な
け
れ
ば
と
考
え
、
あ
ら
た
な
商
品

開
発
と
と
も
に
、
健
常
者
と
障
害
者
が
同

じ
能
率
で
仕
事
が
出
来
る
よ
う
、
作
業
工

程
、
生
産
方
法
な
ど
工
程
改
革
に
全
力
を

上
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。
そ
う
し
て
、
知

的
障
害
者
が
主
力
の
会
社
を
作
り
上
げ
た

の
で
す
。

　

社
会
の
誰
か
の
た
め
に
働
き
、
所
得
を

得
る
、
こ
れ
は
「
経
済
ル
ー
ル
」
の
一
つ

で
す
。
そ
し
て
こ
の
働
く
こ
と
が
、
本
当

の
幸
せ
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
派
遣

切
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
、
雇
用
格
差

と
い
っ
た
、
お
よ
そ
働
く
幸
せ
の
イ
メ
ー

ジ
と
ほ
ど
遠
い
最
近
で
は
あ
る
が
、
大
山

氏
の
話
か
ら
、
今
一
度
、
働
く
幸
せ
を
考

え
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

■

井
上
勝
雄　
教
授
（
統
計
学
・
計
量
経
済
学
）

「
働
く
幸
せ
」

2010年
6月16日
水曜日
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か
つ
て
一
億
総
中
流
と
い
わ
れ
た
時
代

が
あ
り
ま
し
た
。
高
度
成
長
期
か
ら
、

１
９
８
０
年
代
は
ま
だ
そ
の
よ
う
な
意
識

は
多
く
の
国
民
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
の
崩
壊
以
降
、

状
況
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

格
差
問
題
に
関
し
て
は
す
で
に
多
く
の

研
究
が
出
て
い
ま
す
。
私
の
き
ょ
う
の
お

話
は
、
自
分
自
身
で
の
調
査
に
よ
る
の
で

は
な
く
、
既
存
の
研
究
に
負
う
も
の
で

す
。

　

最
近
読
ん
だ
本
に
『
平
等
社
会
』（
東

洋
経
済
新
報
社
、
２
０
１
０
年
）
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
英
語
か
ら
の
翻
訳
で
す

が
、
著
者
の
一
人
は
大
学
で
経
済
史
を
学

び
、
の
ち
の
疫
学
を
学
ん
だ
と
紹
介
に
あ

り
、
ま
た
「
格
差
と
、
健
康
の
社
会
的
決

定
因
に
関
す
る
国
際
的
研
究
の
発
展
を
後

押
し
す
る
役
割
を
果
た
し
」
た
、
と
も
あ

り
ま
す
。

　

本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
論
点

は
、
格
差
と
健
康
、
信
頼
の
程
度
、
精
神

疾
患
、
平
均
余
命
、
乳
幼
児
死
亡
率
、
肥

満
、
子
ど
も
の
学
力
、
10
代
の
妊
娠
、
殺

人
、
収
監
率
、
社
会
移
動
で
す
。

　

本
書
が
示
し
て
い
る
証
拠
か
ら
い
く
つ

か
の
事
例
を
取
り
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

他
人
を
信
頼
で
き
る
か
ど
う
か
で
は
、
信

頼
で
き
る
と
答
え
た
人
の
割
合
は
、
平
等

な
社
会
ほ
ど
高
く
、
格
差
が
つ
の
る
ほ
ど

信
頼
は
低
下
す
る
。
格
差
の
大
き
い
社
会

ほ
ど
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
精
神
疾
患
を

患
っ
て
い
る
。
違
法
ド
ラ
ッ
グ
の
使
用

は
、
格
差
が
大
き
い
社
会
の
ほ
う
が
よ
り

一
般
的
。
格
差
の
大
き
い
国
ほ
ど
成
人
の

肥
満
度
が
高
く
、
子
ど
も
の
太
り
す
ぎ
の

率
が
高
い
、
な
ど
で
す
。

　

私
の
基
礎
演
習
の
ク
ラ
ス
で
『
ル
ポ　

貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
』（
岩
波
新
書
）
を

読
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
貧
困
家
庭
の
子

ど
も
は
、
安
い
価
格
で
腹
を
満
た
せ
る
、

カ
ロ
リ
ー
だ
け
が
高
い
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド

の
よ
う
な
食
事
ば
か
り
す
る
た
め
肥
満
に

な
る
と
い
う
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

紹
介
さ
れ
て
い
る
事
例
を
こ
れ
以
上
あ

げ
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
格
差
が
大
き

い
ほ
ど
殺
人
や
収
監
率
が
高
い
と
い
う
こ

と
は
、
犯
罪
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
貧

困
者
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
富

者
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
状
態
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

わ
が
国
で
は
格
差
問
題
に
関
し
て
、
そ

れ
を
解
消
す
る
に
は
経
済
成
長
が
必
要
だ

と
い
わ
れ
ま
す
。
格
差
の
解
消
だ
け
な

く
、
赤
字
財
政
で
の
国
債
発
行
残
高
の
累

増
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
も
、
経
済
成
長

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
従
来
の
政
権

で
も
、
現
政
権
で
も
い
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
本
当
に
経
済
成
長
す
れ
ば
格
差
は
解

消
さ
れ
、
赤
字
財
政
か
ら
脱
却
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

政
府
は
２
０
１
０
年
6
月
18
日
に
「
新

成
長
戦
略
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
ま
で
の
平
均
経
済
成
長
率
は

実
質
で
2
％
、
名
目
で
3
％
を
目
指
す
と

あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
今
後
強
化
し
て
い

く
べ
き
分
野
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
重
点
的

な
資
源
配
分
を
す
る
こ
と
は
必
要
で
し
ょ

う
。
そ
の
結
果
、
経
済
成
長
が
達
成
さ
れ

た
と
し
て
も
、
成
長
の
成
果
が
ど
の
よ
う

に
分
配
さ
れ
る
の
か
、
財
政
を
つ
う
じ
て

の
所
得
再
分
配
の
あ
り
方
を
含
め
て
、
見

つ
め
直
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

格
差
に
関
し
て
い
え
ば
、
仕
事
に
対
し

て
正
当
な
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
る
か
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
社
会
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
、
３
Ｋ
と
呼
ば
れ
る

仕
事
は
、
社
会
の
存
続
に
必
要
で
あ
る
の

に
、
し
か
し
、
低
い
報
酬
し
か
支
払
わ
れ

ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。（
白
波
瀬

佐
和
子
『
生
き
方
の
不
平
等―

お
互
い
さ

ま
の
社
会
に
向
け
て
』
岩
波
新
書
、

２
０
１
０
年
も
参
照
） 

■

松
本
有
一　
教
授
（
理
論
経
済
学
・
環
境
経
済
学
）

経
済
成
長
は
格
差
を
解
消
し
て
く
れ
る
の
か

2010年
6月21日
月曜日
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2
年
前
の
こ
の「
経
済
と
人
間
」シ
リ
ー

ズ
で
は
「
行
動
経
済
学
の
誕
生
」
と
題
し

て
、
新
し
く
誕
生
し
た
行
動
経
済
学
を
紹

介
し
ま
し
た
。
今
日
は
そ
の
応
用
で
あ
る

「
行
動
健
康
経
済
学
」
と
い
う
分
野
に
つ

い
て
少
し
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ

こ
に
依
田
高
典
・
後
藤
励
・
西
村
周
三
著

『
行
動
健
康
経
済
学
』
と
い
う
本
が
あ
り

ま
し
て
、
こ
の
本
で
読
ん
だ
こ
と
を
簡
単

に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

伝
統
的
な
経
済
学
で
は
自
分
の
利
益
に

な
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
た
め
の
費
用
を

勘
案
し
て
、
つ
ね
に
合
理
的
に
行
動
す
る

の
が
人
間
だ
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
実
際
に
は
、
健
康
の
た
め
に
は
禁
煙

す
べ
き
だ
と
か
、
食
べ
過
ぎ
な
い
方
が
良

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
そ
う
で

き
な
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
よ
う
な
き
わ
め
て
「
人
間
的
」

な
行
動
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
据
え
て
経
済

行
動
を
分
析
し
よ
う
と
い
う
の
が
行
動
経

済
学
で
あ
り
、
さ
ら
に
健
康
に
関
わ
る
経

済
行
動
を
分
析
す
る
の
が
行
動
健
康
経
済

学
で
す
。

　

タ
バ
コ
が
身
体
に
悪
い
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
う
と
い
う

喫
煙
に
は
2
つ
の
意
思
決
定
が
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
第
一
に
、
喫
煙
は
「
時
間
上
の

選
択
」
と
言
え
る
こ
と
で
す
。
タ
バ
コ
を

吸
う
人
は
喫
煙
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
解

消
さ
れ
る
と
か
、
気
分
が
一
新
す
る
と
い

う
効
用
を
評
価
し
ま
す
。
し
か
し
一
方
、

長
年
の
喫
煙
行
動
は
将
来
の
健
康
を
む
し

ば
み
、
病
気
を
得
て
、
将
来
大
き
な
不
都

合
に
直
面
す
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う

こ
と
も
あ
る
程
度
知
っ
て
い
ま
す
。
愛
煙

家
は
現
在
の
小
さ
な
効
用
と
将
来
の
大
き

な
効
用
と
の
間
の
選
択
問
題
に
直
面
し
て

お
り
、
合
理
的
に
考
え
れ
ば
禁
煙
す
べ
き

と
分
か
っ
て
い
て
も
、
目
の
前
の
小
さ
な

効
用
を
得
る
こ
と
を
選
ん
で
し
ま
っ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

　

第
二
に
、
喫
煙
は
「
リ
ス
ク
の
下
で
の

選
択
」
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
タ
バ

コ
を
吸
え
ば
将
来
、
肺
が
ん
や
気
管
支
炎

の
発
病
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
確
率
的
な
現
象
で
あ
り
、
喫
煙
者
が
す

べ
て
こ
れ
ら
の
病
を
得
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
病
気
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
リ

ス
ク
を
ど
う
評
価
し
、
選
択
す
る
か
、
と

い
う
問
題
が
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

前
者
の
問
題
は
「
時
間
選
好
率
」
と
い

う
い
わ
ば
主
観
的
な
利
子
率
の
よ
う
な
も

の
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
今
日

１
０
０
万
円
を
誰
か
に
貸
し
、
1
年
後
に

１
２
０
万
円
に
し
て
返
し
て
く
れ
る
な
ら

満
足
だ
、
と
い
う
人
は
時
間
選
好
率
が

20
％
で
す
。
こ
の
人
に
と
っ
て
1
年
後
の

１
２
０
万
円
は
現
在
の
１
０
０
万
円
と
等

価
値
で
す
。
時
間
選
好
率
の
高
い
人
ほ
ど

現
在
を
好
み
、
将
来
を
軽
視
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
人
は
今
日
我
慢
す
れ

ば
、
遠
い
将
来
に
は
健
康
な
身
体
と
い
う

便
益
を
得
ら
れ
る
の
に
、
そ
れ
を
軽
く
見

て
、
目
前
の
タ
バ
コ
と
か
ア
ル
コ
ー
ル
に

手
を
出
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
禁
煙
や
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
失
敗
す
る
人
と
い
う
の
は
ま

さ
に
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
行
動
健
康
経
済
学
は
そ
の
よ
う

な
分
析
は
し
ま
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
時
間

選
好
率
を
低
く
し
、
将
来
の
た
め
に
我
慢

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
か
は
教
え
て
く
れ

ま
せ
ん
。
も
し
そ
ん
な
こ
と
が
簡
単
に
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
世
の
中
か
ら
肥
満
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
世
の
中
は

そ
ん
な
に
甘
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

後
者
の
リ
ス
ク
の
問
題
は
人
間
の
危
険

回
避
度
と
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

喫
煙
を
す
る
人
は
危
険
回
避
度
が
低
く
、

健
康
被
害
の
リ
ス
ク
を
軽
く
見
て
い
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
実
験
な
ど
に

よ
っ
て
禁
煙
出
来
な
い
人
は
危
険
回
避
度

が
低
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
た

だ
し
、
こ
こ
で
も
行
動
健
康
経
済
学
は
危

険
回
避
度
を
上
げ
る
た
め
に
人
間
は
何
が

出
来
る
か
は
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
悪
し

か
ら
ず
、
ご
了
承
下
さ
い
。

 

■

平
山
健
二
郎　
教
授
（
金
融
論
）

行
動
健
康
経
済
学

2010年
6月23日
水曜日
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日
本
は
中
国
と
、
長
い
あ
い
だ
古
典
を

共
有
し
た
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
目
の
前

に
あ
る
現
象
だ
け
に
幻
惑
さ
れ
て
、
文
化

や
経
済
の
奥
行
き
を
さ
ぐ
る
努
力
を
怠
っ

て
は
い
け
な
い
と
お
も
う
。
今
回
は
中
国

の
企
業
観
に
つ
い
て
平
明
に
思
索
を
し
た

い
。

　

中
国
の
近
代
産
業
は
国
有
企
業
と
と
も

に
産
声
を
あ
げ
た
。
そ
の
素
地
は
、
す
で

に
１
６
６
１
年
成
立
の
清
王
朝
期
の
文
化

的
な
深
さ
に
求
め
ら
れ
る
。『
康
煕
事
典
』

や
『
四
庫
全
書
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

康
煕
・
雍
正
・
乾
隆
三
代
は
、
今
日
の
学

芸
や
産
業
の
基
盤
に
資
す
る
多
く
の
遺
産

を
残
し
て
い
る
。
時
代
は
折
し
も
欧
州
産

業
革
命
期
、
乾
隆
帝
は
英
国
使
節
団
に
対

し
中
華
思
想
で
望
み
、
列
強
は
武
力
に
よ

る
開
国
要
求
を
な
す
。
１
８
４
０
年
、
第

一
次
ア
ヘ
ン
戦
争
に
よ
っ
て
侵
略
は
本
格

化
す
る
。『
原
道
救
世
訓
』を
著
し
た
洪
秀

全
が
太
平
天
国
の
乱
を
お
こ
す
。
天
朝
田

畝
制
度
を
公
布
、「
三
綱
五
常
」を
厳
し
く

批
判
し
、世
界
大
同
を
目
指
す
。こ
の
憭
原

の
火
の
ご
と
く
広
が
り
に
鎮
圧
を
は
か
っ

た
の
が
曾
国
藩
・
李
鴻
章
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
清
朝
政
府
の
官
僚
で
あ
っ
た
曾
国

藩
・
李
鴻
章
ら
に
よ
っ
て
１
８
６
０
年
代

か
ら
始
め
ら
れ
た
洋
務
運
動
は
、
国
有
企

業
の
設
立
を
目
的
達
成
の
政
策
手
段
と
し

た
の
で
あ
る
。
一
方
で
西
洋
科
学
の
吸
収

を
目
指
し
つ
つ
、他
方
で
、曾
国
藩
の
『
曾

文
正
公
全
集
』
で
は
桐
城
派
を
継
承
し
、

護
教
的
な
朱
子
学
の
立
場
を
つ
ら
ぬ
い
て

い
る
。
わ
た
し
は
北
京
大
学
で
当
全
集
を

解
読
す
る
う
ち
に
、
中
国
の
士
大
夫
の
教

養
の
根
幹
で
あ
る
『
詩
経
』
の
ゆ
る
ぎ
な

い
思
想
が
、
脈
々
と
流
れ
て
い
る
こ
と
に

感
銘
を
受
け
た
。
政
治
運
動
に
徹
す
る
と

き
に
も
、「
詩
に
興
り
、
礼
に
立
ち
、
楽

に
成
る
」の
姿
勢
で
あ
ろ
う
か
。ま
た
李
鴻

章
は
直
隷
総
督
兼
北
洋
大
臣
と
な
り
、
25

年
間
清
の
外
交
を
担
当
す
る
。
中
国
の
近

代
工
場
を
建
設
し
、
艦
隊
を
編
成
、
江
南

機
器
製
造
総
局
な
ど
を
設
立
し
た
。
近
代

産
業
育
成
政
策
の
契
機
を
固
め
て
い
く
。

　

こ
の
動
き
に
対
し
「
中
体
」
か
ら
改
革

を
う
な
が
す
も
の
が
康
有
為
、
梁
啓
超
を

主
導
者
と
す
る
変
法
自
強
派
で
あ
る
。
康

有
為
は
前
漢
の
今
文
学
派
の
説
を
奉
じ
、

「
平
等
」・
民
権
思
想
を
孔
子
の
理
想
と

し
て
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
「
大
同
」
の

流
れ
を
く
み
、
光
緒
帝
の
と
き
政
務
に
参

画
し
た
譚
嗣
同
は
、『
仁
学
』
の
な
か
で

礼
に
も
と
づ
く
自
己
抑
制
と
他
者
へ
の
思

い
や
り
を
、
儒
家
道
徳
思
想
の
中
心
に
考

え
て
い
る
。
気
持
を
同
じ
く
す
る
龔
自
珍

は
『
己
亥
雑
詩
』
の
な
か
で
、
鋭
敏
な
感

覚
で
大
変
革
の
到
来
を
う
た
っ
て
い
る
。

「
九
州
の
生
気　

風
雷
を
恃
み　

万
馬　

斉
し
く
お
し
だ
ま
り　

つ
い
に
哀
れ
む
べ

し
。　
　

我
れ
天
公
に
勧
む　

重
ね
て
抖

擻
し
て　

一
格
に
拘
ら
ず　

人
材
を
降
せ

と
。」

　

変
法
体
制
は
百
日
維
新
で
終
わ
る
が
、

康
有
為
の
変
法
運
動
は
歴
史
の
流
れ
の
な

か
で
一
定
の
進
歩
的
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
。「
官
督
商
弁
企
業
」
な
ど
知
る
と
、

も
と
よ
り
清
朝
政
府
に
は
国
有
企
業
を
民

間
主
導
の
資
本
主
義
の
起
爆
剤
と
す
る
意

図
は
な
く
、
む
し
ろ
近
代
工
業
樹
立
の
政

策
目
標
を
実
現
す
る
手
段
で
と
と
ら
え
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
の
企
業
精
神
は
慧
遠
の
思
想
に

通
じ
る
。「
子
夏
曰
く　

君
子
信
ぜ
ら
れ

て
而
し
て
後
に
其
の
民
を
労
す
。
未
だ
信

ぜ
ら
れ
ざ
れ
ば　

則
と
以
っ
て
己
を
や
ま

し
む
と
為
す
。
信
ぜ
ら
れ
て
而
し
て
後
に

諫
む
。
未
だ
信
ぜ
ら
れ
ざ
れ
ば　

則
ち

以
っ
て
己
を
謗
る
と
為
す
。」

　

以
上
の
よ
う
に
、
郷
鎮
企
業
の
発
展
や

放
権
譲
利
の
改
革
な
ど
、
そ
の
真
意
を
検

討
す
る
と
き
、中
国
の
企
業
観
に
は
、ふ
か

く『
仁
学
』と「
和
諧
社
会
」の
思
想
が
根
ざ

し
て
い
る
こ
と
を
覚
え
て
お
き
た
い
。 

■

桑
原
秀
史　
教
授
（
経
済
政
策
）

中
国
の
企
業
観
に
つ
い
て

―

思
想
的
思
索―

2010年
6月28日
月曜日
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経
済
学
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
人
間

学
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す１

。
人
間
を
考
え

る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
人
間
の
意
思
決

定
や
行
動
、
そ
し
て
そ
う
し
た
人
間
か
ら

構
成
さ
れ
る
社
会
の
構
造
や
そ
の
変
化
を

捉
え
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
経
済
学
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
正
統
派
の
経
済

学
で
は
、
個
々
の
経
済
主
体
の
効
用
や
利

益
の
最
大
化
が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
し

て
、
社
会
全
体
の
効
率
や
経
済
厚
生
を
最

大
化
す
る
こ
と
を
厳
密
に
証
明
し
て
い
ま

す
。本
日
は
そ
の
命
題
を
成
立
さ
せ
る「
効

用
最
大
化
の
仮
定
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

人
間
に
は
で
き
る
限
り
自
己
の
効
用
を

高
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
、

あ
る
程
度
事
実
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
同

時
に
自
ら
を
振
り
返
る
能
力
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
あ
る
状
況
下
で
効
用
最
大
化
を
自

己
に
許
す
こ
と
は
規
範
的
な
価
値
判
断
に

他
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
「
効
用
最
大
化
の
仮
定
」
に
対
す
る
批

判
は
古
く
か
ら
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
人

間
は
必
ず
し
も
効
用
を
最
大
化
で
き
る
わ

け
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
の
満
足
水
準
し

か
達
成
で
き
な
い
と
し
た
、
Ｈ
．サ
イ
モ

ン
の
「
満
足
化
原
理
」
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
Ａ
．セ
ン
は
効
用
と
い
う
考
え
方
に

代
わ
る
「
潜
在
能
力
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
よ

り
新
た
な
福
祉
の
視
点
を
提
示
し
ま
し

た
。し
か
し
こ
れ
ら
は
、結
局
の
と
こ
ろ
、

要
素
や
条
件
を
変
更
し
た
だ
け
で
、
基
本

的
な
考
え
方
は
「
効
用
最
大
化
の
仮
定
」

と
大
き
く
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
言
え
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
効
用
関
数
に
社
会
的
な
評

価
や
規
範
を
導
入
す
る
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
は
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
会
場
の
赤
絨
毯
の
前
に
豪
華

な
リ
ム
ジ
ン
で
は
な
く
プ
リ
ウ
ス
で
乗
り

つ
け
る
こ
と
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
テ
ー

タ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
社
会

か
ら
自
分
が
地
球
環
境
の
こ
と
を
考
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
評
価
し
て
も
ら
い
た

い
が
た
め
に
そ
う
し
た
行
動
を
し
て
い
る

と
理
解
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
分
は
必

ず
し
も
プ
リ
ウ
ス
に
乗
る
こ
と
を
好
ま
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
社
会
か
ら
の
評
価
が

高
ま
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
こ
と
を
す
る

こ
と
で
自
己
の
効
用
を
高
め
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
入
院
し
て
い
る
あ
る

人
の
隣
に
自
分
よ
り
も
重
態
な
患
者
が
寝

て
い
る
と
き
、
自
分
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

た
め
に
数
少
な
い
看
護
師
さ
ん
を
呼
び
つ

け
る
の
で
は
な
く
、
隣
の
重
態
患
者
の
た

め
に
そ
の
痛
み
を
我
慢
す
る
こ
と
で
、
看

護
師
さ
ん
の
人
的
サ
ー
ビ
ス
の
分
配
を
配

慮
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
意
思
決
定
や
行

動
は
必
ず
し
も
自
己
の
効
用
の
み
を
最
大

化
し
よ
う
と
す
る
利
己
的
な
側
面
ば
か
り

で
な
く
、
必
ず
し
も
利
他
的
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
状
況
の
も
と

で
は
、
他
人
と
の
関
係
性
や
社
会
的
規
範

に
規
定
さ
れ
な
が
ら
、
意
思
を
決
定
し
た

り
、
行
動
を
選
択
し
た
り
す
る
と
言
え
ま

す
。
こ
う
し
た
観
点
は
、
注
に
も
触
れ
て

い
る
よ
う
に
、
最
近
の
「
行
動
経
済
学
」

や
「
神
経
経
済
学
」
と
い
う
新
た
な
研
究

分
野
の
な
か
で
、
し
だ
い
に
理
論
的
・
実

証
的
に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
言
い

換
え
れ
ば
、
新
し
い
人
間
観
に
よ
っ
て
、

単
純
な
「
効
用
最
大
化
の
仮
定
」
を
超
え

た
別
の
規
範
的
仮
定
に
基
づ
く
効
用
関

数
、
あ
る
い
は
個
々
の
経
済
主
体
に
と
っ

て
の
評
価
形
成
過
程
の
可
能
性
を
探
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

 

■

１ 　

経
済
学
は
そ
も
そ
も
倫
理
学
や
哲
学
の
一
分
野

に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
独
立
し
た
学
問
分
野

と
し
て
成
立
し
て
い
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
経

済
学
説
史
の
授
業
で
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

現
在
、「
行
動
経
済
学
（
行
動
ゲ
ー
ム
理
論
）」、「
実

験
経
済
学
」、
さ
ら
に
は
「
神
経
経
済
学
」
と
い
わ

れ
る
分
野
の
研
究
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
経
済
学

を
改
め
て
「
人
間
学
」
と
し
て
捉
え
な
お
し
、
新

た
な
経
済
学
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
潮
流
が
現
れ

て
き
ま
し
た
。

利
光　

強　
教
授
（
国
際
経
済
学
）

「
人
間
学
」
と
し
て
の
経
済
学

―

効
用
最
大
化
の
仮
定
に
つ
い
て―

2010年
6月30日
水曜日
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経済と人間
　

私
た
ち
は
、
毎
日
あ
る
い
は
刻
々
と
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
に
否
応
も
な
く
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
そ
の
情
報
は
私
た
ち
へ

の
「
呼
び
か
け
」
と
し
て
侵
入
し
て
く
る

か
ら
、
無
碍
に
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

　

私
は
日
に
何
度
か
、
朝
起
き
た
と
き
、

勉
強
に
疲
れ
て
一
息
入
れ
る
と
き
、
大
学

か
ら
帰
宅
し
た
時
な
ど
に
パ
ソ
コ
ン
の

メ
ー
ル
を
開
く
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
か

ら
、
ど
う
で
も
良
い
よ
う
な
メ
ー
ル
ま
で

沢
山
く
る
が
、
電
子
メ
ー
ル
の
長
所
で
あ

る
機
敏
性
は
、
返
事
の
即
応
性
を
暗
黙
の

う
ち
に
要
求
し
て
い
る
。
私
も
送
り
主
が

す
ぐ
の
返
事
を
期
待
し
て
い
る
だ
ろ
う
と

想
像
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
ゆ
っ
く
り

と
考
え
て
返
事
す
る
こ
と
よ
り
も
、
即
答

す
る
こ
と
が
礼
儀
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
ま
た
「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
」
を

う
た
い
文
句
に
し
て
、
大
学
や
学
部
か
ら

の
正
式
の
連
絡
や
会
議
の
案
内
な
ど
も
ほ

と
ん
ど
が
メ
ー
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
を
見
落
と
す
と
職
務
怠
慢
と
み
な
さ

れ
、
ゆ
く
ゆ
く
は
懲
戒
の
対
象
に
な
る
か

も
知
れ
な
い
。
学
生
諸
君
も
パ
ソ
コ
ン
を

通
じ
て
授
業
登
録
を
し
た
り
、
授
業
の
資

料
な
ど
を
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
し
、
友
人
等
の
連
絡
で
あ
れ
ば
携
帯
電

話
は
必
須
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
私
は
携

帯
電
話
を
も
っ
て
は
い
る
が
、
常
時
身
に

つ
け
て
い
な
い
た
め
に
、
電
話
を
も
ら
っ

た
こ
と
に
後
に
な
っ
て
か
ら
気
づ
く
と
い

う
失
敗
を
お
か
す
。

　

こ
の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に

た
え
ず
注
意
を
払
っ
て
お
か
な
い
と
仕
事

で
も
私
事
に
お
い
て
も
支
障
を
き
た
す
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
私
の

生
活
は
と
こ
ろ
構
わ
な
い
頻
度
の
多
い
呼

び
か
け
に
さ
ら
さ
れ
、
い
つ
の
ま
に
か
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
も
つ
早
い
リ
ズ
ム

に
影
響
を
受
け
て
い
る
。
始
末
の
悪
い
こ

と
に
、
私
自
身
も
そ
の
リ
ズ
ム
や
呼
び
か

け
に
で
き
る
だ
け
順
応
し
な
け
れ
ば
、
と

自
分
で
自
分
を
い
つ
の
ま
に
か
躾
け
て
い

る
。
し
か
し
私
の
体
も
心
も
奥
深
い
と
こ

ろ
で
そ
れ
に
違
和
感
を
感
じ
、
息
の
長
い

リ
ズ
ム
を
取
り
戻
し
た
い
、
無
遠
慮
で
暴

力
的
な
呼
び
か
け
を
無
視
し
た
い
、
と
叫

ん
で
い
る
。
み
な
さ
ん
の
な
か
に
も
同
じ

思
い
の
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
完
全
に
拒
否
す
る
こ

と
は
で
き
な
く
て
も
、
せ
め
て
生
活
の
な

か
に
こ
れ
ら
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
リ
ズ
ム

と
は
違
う
自
分
の
リ
ズ
ム
を
確
保
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
長
い
時
間
を
要
す
る
読

書
を
す
る
こ
と
も
一
案
で
あ
る
。
電
子
書

籍
の
未
来
は
ま
だ
不
分
明
だ
が
、
手
に
伝

わ
る
本
の
重
み
、
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
と
き

の
イ
ン
ク
の
か
す
か
な
匂
い
、
ペ
ー
ジ
の

余
白
部
分
の
余
裕
と
落
ち
着
き
、
そ
し
て

美
し
い
装
丁
を
楽
し
み
つ
つ
、
す
ぐ
に
は

読
み
通
せ
な
い
よ
う
な
、
た
と
え
ば
ダ
ン

テ
の
『
神
曲
』
や
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス

ト
』
を
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
読
も

う
。
そ
の
他
に
も
読
む
に
値
い
す
る
本
は

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
そ
れ
が
ニ
ー
チ
ェ
で

あ
っ
て
も
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
で
あ
っ

て
も
、
も
ち
ろ
ん
『
国
富
論
』
で
あ
っ
て

か
ま
わ
な
い
。
そ
う
し
た
斜
め
読
み
を
許

さ
な
い
本
を
探
し
当
て
、
そ
れ
を
「
自
分

の
リ
ズ
ム
」
で
読
む
こ
と
は
、
自
分
で
自

分
を
縛
っ
て
い
る
も
の
（
自
縄
自
縛
）
か

ら
わ
が
身
を
解
放
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
た
だ
む
や
み
に
「
ス
ピ
ー
ド
が
大

事
」
と
躾
ら
れ
な
い
た
め
の
防
波
堤
に
も

な
る
。

 

■

竹
本　

洋　
教
授
（
経
済
学
史
）

躾
る
こ
と
、
躾
ら
れ
る
こ
と

2010年
7月5日
月曜日
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近
年
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
教
育
、
韓
国
の
激
烈
な
受
験
競
争
、
日

本
の
教
育
の
混
乱
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関

連
し
て
共
通
す
る
問
題
は
、「
教
育
に
お
け
る
競

争
」
で
あ
る
。

　

近
年
、
世
界
的
企
業
の
ノ
キ
ア
で
も
有
名
な

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
が
、「
高
い
学
力
と
落
ち

こ
ぼ
れ
が
少
な
い
こ
と
」が
話
題
に
な
り
、混
乱
・

疲
弊
す
る
日
本
の
教
育
と
の
対
比
で
注
目
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
と
き
、
教
育
に
競
争
が
な
い
こ

と
が
強
調
さ
れ
る
。

　

た
ま
た
ま
以
前
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
行
き
、
ヘ

ル
シ
ン
キ
の
空
港
か
ら
市
内
に
行
く
リ
ム
ジ
ン

バ
ス
の
中
で
、
前
の
席
の
２
人
が
、
職
場
（
話

か
ら
政
府
機
関
で
働
い
て
い
る
ら
し
い
）
で
の

競
争
が
厳
し
い
と
い
う
会
話
を
し
て
い
ま
し

た
。
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
来
る
人
も
い

る
ら
し
い
。

　

そ
れ
に
関
連
し
て
興
味
を
も
っ
た
の
は
学
校

で
の
競
争
で
す
。
当
地
で
聞
き
ま
す
と
、「
子
供

た
ち
が
強
く
海
外
を
意
識
し
て
学
習
し
て
い

る
」
こ
と
で
し
た
。
兵
庫
県
よ
り
も
小
さ
い
人

口
で
、
５
０
０
万
人
強
の
小
国
が
生
き
て
ゆ
く

た
め
に
は
外
国
と
の
競
争
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
は
、
こ
の
国
は
Ｅ
Ｕ
の

加
盟
国
で
あ
り
、
地
域
統
合
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。
ま
た
、
大
学
は
３
校
し
か
な
く
、

外
国
の
大
学
へ
の
進
学
を
考
え
る
生
徒
も
多

い
。
そ
こ
に
は
、「
強
力
な
競
争
意
識
が
働
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」、
あ
る
い
は
、｢

巷
間
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
競
争
原
理
の
な
い
教
育
が
行

わ
れ
て
い
る
か
ら
高
い
教
育
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
少
し
違
う

の
で
は
な
い
か｣
と
考
え
ま
し
た
。
む
し
ろ
、「
競

争
環
境
下
で
の
教
育
」
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、

こ
う
し
た
競
争
意
識
が
高
い
教
育
水
準
を
支
え

て
い
る
一
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
経
済
学
は
、
市
場
経
済
で
は
、

競
争
原
理
を
基
本
と
し
て
、強
制
原
理
（
規
制
）、

組
織
原
理
（
企
業
内
部
）、
協
調
原
理
（
協
業
）

を
追
加
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
説
明
し
て
い

る
。
自
由
で
公
正
な
競
争
は
、
経
済
資
源
の
最

適
資
源
配
分
と
政
治
的
民
主
主
義
の
経
済
的
基

盤
（
市
場
の
仕
組
み
は
選
挙
投
票
の
仕
組
み
と

対
応
し
類
似
）
を
与
え
る
メ
リ
ッ
ト
を
も
つ
。

他
方
で
、
も
と
よ
り
、
競
争
の
デ
メ
リ
ッ
ト
（
市

場
の
失
敗
）
も
発
生
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
経
済
学
の
基
礎
知
識

で
す
。

　

一
般
に
、
日
本
で
は
、
競
争
の
メ
リ
ッ
ト
は

十
分
に
理
解
さ
れ
ず
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
よ
り
強

く
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
特
に
教

育
で
は
こ
の
傾
向
が
強
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

①
「
教
育
の
競
争
」

　

基
本
的
に
は
、
子
供
た
ち
に
は
多
様
な
能
力
・

性
格
が
あ
り
、
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
開
花
さ
せ

る
の
が
教
育
で
す
。　

教
育
に
お
け
る
競
争
は
、

学
生
・
生
徒
の
努
力
を
鼓
舞
し
、
ま
た
各
自
が

得
意
と
す
る
技
量
を
確
認
す
る
の
に
有
効
で
あ

り
、
他
方
教
師
に
は
教
育
に
つ
い
て
の
創
意
工

夫
を
促
す
で
あ
ろ
う
。
産
業
組
織
論
を
応
用
し

て
学
区
の
競
争
環
境
と
生
徒
の
学
力
の
関
係
を

調
べ
た
英
国
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
競
争
の
激
し

い
学
区
ほ
ど
、
学
力
は
高
い
」、
と
い
う
事
実
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

公
正
で
自
由
な
競
争
は
、
子
供
た
ち
の
多
様

な
能
力
を
見
つ
け
出
す
の
に
有
用
で
す
。
競
争

が
な
け
れ
ば
、
生
徒
は
ど
の
よ
う
に
し
て
得
意

な
分
野
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
得
意
な
分
野
を
伸
ば
す
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
が
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
か
つ

て
、
運
動
会
で
、
例
え
ば
50
ｍ
競
走
で
順
位
を

つ
け
な
い
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
え
る
側
は
、「
教
育

の
競
争
」
を
避
け
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

②
「
競
争
の
教
育
」

　

教
え
る
側
は
、
同
時
に
「
競
争
の
教
育
」
も

回
避
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、「
競

争
は
人
間
性
を
歪
め
る
も
の
」
と
捉
え
、
そ
し

て
ま
た
教
師
間
、
生
徒
間
、
学
校
間
、
地
域
間

の
格
差
を
望
ま
し
く
な
い
と
み
な
し
て
い
ま

す
。

　

外
国
で
は
、
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
内
容
、

例
え
ば
希
少
性
概
念
、
を
小
学
校
か
ら
教
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
由
社
会
の
経
済
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、「
公
正
な
競
争

が
行
わ
れ
な
く
な
る
と
、
社
会
は
ど
の
よ
う
に

な
る
か
」、
を
学
習
し
、
政
府
の
役
割
や
企
業
の

社
会
的
責
任
な
ど
を
通
し
て
、「
人
間
性
を
養

う
」
こ
と
も
大
き
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
競
争
と
教
育
は
重
要
な
関
係

に
あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
、
競
争
原
理
が

働
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
つ
い
て
行
け

な
い
子
供
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
ケ
ア
す

る
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
る
か
ら
、
落
ち
こ
ぼ

れ
が
で
な
い
の
で
す
。
理
解
格
差
、
学
力
格
差

が
生
ま
れ
る
の
を
も
っ
て
直
ち
に
競
争
を
否
定

す
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。

　

経
済
学
は
、
競
争
制
限
を
求
め
る
者
は
社
会

的
に
正
当
化
で
き
な
い
利
益
を
得
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
教
育
で
競
争
排

除
を
う
た
う
人
も
利
益
の
享
受
を
求
め
て
い
る

は
ず
で
す
。
競
争
制
限
し
て
一
番
利
益
を
受
け

る
の
は
誰
だ
ろ
う
か
。

 

■

土
井
教
之　
教
授
（
産
業
組
織
論
）

競
争
と
教
育

2010年
7月7日
水曜日
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人間を考える
　

本
日
は
日
本
語
に
お
け
る
濁
音
化
現
象

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
す
。
こ
れ
は
、

私
の
研
究
分
野
で
あ
る
音
声
学
・
音
韻
論

に
沿
う
も
の
な
の
で
す
が
、
チ
ャ
ペ
ル
講

話
で
こ
ん
な
堅
い
話
を
取
り
上
げ
る
の

は
、
実
は
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。

　

さ
て
、
日
本
語
に
は
「
連
濁
」
と
呼
ば

れ
る
現
象
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
の
語
が
繋

が
っ
て
一
つ
の
複
合
語
が
作
ら
れ
る
際

に
、
後
続
語
の
最
初
の
無
声
子
音
が
有
声

化
す
る
現
象
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

「
神
」
と
「
棚
」（
タ
ナ
）
で
「
神
棚
」（
カ

ミ
ダ
ナ
）
が
で
き
ま
す
し
、「
紙
」
と
「
ハ

サ
ミ
」
で
「
紙
バ
サ
ミ
」
と
な
り
ま
す
。

日
本
語
に
お
い
て
こ
の
連
濁
は
強
力
な
音

韻
規
則
の
一
つ
で
、
例
を
探
す
の
は
い
と

も
簡
単
で
す
。「
海
」
と
「
サ
ル
」
で
「
海

ザ
ル
」、「
雨
」
と
「
カ
エ
ル
」
で
「
雨
ガ

エ
ル
」
と
い
う
ふ
う
に
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
連
濁
は
起
こ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
実
は
、
す
で
に
上
で
答
え
て

い
る
の
で
す
が
、
繰
り
返
す
と
、
複
合
語

を
作
る
た
め
で
す
。
複
合
語
の
生
成
と
い

う
の
は
、
二
つ
以
上
の
語
（
形
態
素
）
が

集
ま
っ
て
新
に
別
の
意
味
を
も
つ
語
を
作

り
出
す
と
い
う
営
み
で
、
ど
の
言
語
で
も

見
ら
れ
ま
す
。
英
語
で
は
、w

hite

と

house

でW
hitehouse
（
大
統
領
官
邸
）、

green

とhouse

でgreenhouse

（
温
室
）

が
出
来
あ
が
り
ま
す
。
文
字
で
見
れ
ば
、

２
語
か
ら
成
る
句
と
１
語
に
な
っ
た
複
合

語
で
は
違
い
が
一
目
瞭
然
で
す
が
（
後
者

で
は
分
か
ち
書
き
さ
れ
て
い
な
い
）、
実

は
聞
い
た
だ
け
で
も
分
か
り
ま
す
。
句
で

は
、
ど
ち
ら
の
語
に
も
同
レ
ベ
ル
の
強
勢

が
置
か
れ
ま
す
が
、
複
合
語
で
は
最
初
の

形
態
素
（
語
）
に
第
１
強
勢
が
置
か
れ
る

か
ら
で
す
。
日
本
語
で
も
同
様
で
す
。
た

だ
し
日
本
語
で
は
、強
勢
で
は
な
く
、ピ
ッ

チ
変
化
が
利
用
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
先
の

「
神
棚
」
で
は
、「
神
」
は
頭
高
の
、
そ

し
て「
棚
」は
平
板
の
ア
ク
セ
ン
ト
パ
タ
ー

ン
を
も
っ
て
お
り
ま
す
が
（
つ
ま
り
本
来

な
ら
ピ
ッ
チ
変
化
が「
ミ
」で
一
旦
下
が
っ

て
「
ナ
」
で
ま
た
上
が
る
こ
と
に
な
る
）、

複
合
語
に
な
る
と
「
ア
ク
セ
ン
ト
核
」（
語

中
で
ピ
ッ
チ
が
下
が
る
と
こ
ろ
）
は
一
つ

に
な
っ
て「
カ
ミ
ダ
ナ
」と
な
り
ま
す（
つ

ま
り
ミ
と
ダ
の
部
分
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
）。

　

一
方
、
２
語
の
連
続
が
複
合
語
生
成
目

的
で
は
な
く
単
な
る
並
列
に
あ
る
場
合
、

こ
の
現
象
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、「
や
ま
か
わ
」と「
や
ま
が
わ
」で
は
、

構
成
素
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
意
味
が
異
な

る
わ
け
で
す
。
後
者
は
、「
山
を
流
れ
る

川
」
の
こ
と
で
、前
者
は
単
に
「
山
と
川
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　

濁
音
化
が
起
こ
ら
な
い
理
由
が
他
に
も

あ
り
ま
す
。
ま
ず
ラ
イ
マ
ン
の
法
則
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
生
成
抑
制
規
則
で
す
。

例
え
ば
「
海
」（
う
み
）
と
「
へ
び
」
で

は
「
う
み
へ
び
」(

cf. 
海
ガ
メ)

の
ま
ま

で
す
し
、「
大
」（
お
お
）
と
「
ト
ン
ボ
」

で
「
お
お
ト
ン
ボ
」(

cf. 

大
ガ
ラ
ス)

の

ま
ま
で
濁
音
が
生
じ
ま
せ
ん
。
理
由
は
、

後
続
要
素
が
始
め
か
ら
濁
音
を
も
っ
て
い

る
と
連
濁
は
生
じ
な
い
か
ら
で
す
（「
大

ば
し
ご
」
は
例
外
）。
そ
し
て
も
う
一
つ

の
理
由
は
、
三
語
以
上
か
ら
成
る
複
合
語

の
統
語
構
造
が
右
枝
分
か
れ
に
な
っ
て
い

る
場
合
で
す
。
で
す
か
ら
「
に
せ+

ぐ
す

り
」
と
は
言
え
て
も
、「
に
せ+

ざ
く
ら+

ま
つ
り
」
と
は
言
え
な
い
の
で
す
。
後
者

で
は
意
味
構
造
が
右
枝
分
か
れ
（
つ
ま
り

「
に
せ
」＋「
さ
く
ら
＋
ま
つ
り
」）と
な
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
「
に
せ
ざ
く
ら
」

を
祝
う
お
祭
り
な
ら
「
に
せ
ざ
く
ら
ま
つ

り
」（
左
枝
分
か
れ
構
造
）
も
可
能
で
す
。

実
は
、
同
じ
こ
と
が
英
語
の
複
合
語
規
則

で
も
言
え
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も

何
と
も
不
思
議
で
す
ね
。

 

■

大
高
博
美　
教
授
（
言
語
論
、
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー
、
普
遍
性
）

日
本
語
濁
音
考

2010年
10月18日
月曜日
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チャペル講話
　

１
９
６
０
年
代
に
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使

を
務
め
た
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
氏
は
、
日
本
ほ
ど
英
語
学
習
に
努
力

を
し
、
時
間
を
使
い
な
が
ら
効
果
を
上
げ

て
い
な
い
国
は
他
に
な
い
で
あ
ろ
う
と

言
っ
て
い
る
。
日
本
人
自
身
も
英
語
は
苦

手
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
国
際
的

な
英
語
の
習
熟
度
を
測
る
テ
ス
ト
と
し
て

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
， 

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
が
あ
る

が
、
こ
の
う
ち
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
日
本
と
韓

国
で
の
受
験
者
が
90
％
を
占
め
て
お
り
、

国
際
比
較
が
難
し
い
。
そ
こ
で
今
回
は
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
を
基
に
比
較
す
る
こ
と
に
す

る
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
はT

est of English 
as a Foreign Language

の
略
で
、
米

国
な
ど
英
語
圏
の
大
学
に
入
る
た
め
の
資

格
試
験
で
あ
る
。
Ｐ
Ｂ
Ｔ
（
ペ
ー
パ
ー
形

式
）
で
最
高
６
７
７
点
、
ｉ
Ｂ
Ｔ
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
形
式
）
で
最
高
１
２
０
点
で

あ
る
。
一
般
に
、
Ｐ
Ｂ
Ｔ
で
５
５
０
点
が

米
国
の
大
学
に
留
学
で
き
る
最
低
ラ
イ
ン

で
あ
り
、
大
学
院
入
学
で
は
６
０
０
点
が

要
求
さ
れ
る
。
６
０
０
点
は
英
検
１
級
に

ほ
ぼ
近
い
数
字
と
言
わ
れ
て
い
る
。     

　

近
年
、
我
が
国
の
主
な
企
業
で
は
、
英

語
力
の
指
標
と
し
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
重

視
し
て
い
る
。
こ
の
テ
ス
ト
は
１
９
７
９

年
に
当
時
の
経
団
連
と
通
産
省
の
肝
い
り

で
始
め
ら
れ
た
試
験
で
あ
る
の
で
、
企
業

が
力
を
入
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
筆
者

が
親
し
く
し
て
い
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
英

語
研
修
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
社

員
全
員
が
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
受
験
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
２
０
０
０
年

度
よ
り
主
任
昇
格
の
条
件
と
し
て
４
５
０

点
が
設
定
さ
れ
て
い
た
が
，
２
０
０
７
年

度
よ
り
、
５
５
０
点
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

そ
う
で
あ
る
。
英
語
が
で
き
な
い
と
、
昇

進
が
で
き
な
い
時
代
に
日
本
も
な
っ
た
の

で
あ
る
。
英
語
を
公
用
語
と
す
る
大
手
企

業
も
出
て
き
た
。

　

日
本
人
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
成
績
と
い
う

と
、
残
念
な
が
ら
よ
く
な
い
。
日
本
は
ア

ジ
ア
諸
国
の
中
で
下
か
ら
数
え
た
ほ
う
が

早
い
。
１
９
９
９
年
度
は
、
ア
ジ
ア
25
カ

国
中
20
位
、
世
界
１
７
１
カ
国
中
１
５
０

位
程
度
で
あ
り
、
こ
の
数
字
は
、
こ
の
10

年
間
、
大
き
な
変
化
は
な
い
。
２
０
０
９

年
度
の
ｉ
Ｂ
Ｔ
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
日
本
人

の
平
均
点
は
67

点
（Paper-based 

T
O
EFL

の
５
２
０
点
程
度
）
で
あ
る
。

日
本
、
韓
国
、
中
国
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
成

績
を
比
べ
て
み
る
と
、
１
９
８
０
年
代
ま

で
は
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
ど
の
国
も

４
８
０
点
位
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

１
９
９
０
年
以
降
は
、
日
本
は
韓
国
、
中

国
に
大
き
く
差
を
開
け
ら
れ
て
い
る
。
韓

国
、
中
国
は
と
も
に
５
５
０
点
か
ら

５
６
０
点
（
ｉ
Ｂ
Ｔ
で
約
80
点
）
の
高
得

点
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
日
本
人
の
英
語
力
が
増
進
し
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
は
複
合
的
で

あ
り
、
一
つ
に
絞
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

原
因
の
一
つ
に
、
言
語
学
的
に
み
て
も
英

語
が
日
本
語
の
対
極
に
あ
る
言
語
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
語
順
も
全
く
異
な

る
。
こ
の
差
は
大
き
い
。
発
音
、ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
と
ひ
ら
か
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字

表
記
の
差
も
あ
る
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
言
語
と
英
語
の
共
通
性
は
歴
史
的
に
見

て
も
驚
く
ほ
ど
近
接
し
て
い
る
。
も
う
一

つ
の
原
因
は
、
中
高
大
の
英
語
教
育
の
方

法
に
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
中
心

の
英
語
教
育
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
掛

け
声
だ
け
終
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
実
際
に
、
ど
れ
だ
け
運
用
能
力

を
重
視
し
た
英
語
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る

か
は
疑
わ
し
い
。
さ
ら
に
、
英
語
教
育
の

開
始
時
期
も
問
題
が
あ
る
。
語
学
は
12
歳

以
降
に
な
る
と
学
習
効
率
が
極
端
に
低
下

す
る
。
日
本
で
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期

か
ら
、
学
習
を
始
め
て
い
る
。
こ
れ
で
は

効
果
は
期
待
で
き
な
い
。
小
学
校
の
高
学

年
、
10
歳
位
か
ら
運
用
能
力
に
力
点
を
置

い
た
英
語
学
習
に
切
り
替
え
る
べ
き
時
期

が
き
て
い
る
。

�

■

神
崎
高
明　
教
授
（
英
語
学
）

我
が
国
の
英
語
教
育
を
考
え
る

2010年
10月20日
水曜日
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人間を考える
　

基
礎
演
習
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
の
テ
ー

マ
「
テ
レ
ビ
は
子
供
に
悪
影
響
を
与
え

る
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
と
き
、
ふ

と
留
学
中
（
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大

学
経
済
学
部
）
の
恩
師
カ
ー
ル
・
ブ
ラ
ン

ト
先
生
の
こ
と
を
話
し
た
。

「
子
供
の
頃
、
テ
レ
ビ
番
組
「
コ
ン
バ
ッ

ト
」が
好
き
だ
っ
た
。ア
メ
リ
カ
も
の
で
、

第
二
次
大
戦
末
期
フ
ラ
ン
ス
に
入
っ
た
ア

メ
リ
カ
の
部
隊
が
ド
イ
ツ
軍
を
打
ち
破
っ

て
い
く
ド
ラ
マ
だ
っ
た
。
そ
の
頃
、
戦
争

ご
っ
こ
で
そ
の
軍
曹
の
役
を
や
っ
て
ド
イ

ツ
兵
を
機
関
銃
で
や
っ
つ
け
る
の
が
快
感

だ
っ
た
。
け
れ
ど
、
20
代
後
半
の
長
い
ド

イ
ツ
留
学
の
中
で
、
そ
の
意
識
が
浅
は
か

だ
っ
た
と
反
省
し
た
。
つ
い
て
い
た
ブ
ラ

ン
ト
先
生
は
戦
争
（
ロ
シ
ア
戦
線
）
で
片

目
を
失
明
さ
れ
て
、
学
者
と
し
て
苦
労
さ

れ
て
い
た
方
で
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
分

に
と
て
も
親
切
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら

だ
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
悪
か
っ
た
が
、

末
端
の
ド
イ
ツ
兵
は
同
じ
人
間
と
し
て
痛

み
・
苦
し
み
を
も
ち
、
暖
か
い
ハ
ー
ト
を

も
つ
人
間
だ
っ
た
と
い
う
当
た
り
前
の
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
た
か
ら
だ
」
と
。

　

１
９
８
７
年
、
夏
が
始
ま
っ
た
頃
、
最

終
的
に
２
０
０
ペ
ー
ジ
余
り
に
な
る
博
士

論
文
を
書
い
て
い
て
、
書
け
た
章
は
先
生

に
見
て
も
ら
い
、
手
直
し
し
て
も
ら
っ
て

い
た
。
け
れ
ど
、
そ
の
頃
、
婚
約
者
（
現

在
の
妻
）
に
は
「
結
婚
式
ま
で
に
博
士
論

文
を
完
成
さ
せ
て
提
出
す
る
」
と
言
っ
て

い
た
の
に
、
式
が
近
づ
い
て
も
論
文
は
は

か
ど
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
と
き
大
き
な
失
敗
を
し
た
。
ブ

ラ
ン
ト
先
生
が
細
か
く
手
直
し
し
て
く
だ

さ
っ
た
書
込
み
原
稿
お
よ
そ
50
ペ
ー
ジ
分

（
フ
ィ
ヒ
テ
の
経
済
哲
学
の
章
）
を
、
先

生
の
研
究
室
で
い
た
だ
い
た
後
ど
こ
か
に

置
き
忘
れ
て
、
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。
家

で
カ
バ
ン
の
中
に
な
い
の
で
、
来
た
道
を

た
ど
っ
て
み
た
が
、
見
つ
か
ら
な
い
。
こ

の
大
き
な
部
分
が
ダ
メ
に
な
る
と
、
博
士

論
文
を
結
婚
式
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
こ
と

は
無
理
だ
し
、
そ
も
そ
も
ブ
ラ
ン
ト
先
生

は
良
い
方
の
目
も
使
い
す
ぎ
で
悪
く
さ

れ
、
腎
臓
結
石
と
高
血
圧
で
体
調
を
崩
さ

れ
て
、
教
授
会
も
休
ま
れ
た
り
し
て
い

た
。
そ
ん
な
先
生
に
直
し
て
い
た
だ
い
た

も
の
を
な
く
す
の
は
申
し
訳
な
い
。
1
週

間
ほ
ど
守
衛
さ
ん
に
尋
ね
た
り
、「
見
付

け
た
人
は
お
電
話
く
だ
さ
い
！
」
と
張
り

紙
を
し
た
り
、
警
察
で
落
と
し
物
を
尋
ね

た
り
し
て
、
探
し
に
探
し
た
。
け
れ
ど
出

て
こ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
ど
れ
だ
け
怒
ら
れ
て
も
し
か

た
が
な
い
と
覚
悟
し
て
、
研
究
室
に
再
度

ブ
ラ
ン
ト
先
生
を
訪
ね
て
、
心
か
ら
謝
っ

た
。
す
る
と
先
生
は
怒
る
こ
と
な
く
、「
昔

は
助
け
合
い
の
精
神(Solidarität)

が

あ
っ
た
か
ら
、
落
し
物
は
届
け
る
も
の

だ
っ
た
が
、
今
は
そ
れ
が
な
く
て
残
念

だ
」
と
言
わ
れ
、「
直
す
前
の
原
稿
の
コ

ピ
ー
は
あ
り
ま
す
ね
。
も
う
一
度
や
り
ま

し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
た
。
先
生
の
こ
の
優

し
さ
に
、
か
え
っ
て
「
す
ま
な
い
こ
と
し

た
！
」
と
深
く
思
っ
た
。
怒
ら
れ
て
い
た

ら
ふ
っ
切
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ

ど
、
病
気
が
ち
の
先
生
の
そ
の
ご
厚
意
に

申
し
訳
な
い
気
持
が
収
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
先
生
か
ら
フ
ィ
ヒ
テ
章
の
再

手
直
し
を
改
め
て
受
け
取
り
、
そ
の
結

果
、
博
士
論
文
の
執
筆
は
進
み
、
結
婚
式

の
1
日
前
に
完
成
し
た
論
文
を
提
出
し
、

花
嫁
へ
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
。
ブ
ラ
ン
ト
先
生
は
ぼ
く
の
そ
の
約
束

を
知
っ
て
い
た
し
、
博
士
論
文
の
完
成
を

条
件
と
し
て
ぼ
く
の
日
本
で
の
就
職
の
審

査
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
ご
存
知
だ
っ

た
の
で
、
そ
れ
ら
が
ク
リ
ア
ー
で
き
る
よ

う
に
と
ご
配
慮
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。

　

留
学
中
は
、
考
え
る
力
は
あ
る
の
に
聞

く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
こ
と
で
は
同
年

代
の
ド
イ
ツ
人
に
比
べ
て
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ト
先
生
は
片

目
の
失
明
と
い
う
障
害
を
も
っ
て
お
ら
れ

た
か
ら
、
留
学
生
の
ぼ
く
を
よ
く
理
解
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
小
学
生
の
頃

に
「
コ
ン
バ
ッ
ト
」
で
ド
イ
ツ
兵
を
や
っ

つ
け
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
た
自
分
は
ア

ホ
だ
っ
た
、
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。
や
ら

れ
た
元
ド
イ
ツ
兵
に
こ
れ
だ
け
親
切
に
さ

れ
た
の
だ
か
ら
。

　

先
生
は
、
そ
の
後
も
病
気
が
ち
だ
っ
た

が
奥
さ
ん
の
献
身
的
な
看
護
で
も
っ
て
長

く
一
緒
に
生
活
し
て
こ
ら
れ
た
。そ
し
て
、

な
ん
と
そ
の
授
業
の
2
日
前
の
10
月
19
日

に
87
歳
で
永
眠
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
す

ぐ
後
で
分
か
っ
た
。
23
日
が
葬
儀
と
の
こ

と
。
最
後
の
ご
挨
拶
を
し
た
と
思
う
。 

■

原
田
哲
史　
教
授
（
文
化
と
社
会
の
経
済
学
）

カ
ー
ル
・
ブ
ラ
ン
ト
先
生
の
死

（
２
０
１
０
年
10
月
19
日
）を
悼
む

2010年
10月27日
水曜日
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チャペル講話
　

本
学
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
〝M

astery 
for service

〞
の
〝service

〞
と
は
「
奉

仕
」、
つ
ま
り
社
会
（
家
族
や
隣
人
を
含

む
地
域
社
会
か
ら
異
国
に
暮
ら
す
人
々
を

含
む
国
際
社
会
ま
で
）
に
仕
え
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
本
学
で
は
ど
の

学
部
に
お
い
て
も
社
会
へ
の
奉
仕
を
念
頭

に
学
び
、
成
長
し
、
熟
達
す
る
と
い
う
精

神
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

我
が
経
済
学
部
の
「
経
済
」
と
い
う
言
葉

か
ら
皆
さ
ん
が
先
ず
連
想
す
る
の
は
「
奉

仕
」
よ
り
も
「
景
気
」、或
い
は
「
就
職
」

な
ど
に
纏
わ
る
事
柄
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
両
者
は
相
容

れ
難
い
も
の
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、実
は“M

astery 
for service

〞
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
本
学

ほ
ど
経
済
学
を
学
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所

は
な
い
と
私
は
考
え
ま
す
。

　

奉
仕
と
は
社
会
的
苦
悩
や
困
難
の
克
服

の
た
め
に
自
ら
の
能
力
を
す
す
ん
で
捧
げ

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
所
謂

社
会
奉
仕
活
動
や
慈
善
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
も
う
少

し
広
い
概
念
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
大
学

で
自
ら
の
能
力
や
人
格
を
精
一
杯
磨
き
、

卒
業
後
に
企
業
で
そ
の
能
力
を
存
分
に
活

か
し
て
社
会
に
優
れ
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
送
り
出
す
こ
と
も
、
あ
る
意
味
で
社
会

に
奉
仕
貢
献
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

経
済
学
で
は
一
国
の
生
活
水
準
は
基
本

的
に
在
住
者
の
生
産
性
に
依
存
す
る
と
考

え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
限
ら

れ
た
資
源
、
特
に
人
的
資
源
を
い
か
に
活

用
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
意
味
を

持
つ
の
で
す
。
仮
に
国
民
の
多
く
が
質
の

高
い
教
育
に
よ
っ
て
自
ら
の
能
力
を
積
極

的
に
向
上
さ
せ
、
各
々
の
優
位
性
を
活
か

し
た
職
業
に
就
い
て
生
産
活
動
に
携
わ
れ

ば
大
き
な
付
加
価
値
が
創
出
さ
れ
、
人
々

は
優
れ
た
製
品
や
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に

支
え
ら
れ
た
高
水
準
の
生
活
を
享
受
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
逆
に
多
く
の
人
が
教

育
機
会
を
得
な
が
ら
も
十
分
に
能
力
を
磨

こ
う
と
し
な
け
れ
ば
、
彼
ら
の
生
産
性
の

低
さ
は
自
身
の
所
得
水
準
の
低
さ
に
直
結

す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
と
っ
て
も
限

ら
れ
た
人
的
資
源
の
浪
費
と
い
う
大
き
な

費
用
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
皆
さ
ん
が
大

学
教
育
を
通
じ
て
自
ら
の
人
格
や
能
力
を

し
っ
か
り
と
磨
き
、
そ
れ
を
存
分
に
活
か

す
こ
と
の
で
き
る
職
を
得
て
社
会
で
活
躍

す
る
こ
と
の
経
済
学
的
な
意
味
合
い
が
見

え
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
単
に
個
人
が
金
銭

報
酬
を
得
る
こ
と
だ
け
を
意
味
す
る
の
で

は
な
く
、
付
加
価
値
の
創
出
（
具
体
的
に

は
優
れ
た
製
品
や
利
用
者
の
立
場
に
立
っ

た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
を
通
じ

て
人
々
の
暮
ら
し
を
充
実
さ
せ
る
、
つ
ま

り
自
ら
の
た
め
に
働
き
つ
つ
も
広
い
意
味

で
の
奉
仕
や
社
会
へ
の
貢
献
を
行
う
こ
と

を
も
意
味
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

将
来
の
就
職
の
た
め
に
経
済
学
を
学
ぶ

と
い
う
動
機
は
至
極
健
全
な
も
の
で
す
。

し
か
し
、“M

astery for service

〞
を

モ
ッ
ト
ー
と
す
る
本
学
を
経
済
学
の
学
び

の
場
と
し
て
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
は
も
う
一

段
高
い
志
を
持
た
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
大
学
、
家
族
や
友
人
、
そ
し
て
社
会

が
自
分
に
何
を
し
て
く
れ
る
の
か
を
問
う

の
で
は
な
く
、
経
済
学
を
学
ぶ
こ
と
で
自

分
自
身
が
何
を
身
に
つ
け
、
ど
う
貢
献
す

る
の
か
を
問
う
よ
う
に
な
る
こ
と
。
そ
し

て
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
で
自
ら
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

し
、「
奉
仕
の
た
め
の
練
達
」
を
体
現
す

る
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
し
、

世
に
送
り
出
す
場
と
し
て
他
な
ら
ぬ
関
学

経
済
学
部
の
営
み
が
あ
る
の
だ
と
私
は
考

え
ま
す
。 

■

藤
井
英
次　
教
授
（
国
際
経
済
学
）

関
西
学
院
の
建
学
精
神
と
経
済
学

―

奉
仕
と
生
産
性
に
つ
い
て―

2010年
11月10日
水曜日



Econo Forum 21 ／ March 2011 42

人間を考える
　

中
国
語
は
中
国
文
化
の
伝
達
手
段
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
中
国
語
を
詳
細
に
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
の
文
化
の
一
端

が
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
「
男
尊

女
卑
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
女
性
の
社
会

地
位
の
低
さ
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
四
字
熟
語
は
管
見
の
限
り
で
は
、
元

曲
で
初
め
て
使
わ
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
元

代
に
な
っ
て
こ
の
考
え
が
定
着
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
古
代

中
国
人
の
世
界
観
で
は
、
宇
宙
が
陰
陽
対

照
で
構
成
さ
れ
て
お
り
「
す
べ
て
の
時
間

の
始
ま
り
は
天
か
ら
、
す
べ
て
の
生
命
の

始
ま
り
は
地
か
ら
」
と
考
え
た
。
そ
し
て

女
性
が
出
産
す
る
こ
と
か
ら
、「
地
」
と

同
じ
で
あ
り
、「
陰
」
で
あ
る
。
一
方
男

性
は
女
性
の
対
照
と
し
て
、「
天
」
で
あ

り
、「
陽
」
で
あ
る
。
陰
と
陽
、
女
性
と

男
性
、
こ
れ
ら
は
古
代
中
国
人
の
宇
宙
観

に
よ
れ
ば
、
単
純
に
宇
宙
の
構
成
の
一
部

と
し
て
存
在
し
、
特
に
尊
卑
の
分
け
方
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
残
念

な
こ
と
に
、
後
の
時
代
で
は
強
力
な
封
建

社
会
・
父
権
社
会
で
あ
る
た
め
、
天
地
の

自
然
な
上
下
地
位
が
利
用
さ
れ
、「
男
尊

女
卑
」
の
言
葉
が
作
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

で
は
古
代
中
国
語
か
ら
男
尊
女
卑
の
具

体
例
を
見
て
い
き
た
い
。
女
扁
の
漢
字
に

は
否
定
的
な
意
味
を
表
わ
す
文
字
が
多

い
。「
奴
隷
」の「
奴
」、「
嫌
気
」の「
嫌
」、

「
妖
怪
」
の
「
妖
」
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な

い
。
ま
た
漢 

許
慎『
説
文
解
字
』で
は「
婦 

服
な
り
」
と
、
つ
ま
り
「
婦
と
は
服
従
で

あ
る
」
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
女
性
を

褒
め
る
も
の
も
あ
る
が
、
内
容
は
女
性
の

外
観
の
美
し
さ
を
描
写
す
る
の
み
で
あ

る
。
例
え
ば
李
延
年
「
羽
林
郎
」
に
は

「
娉ほ
う

�て
い

（
美
し
い
さ
ま
）」
と
い
う
語
が

見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
男
性
の
審
美
観
に
適

う
、
美
し
い
物
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る

言
葉
に
過
ぎ
な
い
。
宋
代
に
下
る
と
男
尊

女
卑
の
考
え
が
朱
子
学
の
影
響
で
ま
す
ま

す
広
が
っ
て
、
女
性
の
地
位
も
更
に
低
く

な
っ
た
。「
三
綱
五
常
」
と
い
う
言
葉
も

そ
の
時
代
の
象
徴
の
一
つ
と
見
ら
れ
る
。

君
臣
・
父
子
・
夫
婦
の
道
で
あ
る
三
綱
は

夫
と
妻
の
主
従
関
係
を
明
確
に
規
定
し

た
。

　

幸
い
中
華
人
民
共
和
国
に
な
っ
て
、
農

村
・
都
市
の
区
別
無
く
男
女
平
等
の
意
識

が
広
ま
っ
た
。
そ
れ
は
毛
沢
東
の
「
婦
人

は
天
の
半
分
を
さ
さ
え
て
い
る
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
っ
て
、
多
く
の
女
性
は

社
会
を
出
て
、
積
極
的
に
自
分
の
才
能
を

発
揮
し
な
が
ら
社
会
へ
貢
献
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
目
下
、
中
国
女
性
は
各
業
界
で

活
躍
し
て
い
る
。
女
性
の
学
者
・
政
治
家

も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
改
め
て

言
語
学
の
観
点
か
ら
見
る
と
面
白
い
現
象

が
生
じ
て
い
る
。ト
イ
レ
な
ど
は
必
ず「
男

子
ト
イ
レ
」・「
女
子
ト
イ
レ
」
の
よ
う
に

平
等
に
両
方
限
定
語
の
「
男
子
・
女
子
」

を
使
う
が
、「
部
長
（
大
臣
）」
と
い
う
単

語
の
前
に
「
女
」
と
い
う
限
定
語
が
な
け

れ
ば
、
男
性
の
政
治
家
を
指
す
こ
と
に
な

る
。
実
は
こ
れ
は
言
語
の
「
文
化
デ
フ
ォ

ル
ト
」(cultural default)

と
い
う
規
則

に
よ
り
発
生
し
た
現
象
で
あ
る
。
つ
ま
り

社
会
的
な
共
通
す
る
概
念
と
し
て
、
言
わ

な
く
て
も
そ
の
言
葉
し
か
浮
か
べ
な
い
と

い
う
言
葉
意
味
に
対
し
て
の
連
想

(sem
antic coherence)

で
あ
る
。
わ
ざ

わ
ざ
「
女
」
と
い
う
限
定
語
を
加
え
な
け

れ
ば
、「
部
長
（
大
臣
）」
の
よ
う
な
社
会

地
位
の
高
さ
に
位
置
す
る
人
は
な
か
な
か

女
性
で
あ
る
こ
と
を
連
想
で
き
な
い
現
象

は
、
女
性
の
社
会
地
位
に
関
わ
る
問
題
が

現
在
に
於
い
て
も
伺
え
る
の
で
あ
る
。

　

い
つ
か
男
性
も
女
性
も
同
じ
人
間
と
し

て
自
分
の
好
き
な
生
き
方
を
自
由
に
選
択

で
き
る
日
が
来
た
ら
、
言
葉
も
ま
た
同
様

に
変
化
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。

 

■

田　

禾　
助
教
（
人
文
科
学
、
中
国
語
学
）

言
葉
か
ら
み
る
中
国
女
性
の
地
位

2010年
11月15日
月曜日
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チャペル講話
　

就
職
活
動
を
始
め
る
際
、
多
く
の
学
生

が
自
己
分
析
や
適
職
診
断
を
受
け
る
。

ネ
ッ
ト
に
お
け
る
関
連
サ
イ
ト
が
、
そ
の

需
要
の
多
さ
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に

共
通
す
る
前
提
は
、「
自
分
」
が
固
定
的

で
不
変
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
自
分
が
常
に
一
貫
し
た
不
変
の
存
在

で
あ
る
と
い
う
体
験
へ
の
揺
る
ぎ
な
い
信

念
が
、
自
己
分
析
や
適
職
診
断
を
支
え

る
。

　

そ
も
そ
も
「
自
分
」
は
、
不
変
で
一
貫

し
た
存
在
だ
ろ
う
か
。
二
元
論
の
危
険
を

敢
え
て
冒
し
な
が
ら
、
人
間
を
肉
体
と
精

神
に
分
け
て
考
え
る
。
諸
説
が
あ
る
も
の

の
、
ヒ
ト
の
肉
体
は
約
六
十
兆
個
の
細
胞

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
新
陳
代
謝
に

よ
っ
て
、
古
い
細
胞
が
死
に
新
た
な
細
胞

が
生
ま
れ
る
。
各
器
官
に
よ
っ
て
差
異
は

あ
る
が
、
骨
も
含
め
て
体
内
で
大
方
の
細

胞
が
更
新
さ
れ
る
の
に
、
約
二
年
半
を
要

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
二
年

半
前
の
ヒ
ト
の
肉
体
は
も
は
や
今
の
肉
体

と
は
別
物
で
あ
り
、
二
年
半
後
の
肉
体
は

今
と
は
全
く
別
の
物
質
に
な
っ
て
い
る
。

確
か
に
遺
伝
情
報
や
肉
体
的
特
徴
は
引
き

継
が
れ
る
が
、
肉
体
そ
の
も
の
は
刻
々
と

老
化
し
て
い
て
、
不
変
の
存
在
と
し
て
の

「
自
分
」
を
保
証
す
る
も
の
と
は
な
り
え

な
い
。

　

精
神
は
、
生
活
環
境
な
ど
の
外
的
要
因

や
後
天
的
な
経
験
に
よ
っ
て
多
大
の
影
響

を
受
け
続
け
る
。
双
子
で
あ
っ
て
も
性
格

や
精
神
構
造
は
異
な
る
。
家
族
、
友
人
、

職
場
、
学
校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
家
や

民
族
な
ど
、
外
的
因
子
が
解
き
ほ
ぐ
せ
な

い
状
態
で
複
雑
に
せ
め
ぎ
合
う
磁
場
が
人

間
の
精
神
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ど
こ
ま
で

が
自
分
の
領
域
で
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で

が
外
的
因
子
か
ら
の
影
響
の
痕
跡
な
の
か

を
峻
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
性

格
に
関
し
て
言
え
ば
、
催
眠
術
を
用
い
て

潜
在
意
識
を
覗
き
見
る
と
、
た
い
て
い
複

数
の
人
格
が
現
出
す
る
と
い
う
。「
性
格
」

は
英
語
で
“personality

”
で
あ
り
、

“person

”
か
ら
の
派
生
語
で
あ
る
。

“person

”
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
の

“persōna

”（
仮
面
）
で
あ
る
。
古
代
演

劇
の
役
者
は
、
演
じ
る
劇
に
応
じ
て
仮
面

を
付
け
替
え
た
。
古
代
人
は
、
移
ろ
い
や

す
い
変
化
の
基
軸
で
性
格
や
個
性
を
見
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

自
分
と
は
固
定
的
で
な
け
れ
ば
不
変
で

も
な
く
、
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
動
的
な

も
の
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
当
の

自
分
な
ど
存
在
し
な
い
。
こ
の
前
提
で
就

職
活
動
の
話
題
に
立
ち
返
ろ
う
。
自
己
分

析
や
適
職
診
断
は
、
今
現
在
の
束
の
間
の

「
自
分
」
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
り
診
断

で
あ
る
。
自
己
分
析
や
性
格
診
断
は
、
数

年
後
の
自
分
を
診
断
す
る
器
用
さ
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
。
だ
が
大
学
生
は
卒
業

後
数
十
年
間
就
労
し
続
け
る
。
長
い
将
来

に
わ
た
っ
て
従
事
し
続
け
る
職
業
や
仕
事

を
、
今
現
在
の
自
分
と
い
う
束
の
間
の
脆

弱
な
基
準
に
基
づ
い
て
決
断
し
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
。

　

自
分
に
あ
っ
た
仕
事
を
探
す
べ
き
で
は

な
い
。
自
分
に
仕
事
を
適
合
さ
せ
て
は
い

け
な
い
。
仕
事
は
決
し
て
あ
な
た
に
合
わ

せ
て
く
れ
な
い
。
な
ら
ば
、
あ
な
た
が
仕

事
に
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
な
た

は
、
こ
れ
か
ら
も
刻
々
と
変
化
し
て
ゆ
く

か
ら
で
あ
る
。
あ
な
た
と
仕
事
の
ベ
ス

ト
・
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
仕
事
に
あ
な
た
を

変
え
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
図
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
与
え
ら
れ
た
職
業
や
仕
事

を
自
分
の
も
の
と
し
て
受
け
容
れ
る
柔
軟

さ
、
忍
耐
強
さ
、
そ
し
て
謙
虚
さ
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
仕
事
が
あ
な
た

を
「
あ
な
た
」
へ
と
育
て
て
ゆ
く
で
あ
ろ

う
。

 

■

山
田　

仁　
准
教
授
（
イ
ギ
リ
ス
文
学
）

自
己
分
析
へ
の
疑
問

2010年
11月17日
水曜日
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人間を考える
　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
入

り
口
に
は
、
二
つ
あ
る
こ
と
に
な
る
。
一

つ
は
、
自
分
の
目
に
す
る
も
の
と
考
え
る

こ
と
を
客
観
化
し
、
そ
れ
を
共
通
の
合
理

的
な
言
説
に
よ
っ
て
言
い
表
し
、
語
ら
れ

る
べ
き
内
容
の
代
表
者
な
い
し
代
弁
者
と

し
て
、
他
者
と
同
等
か
つ
交
代
可
能
な
人

間
と
し
て
語
る
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
も
う
一
つ
の
入

り
口
は
、
本
質
的
な
の
は
、
き
み
自
身
、

き
み
が
何
か
を
語
る
こ
と
だ
と
い
う
状
況

で
あ
る
」 

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
リ
ン
ギ
ス

　

こ
れ
ま
で
の
人
生
に
お
い
て
飛
行
機
に

何
度
搭
乗
し
た
の
か
を
数
え
て
み
よ
う
と

し
た
が
、
正
確
な
回
数
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
た
だ
少
な
く
と
も
１
０
０
回
以
上
は

乗
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。
飛
行
機
は
実
は
あ
ま
り
好
き
な
乗
り

物
で
は
な
い
の
だ
が
、
大
学
生
の
頃
か

ら
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
称
し
て
色
々
な

と
こ
ろ
へ
出
向
い
て
し
ま
っ
た
も
の
で
、

定
員
が
数
名
の
プ
ロ
ペ
ラ
機
に
も
乗
っ
た

し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
上
空
１
万
メ
ー
ト
ル
を

飛
行
中
に
、
け
た
た
ま
し
い
サ
イ
レ
ン
と

と
も
に
「
エ
ン
ジ
ン
の
故
障
で
引
き
返

す
」
と
い
う
英
語
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聴
く

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
は
自
分
の
英

語
力
の
無
さ
故
に
引
き
返
す
ま
で
の
1
時

間
程
度
の
時
間
を
冷
静
（
？
）
に
過
ご
せ

た
も
の
だ
。
最
近
の
記
憶
に
残
る
フ
ラ
イ

ト
と
い
え
ば
、
去
年
（
２
０
１
０
年
）
の

11
月
に
ゼ
ミ
合
宿
で
沖
縄
に
着
陸
す
る
と

き
の
雨
（
ス
コ
ー
ル
と
呼
ぶ
べ
き
か
）
は

も
の
す
ご
い
も
の
だ
っ
た
。
学
生
の
前
で

は
平
静
を
装
っ
て
い
た
も
の
の
、
心
の
中

で
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
運
転
技
術
に
密
か
に

拍
手
を
送
っ
て
い
た
。
那
覇
の
空
港
に
降

り
立
ち
、
ス
コ
ー
ル
を
よ
り
直
接
的
に
感

じ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
皆
の
顔
に
は
不

思
議
な
こ
と
に
笑
顔
が
あ
っ
た
。
笑
う
し

か
な
い
ほ
ど
の
予
想
を
超
え
た
ス
コ
ー
ル

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
自
分

に
と
っ
て
初
の
沖
縄
は
そ
ん
な
天
気
の
中

で
始
ま
っ
た
。

　

明
く
る
日
の
バ
ス
で
の
移
動
中
、
学
生

達
が
夜
更
か
し
の
影
響
で
爆
睡
を
し
て
い

る
中
、
不
思
議
な
こ
と
に
私
一
人
だ
け
が

睡
魔
に
も
お
そ
わ
れ
ず
、
車
窓
を
流
れ
る

景
色
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
何
か
際

だ
っ
て
特
徴
的
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
の
だ
が
、
さ
り
と
て
内
地
の

景
色
と
は
ま
る
で
違
う
沖
縄
の
自
然
を
眺

め
て
い
る
と
、
何
か
恍
惚
と
し
た
気
分
が

沸
き
立
っ
て
く
る
か
ら
不
思
議
だ
。
片
道

3
時
間
、
往
復
6
時
間
と
い
う
移
動
時
間

が
全
く
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　

沖
縄
に
は
、
イ
ン
ド
に
は
、
ガ
ー
ナ
に

は
、
自
分
が
知
ら
な
い
色
が
あ
り
、
臭
い

が
あ
り
、温
度
が
あ
り
、湿
気
が
あ
っ
た
。

ど
う
や
ら
そ
う
し
た
生
の
雑
音
（
ノ
イ

ズ
）
の
振
り
幅
が
大
き
い
時
に
、
こ
う
し

た
官
能
的
と
も
よ
べ
る
感
覚
が
出
現
す
る

ら
し
い
。
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
バ
ス

移
動
の
前
日
に
食
し
た
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
刺
し

（
鹿
肉
）
に
は
、
こ
う
し
た
異
界
へ
迷
い

込
む
た
め
の
呪
術
的
な
香
り
が
漂
っ
て
い

た
（
お
お
げ
さ
か
）。
人
間
に
限
ら
ず
、

植
物
や
風
景
、
更
に
言
え
ば
温
度
や
湿
度

と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
空
気
感
ま
で
も

含
め
て
、
そ
れ
ら
他
者
と
の
「
出
会
い
」

は
、
我
々
、
人
間
に
喜
び
を
も
た
ら
す
。

そ
し
て
そ
う
し
た
「
出
会
い
」
は
、
お
お

む
ね
予
測
不
能
な
も
の
が
多
く
、
あ
る
い

は
予
測
が
不
能
な
出
会
い
ほ
ど
、
よ
り
官

能
的
な
喜
び
を
我
々
に
も
た
ら
す
の
か
も

し
れ
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
人
間
に
と
っ
て

重
要
な
こ
と
は
世
界
が
計
り
知
れ
な
い
こ

と
で
満
ち
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
に
出
会
う
た
め
に
出
か
け
る
こ
と
が

出
来
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
あ
の
ス

コ
ー
ル
を
く
ぐ
り
抜
け
て
降
り
立
っ
た
沖

縄
と
の
出
会
い
は
、
そ
ん
な
想
い
を
私
に

与
え
て
く
れ
た
。「
感
謝
」
で
あ
る
。 

■

栗
田
匡
相　
助
教
（
開
発
経
済
学
）

君
が
世
界
を
語
る
こ
と
、
そ
し
て

語
れ
る
こ
と

2010年
11月22日
月曜日



Econo Forum 21／ No.1745

チャペル講話
　

私
は
、
中
国
本
土
以
外
の
場
所
に
居
住

す
る
中
国
系
移
民
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た

中
国
語
映
画
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
映
画
は
、
映
画
の
前
に
国
名
を
冠
す

る
い
か
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ネ
マ
の
枠
組

み
に
も
収
ま
ら
な
い
も
の
で
、
い
わ
ば
無
国

籍
映
画
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
三
三
年

に
、
五
歳
の
時
に
渡
米
し
た
中
国
系
移
民
の

ジ
ョ
セ
フ
・
チ
ョ
ウ
と
い
う
人
が
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で

Grandview
 Film

 Com
pany

と
い
う
映

画
会
社
を
設
立
さ
せ
た
。
以
後
一
九
四
八

年
ご
ろ
ま
で
、
三
十
数
本
の
中
国
語
映
画

が
ア
メ
リ
カ
の
地
で
移
民
た
ち
に
よ
っ
て

製
作
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
〈
中
国
映
画
〉

と
は
呼
ば
れ
な
い
〈
中
国
語
映
画
〉
に
つ

い
て
、
私
が
調
べ
て
い
る
。

　

今
日
、
国
籍
を
指
標
と
し
て
映
画
を
分

類
し
批
評
す
る
こ
と
が
、
映
画
研
究
の
主

流
で
あ
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
が
作
り

出
し
た
国
民
国
家
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

を
映
画
に
当
て
は
め
、
特
に
ア
ジ
ア
映
画

に
関
す
る
先
行
研
究
の
中
で
は
、
映
画
を

そ
の
国
の
「
国
民
文
化
」
に
つ
い
て
「
勉

強
す
る
」
た
め
の
良
き
教
材
と
み
な
す
も

の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
個
々
の
国
を
単
位
と
す
る
映

画
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
も
は
や
把

握
し
き
れ
な
い
映
画
史
の
問
題
が
存
在
し

て
い
る
。
ト
ー
キ
ー
映
画
が
中
国
国
内
で

大
き
な
人
気
を
博
し
た
三
十
年
代
初
頭
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
中
国

大
陸
以
外
の
場
所
に
お
い
て
も
、
中
国
系

の
移
民
た
ち
が
自
ら
の
母
国
語
を
使
っ
て

異
境
の
地
で
映
画
を
作
り
始
め
て
い
た
。

海
外
で
製
作
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
中
国
語
映

画
は
、
た
だ
単
に
中
国
系
移
民
の
郷
愁
を

癒
す
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
移
民
た
ち
の
映
画
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま

な
エ
ス
ニ
ッ
ク
共
同
体
を
均
質
化
さ
せ
て

し
ま
う
と
同
時
に
、
観
客
を
感
情
的
に
結

束
さ
せ
る
力
も
持
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

国
際
情
勢
や
移
住
先
の
国
の
移
民
政
策
の

変
動
に
よ
り
、
中
国
系
移
民
の
帰
属
意
識

も
絶
え
ず
変
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

映
画
の
テ
ク
ス
ト
を
通
じ
て
、
移
民
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
変
容
す
る
過
程
を

探
っ
て
き
た
が
、
そ
の
考
察
は
、
海
外
で

暮
ら
し
て
い
る
私
自
身
に
と
っ
て
の
内
省

の
旅
で
も
あ
っ
た
。
中
国
で
生
ま
れ
育

ち
、
中
国
語
に
よ
る
教
育
を
受
け
た
漢
民

族
の
中
国
人
で
あ
る
私
は
、
も
し
も
日
本

で
暮
ら
す
機
会
を
得
ら
れ
ず
に
ず
っ
と
中

国
本
土
で
生
活
を
送
っ
て
い
た
ら
、「
中

国
文
化
・
中
国
語
・
中
国
国
籍
」
の
三
位

一
体
の
構
造
が
一
致
し
た
「
中
国
人
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
と
し
て
、
そ
の
保
護
下
に

な
い
中
国
系
移
民
の
現
実
を
想
像
す
る
こ

と
す
ら
で
き
な
い
ま
ま
、
一
生
を
終
え
る

こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
中
国
と
日
本
の

あ
い
だ
を「
越
境
」す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
ら
が
「
中
国
人
」
だ
と
名
乗
る
意
味
を

再
考
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
し
、
お
金
・
情

報
が
国
境
を
越
え
て
ま
す
ま
す
流
動
化
し

つ
つ
あ
る
な
か
で
、
私
自
身
の
よ
う
に
、

複
数
の
文
化
や
社
会
の
境
界
に
生
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
間
は
ま
す
ま
す
増
え
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
移
動
の
時
代
に
生
を
受

け
た
わ
れ
わ
れ
は
、
中
央
集
権
的
な
国
民

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
同
化
に
埋
没

さ
れ
な
い
「
個
」
と
し
て
の
生
き
方
を
模

索
す
る
機
会
を
つ
い
に
手
に
入
れ
た
。
半

世
紀
前
に
お
け
る
中
国
系
移
民
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
は
、「
国
民
」
と
し
て
の
自
己

同
一
性
を
超
え
た
あ
り
方
を
模
索
す
る
現

代
の
わ
れ
わ
れ
に
、
新
た
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
把
握
す
る
た
め
の
座
標
軸
を

提
供
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

■

韓　

燕
麗　
助
教
（
映
画
史
）

無
国
籍
映
画

2010年
11月24日
水曜日
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人間を考える
　

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
原
動
力
と
し
て

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」１

が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
競
争
を
通

し
て
、
市
場
に
お
け
る
新
陳
代
謝
が
行
わ

れ
、
市
場
の
効
率
性
が
高
ま
る 

。
企
業

に
と
っ
て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
こ
と
で
生
産
効
率
を
改
善
し
、
強
い
競

争
力
の
獲
得
に
つ
な
が
る
。
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を

担
う
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
で
あ
る
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、
多
く
の
場
合

は
、
小
規
模
で
資
源
や
経
験
が
乏
し
い
た

め
、
資
金
調
達
な
ど
に
お
い
て
多
く
の
困

難
に
直
面
し
て
、
開
業
間
も
な
く
市
場
か

ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
運
命
に
あ

る
。
今
日
世
界
的
に
活
躍
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業

も
例
外
で
は
な
く
、
当
初
は
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
多
く
の

困
難
に
打
ち
勝
っ
て
今
の
成
功
が
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
そ
れ
ら
の
企
業
は
成
功
し
た

の
か
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
成
否
を
分
け

た
も
の
は
何
か
。
そ
の
答
え
の
一
つ
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
で
き
た
か
ど
う

か
で
あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す

る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら

れ
る
の
が
「
人
的
資
本
」
で
あ
る
。

　

経
済
学
に
お
い
て
人
的
資
本
と
言
え

ば
、
マ
イ
ケ
ル
・
ス
ペ
ン
ス
の
「
シ
グ
ナ

リ
ン
グ
理
論
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

経
営
者
や
労
働
者
の
教
育
水
準
の
役
割
が

注
目
さ
れ
て
き
た
。
実
際
に
、
労
働
市
場

に
お
い
て
、
求
職
者
個
人
の
能
力
を
正
確

に
把
握
で
き
な
い
た
め
、
教
育
水
準
が
重

要
な
シ
グ
ナ
ル
と
な
り
、
採
用
基
準
の
重

要
な
指
標
と
な
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
と
っ
て
は
、

資
源
の
補
完
や
リ
ス
ク
回
避
の
観
点
か

ら
、
い
か
に
外
部
組
織
と
連
携
す
る
か
が

重
要
な
戦
略
と
な
る
。
し
か
し
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
は
、
十
分
な
資
源
や
評
判
が

な
い
た
め
、
そ
の
取
引
相
手
や
連
携
相
手

に
と
っ
て
は
、
経
営
者
の
学
歴
や
経
験
が

企
業
の
潜
在
的
な
能
力
を
判
断
す
る
際
の

重
要
な
シ
グ
ナ
ル
と
な
る
。

　

大
企
業
に
お
い
て
は
、
何
千
あ
る
い
は

何
万
人
と
い
う
労
働
者
を
抱
え
る
た
め
、

経
営
者
と
い
え
ど
も
、
決
定
的
な
影
響
力

を
持
つ
と
は
言
え
な
い
が
、
小
規
模
な
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
に
お
い
て
は
、経
営
者（
創

業
者
）の
役
割
は
絶
大
で
あ
る
。実
際
に
、

国
内
外
の
実
証
研
究
に
お
い
て
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
経
営
者
の
人
的
資
本
は
、

外
部
連
携
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
重

要
な
決
定
要
因
と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
成

否
（
生
存
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
成
長
な

ど
）
に
大
き
く
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
る

と
い
う
結
果
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。 

　

低
迷
す
る
経
済
の
活
性
化
に
お
い
て
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
担
い
手
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ

り
、
そ
の
成
否
を
分
け
る
の
が
人
的
資
本

で
あ
る
。
今
日
の
ハ
イ
テ
ク
時
代
に
お
い

て
も
、
経
済
を
動
か
し
て
い
る
の
は
ヒ
ト

で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
見
過
ご
さ
れ
が

ち
で
あ
る
。
将
来
を
担
う
経
済
学
部
の
学

生
を
指
導
す
る
立
場
の
人
間
と
し
て
、
こ

の
事
実
を
強
く
再
認
識
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

 

■

１�　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
，
プ
ロ
ダ
ク
ト
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（dem

and-enhanc-
ing

）
と
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（cost-reducing

）
に
大
き
く
分
け
ら
れ

る
が
，
こ
こ
で
は
特
に
区
別
せ
ず
，
様
々

な
意
味
を
含
む
も
の
と
し
て
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
．

加
藤
雅
俊　
助
教
（
企
業
経
済
学
）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
的
資
本

2010年
11月29日
月曜日
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大
学
生
の「
本
離
れ
」が
指
摘
さ
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
日
々
進
化
す
る
電
子

書
籍
に
よ
っ
て
、
活
字
を
読
む
手
段
が
多

様
化
し
て
い
る
。
書
店
最
大
手
の
紀
伊
国

屋
書
店
も
紙
の
本
と
電
子
書
籍
の
両
方
を

扱
う
電
子
書
店
を
開
設
す
る
と
い
う
。
今

や
、
本
を
手
に
取
り
、
紙
の
ペ
ー
ジ
を
め

く
ら
ず
と
も
、
情
報
を
得
た
り
、
物
語
や

長
編
小
説
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
英
語
の
授
業
を
例
に
取
っ
て
み
て

も
、
紙
の
辞
書
を
手
に
し
て
い
る
学
生
は

皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
ほ
と
ん
ど
の
学
生

が
電
子
辞
書
や
携
帯
を
頼
り
に
単
語
の
意

味
を
調
べ
て
い
る
。
そ
の
光
景
は
、
手
に

馴
染
ん
だ
紙
の
辞
書
を
使
っ
て
学
生
時
代

を
過
ご
し
た
私
を
時
折
寂
し
い
気
持
ち
に

さ
せ
る
。

　
「
本
」
の
歴
史
は
古
代
ま
で
遡
る
。
そ

し
て
時
を
経
て
中
世
以
来
、
人
間
は
ず
っ

と「
本
」を
愛
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

「
書
物
愛
」、「
愛
書
家
」
の
伝
統
の
中
に

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス（
１
８
３
４

－

１ 
８
９
６
）
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
は
、
今
か
ら

１
５
０
年
ほ
ど
前
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
時
代
に
お
い
て
多
彩
な
創
作
活
動

を
行
っ
た
芸
術
家
、
社
会
主
義
活
動
家
で

あ
る
。
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

は
、
自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
彼
の
美
し

い
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
２
０
０
９
年
に
開
か
れ
た
「
ア
ー

ツ
＆
ク
ラ
フ
ツ
展
」
の
ポ
ス
タ
ー
に
記
さ

れ
た
印
象
的
な
モ
リ
ス
の
言
葉　

―

「
役

に
た
た
な
い
も
の
、
美
し
い
と
思
わ
な
い

も
の
を
、
家
に
置
い
て
は
な
ら
な
い
」
を

覚
え
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
モ
リ
ス
が
生
涯
最
後
の
仕
事
と
し
て

力
を
注
い
だ
の
が
書
物
工
芸
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
当
時
の
機
械
印
刷
に
よ
っ
て
大
量

生
産
さ
れ
た
醜
い
本
を
批
判
し
、
自
ら
ケ

ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
を
設
立
し
て「
理

想
の
書
物
」を
製
作
し
た
。書
物
蒐
集
を
も

再
開
し
た
晩
年
の
モ
リ
ス
は
、
文
字
通
り

「
本
」に
囲
ま
れ
て
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
モ
リ
ス
に
と
っ
て
の
理
想
の
書

物
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
彼
の
講
演
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
か

ら
、
モ
リ
ス
が
中
世
の
時
代
に
作
ら
れ
た

彩
色
写
本
や
初
期
印
刷
本
を
「
美
し
い
」

と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ

ら
は
、
活
字
の
美
し
さ
に
お
い
て
秀
で
て

お
り
、
機
械
で
は
な
く
、
確
か
な
技
術
に

基
づ
い
た
手
仕
事
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
彼
が
描
い
た
散
文
ロ
マ
ン
ス

の
作
品
群
を
読
む
と
、
モ
リ
ス
が
理
想
と

し
た
書
物
の
さ
ら
な
る
特
質
が
見
え
て
く

る
。
ま
ず
、
本
は
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
れ
故
、

次
世
代
へ
の
継
承
に
耐
え
う
る
し
っ
か
り

と
し
た
造
り
が
望
ま
し
い
。
そ
し
て
何
よ

り
重
要
な
の
は
、
モ
リ
ス
の
描
く
書
物

は
、
自
然
や
大
地
と
融
和
す
る
存
在
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
物
語
の
中
で
、
本
は

そ
の
開
い
た
頁
に
葉
陰
が
落
ち
る
よ
う
な

自
然
の
中
で
読
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本

の
中
に
山
や
海
と
い
っ
た
自
然
そ
の
も
の

が
内
包
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
が
よ
り
良
き
書

物
を
作
る
た
め
に
、
材
料
を
吟
味
し
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
手
漉
き
の
紙

や
木
版
画
、
ヴ
ェ
ラ
ム
の
装
幀
な
ど
、
ケ

ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
の
本
か
ら
は
、

木
や
土
の
香
り
、
手
触
り
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る
。
手
仕
事
に
よ
る
丹
念
な
製

作
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
存
在
、
自
然
や

大
地
と
の
融
和―

こ
う
並
べ
て
考
え
て
み

る
と
、
モ
リ
ス
の
「
理
想
の
書
物
」
は
、

電
子
書
籍
の
対
極
を
成
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
書
籍

の
利
便
性
を
活
用
し
つ
つ
、
学
生
の
皆
さ

ん
に
は
、
是
非
「
書
物
愛
」
の
伝
統
に
つ

い
て
思
い
を
致
し
、
本
を
手
に
取
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。 

■

森
田　

由
利
子　
准
教
授
（
イ
ギ
リ
ス
文
学
、
ラ
イ
フ
・
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
）

ウ
ィ
リ
ア
ム・モ
リ
ス
の
理
想
の
書
物

2010年
12月1日
水曜日
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経済と倫理
　

と
あ
る
日
の
深
夜
。
ゼ
ミ
生
か
ら
一
行

だ
け
の
メ
ー
ル
が
き
た
。「
人
は
何
の
た

め
に
働
く
の
で
し
ょ
う
か
？
」
就
活
も
終

盤
に
差
し
掛
か
る
頃
だ
っ
た
。（
ま
い
っ

て
る
ん
や
ろ
か
）
あ
れ
こ
れ
思
案
し
て
返

事
を
送
っ
た
。「
ま
ず
食
べ
る
た
め
。
自

分
が
多
少
な
り
と
も
成
長
し
た
と
実
感
で

き
る
時
、
嬉
し
い
。
そ
れ
か
ら
…
」
後
で

聞
い
た
ら
、
面
接
で
訊
か
れ
て
う
ま
く
答

え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
私
に
質
問
し
て
み

た
ら
し
い
。（
な
ー
ん
や
、
紛
ら
わ
し
い

な
。）
数
カ
月
後
、
授
業
で
卒
業
生
を
ゲ

ス
ト
に
招
い
た
。
受
講
生
か
ら
の
質
問
：

「
お
金
を
稼
ぐ
以
外
に
働
く
意
味
は
あ
る

の
か
？
」「
仕
事
に
や
り
が
い
は
あ
る
の

か
？
」
哲
学
的
？
と
い
う
か
不
安
そ
う
な

質
問
が
続
く
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
で
よ
う

と
せ
ん
若
者
に
多
少
の
不
安
は
つ
き
も
の

だ
が
、
同
時
に
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
も

あ
る
は
ず
だ
。
し
か
し
、
わ
く
わ
く
は
感

じ
ら
れ
な
い
。彼
ら
は
、社
会
人
デ
ビ
ュ
ー

を
前
に
何
か
し
ら
陰
鬱
な
予
感
を
抱
い
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
っ
た
。

　

だ
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
ゼ
ミ
生
か
ら
も

ら
っ
た
質
問
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と

思
う
。
人
は
何
の
た
め
に
働
く
の
か
。
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
は
何
か
。
経
済
学

で
は
労
働
は
不
効
用
を
も
た
ら
し
、
そ
れ

は
お
金
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
さ
れ
る
。
し

か
し
、
労
働
そ
の
も
の
が
不
効
用
だ
け
で

な
く
効
用
を
も
も
た
ら
す
こ
と
を
私
た
ち

は
経
験
則
か
ら
知
っ
て
い
る
。
自
分
の
仕

事
が
役
に
立
っ
て
い
る
と
実
感
す
る
時
の

喜
び
、
自
分
の
成
長
を
感
じ
る
時
の
喜

び
。
こ
れ
ら
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
効
用
で
あ

る
。
目
に
み
え
な
い
報
酬
と
も
い
え
る
。

　

で
は
、
今
日
の
日
本
に
お
い
て
労
働
の

効
用
・
不
効
用
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
仮
に
仕
事
に
よ
る
疲
労

（
不
効
用
）
が
一
定
と
す
る
（
肉
体
労
働

が
減
り
肉
体
的
な
疲
労
は
減
っ
て
い
る
一

方
で
感
情
労
働
が
増
え
て
精
神
的
な
疲
労

が
増
し
て
い
る
）。
統
計
が
示
し
て
い
る

よ
う
に
報
酬
（
効
用
）
は
減
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
が
本
題
な
の
だ
が
、

労
働
そ
の
も
の
か
ら
得
ら
れ
る
喜
び
（
効

用
）
も
昔
と
比
べ
て
減
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
資
本
投
入
量
の
増
加
に

よ
り
労
働
生
産
性
が
上
が
り
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
豊
か
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方

で
、
工
場
化
に
よ
り
仕
事
は
標
準
化
さ

れ
、
顔
の
見
え
な
い
消
費
者
の
た
め
に
ラ

イ
ン
に
並
ぶ
労
働
者
が
増
え
た
。
サ
ー
ビ

ス
業
で
は
、
Ｉ
Ｔ
の
お
か
げ
で
多
く
の
仕

事
が
標
準
化
さ
れ
、
そ
う
い
う
仕
事
は
正

社
員
に
代
わ
っ
て
「
安
上
が
り
の
」
非
正

社
員
が
担
う
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
標
準

化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
工
夫
の
余
地

が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
つ
ま

り
、
や
り
が
い
が
薄
れ
る
。
ま
た
、
非
正

社
員
は
差
別
的
な
報
酬
を
受
け
取
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
企
業
か
ら
与
え
ら
れ
る

訓
練
も
少
な
い
（
平
均
で
正
社
員
の
半

分
）。
公
共
職
業
訓
練
が
少
な
い
日
本
で

は
非
正
社
員
は
報
酬
も
成
長
の
機
会
も
少

な
い
。
正
社
員
に
お
い
て
は
人
員
削
減
で

労
働
負
荷
が
高
ま
る
一
方
で
報
酬
が
下

が
っ
て
い
る
。
ま
と
め
る
と
、
労
働
の
不

効
用
は
そ
の
ま
ま
だ
と
し
て
効
用
は
大
き

く
下
が
っ
て
い
る
。
理
論
で
は
不
効
用
が

効
用
よ
り
も
大
き
い
場
合
は
就
業
を
し
な

い
。
し
か
し
、
現
実
は
違
う
。
生
活
の
た

め
に
働
か
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
が
若
い

人
た
ち
が
感
じ
て
い
る
陰
鬱
な
労
働
観
の

正
体
だ
ろ
う
か
。

　

企
業
は
従
業
員
に
対
し
て
労
働
に
見

合
っ
た
報
酬
、
適
度
な
休
息
、
そ
し
て
、

働
き
が
い
の
あ
る
仕
事
を
与
え
る
社
会
的

責
任
が
あ
る
。
す
べ
て
の
労
働
者
は
仕
事

を
通
じ
て
喜
び
を
感
じ
、
成
長
す
る
権
利

を
持
つ
。
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
競
争
だ
け

で
は
な
く
、
雇
用
の
質
を
高
め
て
生
産
性

を
上
げ
て
競
争
力
に
つ
な
げ
る
、
そ
ん
な

発
想
が
日
本
企
業
に
求
め
ら
れ
る
。 

■

西
村　

智　

准
教
授
（
労
働
経
済
学
）

人
は
何
の
た
め
に
働
く
の
か

―

資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
労
働
観
と

企
業
の
社
会
的
責
任―

2010年
12月13日
月曜日
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チャペル講話
　

２
０
１
０
年
度
は
、
就
職
氷
河
期
の
再

来
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
新
規
大
卒
者
の
就

職
戦
線
が
悪
化
し
、
し
か
も
、
企
業
の
採

用
活
動
の
前
倒
し
が
問
題
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
経
済
学
部
の
秋
学
期
の
授

業
へ
の
悪
影
響
と
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、私
の
想
像
を
超
え
る
も
の
で
し
た
。

　

例
年
10
月
１
日
は
、
企
業
に
お
け
る
４

年
生
の
採
用
内
定
式
で
す
が
、
当
日
も
、

就
職
活
動
を
継
続
中
の
４
年
生
が
ゼ
ミ
生

の
４
割
近
く
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌

日
に
主
要
企
業
は
３
年
生
に
対
す
る
企
業

セ
ミ
ナ
ー
を
開
始
し
た
の
で
す
。
私
の
担

当
す
る
２
つ
の
専
門
の
講
義
に
、
履
修
登

録
者
が
７
５
０
人
又
は
千
人
い
ま
し
た

が
、
12
月
初
旬
時
点
の
講
義
出
席
者
は
、

い
ず
れ
も
百
人
を
下
回
る
ほ
ど
に
減
少
し

ま
し
た
。
３
年
生
の
ゼ
ミ
で
も
、
企
業
セ

ミ
ナ
ー
を
理
由
に
欠
席
す
る
学
生
が
続
出

し
て
困
り
ま
し
た
。

　

思
い
出
し
て
み
る
と
、
今
年
度
の
学
生

の
状
況
は
、
春
学
期
か
ら
異
例
で
し
た
。

公
務
員
試
験
講
座
や
公
認
会
計
士
試
験
講

座
な
ど
に
参
加
し
、
大
学
の
ゼ
ミ
や
授
業

に
積
極
的
に
出
席
し
な
い
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル

型
学
生
が
ゼ
ミ
の
な
か
に
複
数
い
た
か
ら

で
す
。

　

こ
れ
だ
け
、
就
職
活
動
が
厳
し
い
の
だ

か
ら
、
学
生
は
日
本
の
政
治
、
経
済
や
社

会
の
深
刻
な
諸
問
題
に
つ
い
て
強
い
問
題

意
識
を
持
っ
て
も
よ
い
は
ず
で
し
た
。
し

か
し
、
12
年
前
の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
の
時

と
違
う
の
は
、
現
在
の
学
生
が
、
ネ
ッ
ト

依
存
に
な
り
、
本
を
読
ま
ず
、
文
章
も
貧

弱
に
思
え
る
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
天
下
国
家
を
喜
ん
で
議

論
す
る
学
生
は
ゼ
ミ
内
の
数
名
だ
け
で
し

た
。
し
か
し
、
飛
び
級
で
大
学
院
に
進
学

し
た
学
生
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
現
地
で

就
職
し
た
学
生
、
法
・
経
で
ダ
ブ
ル
・
デ

イ
グ
リ
ー
を
取
り
弁
護
士
に
な
っ
た
学
生

な
ど
を
、
毎
年
の
よ
う
に
輩
出
し
て
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
比
べ
る
と
最
近
は
、
世
界
に
強

い
関
心
を
持
ち
、
議
論
で
き
る
精
神
の
持

ち
主
が
少
な
い
の
で
す
。
表
面
的
で
、
思

考
に
乏
し
く
、
狭
い
こ
と
に
し
か
興
味
も

知
識
も
な
く
、
ゼ
ミ
や
卒
業
論
文
を
安
易

に
し
か
考
え
な
い
学
生
が
増
え
ま
し
た
。

自
主
的
な
参
加
意
欲
に
支
え
ら
れ
て
き
た

ゼ
ミ
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
就
職

活
動
と
い
う
口
実
の
下
に
低
下
し
、
目
の

前
で
崩
壊
・
挫
折
す
る
局
面
に
何
度
も
遭

遇
し
ま
し
た
。

　

本
日
の
聖
書
の
箇
所
は
、
旧
約
聖
書
と

新
約
聖
書
か
ら
と
り
ま
し
た
。
マ
ラ
キ
書

は
、
旧
約
聖
書
の
最
後
に
あ
る
預
言
者
の

書
で
す
。
そ
の
第
３
章
に
、
神
様
の
語
り

と
し
て
以
下
の
通
り
書
か
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
た
ち
は
言
っ
て
い
る
。「
神
に
仕

え
る
こ
と
は
む
な
し
い
。
…
…
む
し
ろ
、

我
々
は
高
慢
な
者
を
幸
い
と
呼
ぼ
う
。
彼

ら
は
悪
事
を
行
っ
て
も
栄
え
、
神
を
試
み

て
も
罰
を
逃
れ
て
い
る
か
ら
だ
。」
こ
れ

に
対
し
、
新
約
聖
書
の
ル
カ
に
よ
る
福
音

書
第
17
章
で
は
、
フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
人
々

が
、
神
の
国
は
い
つ
来
る
の
か
と
尋
ね
た

の
で
、
イ
エ
ス
は
答
え
ま
す
。「
神
の
国

は
見
え
る
形
で
は
来
な
い
。
…
…
実
に
、

神
の
国
は
あ
な
た
方
の
間
に
あ
る
の
だ
。」

　

現
代
の
世
界
に
も
、
依
然
と
し
て
悪
徳

や
悲
惨
は
満
ち
満
ち
て
い
ま
す
。
そ
の
世

界
で
、
自
分
だ
け
救
わ
れ
る
こ
と
だ
け
に

一
生
懸
命
の
人
に
は
、
世
界
の
悲
惨
と
悪

徳
は
見
え
な
い
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
自

己
栄
達
へ
の
欲
望
し
か
残
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
が
、
早
く
か
ら
就
職
活

動
に
ば
か
り
血
眼
に
な
り
大
学
で
自
ら
の

精
神
を
涵
養
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

と
、
将
来
を
か
え
っ
て
狭
め
る
結
果
を
招

く
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
神
の
国
と
は
、

神
が
支
配
す
る
時
間
・
空
間
の
こ
と
で

す
。
世
界
の
悲
惨
と
悪
徳
か
ら
広
く
目
を

離
さ
ず
、
こ
れ
と
立
ち
向
か
う
使
命
・
情

熱
と
大
き
な
視
野
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
皆

さ
ん
が
、
そ
の
よ
う
に
生
き
る
時
間
・
空

間
に
こ
そ
、
強
い
守
り
と
導
き
が
あ
る
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。 

■

井
口　

泰　
教
授
（
労
働
経
済
学
）

就
職
難
を
本
当
の
意
味
で 

克
服
す
る
た
め
に

2010年
12月15日
水曜日
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経済と倫理
　

競
争
に
勝
っ
た
者
が
報
わ
れ
る
社
会
で

は
、
自
己
責
任
原
則
が
基
礎
と
し
て
横
た

わ
っ
て
い
る
。
受
験
戦
争
、
就
職
活
動
、

企
業
内
の
昇
進
な
ど
、
外
を
歩
け
ば
自
己

責
任
原
則
の
世
界
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
自
己
責
任
原
則
を
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
努
力
が
報
わ

れ
る
仕
組
み
は
、
社
会
が
発
展
す
る
基
盤

と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
己
責
任
原
則
を
完

全
に
貫
く
こ
と
は
、
意
外
に
難
し
い
。
た

と
え
ば
、
子
ど
も
を
過
度
な
競
争
に
巻
き

込
む
こ
と
に
は
、
少
な
か
ら
ず
問
題
が
あ

り
そ
う
で
あ
る
。
特
に
乳
幼
児
は
、
誰
か

の
保
護
が
不
可
欠
で
あ
る
。
子
ど
も
が
努

力
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
食
事
を
与
え
な

い
の
は
、
倫
理
的
に
許
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
、
自
分
自
身
の
努
力
と
は
無
関
係

に
弱
者
と
な
る
者
が
、
こ
の
社
会
に
は
少

な
か
ら
ず
い
る
こ
と
で
あ
る
。
不
運
な
事

故
に
よ
っ
て
働
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た

者
や
、
生
ま
れ
つ
き
障
が
い
を
も
つ
者
な

ど
、
彼
等
を
切
っ
て
捨
て
る
社
会
に
は
違

和
感
を
覚
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
ス
タ
ー
ト
時
点
で

格
差
が
あ
る
場
合
に
、
自
己
責
任
原
則
を

貫
く
こ
と
が
さ
ら
な
る
格
差
を
生
む
。
芥

川
龍
之
介
の『
河
童
』で
は
、
胎
内
の
子
ど

も
の
河
童
が
、
誕
生
す
る
か
ど
う
か
を
誕

生
前
に
選
択
で
き
る
。し
か
し
、人
間
は
親

を
選
べ
な
い
。
ス
タ
ー
ト
時
点
で
の
格
差

は
、
生
涯
の
格
差
と
な
る
恐
れ
も
あ
る
。

　

以
上
の
要
因
の
た
め
に
、
自
己
責
任
原

則
を
完
全
に
貫
け
る
ほ
ど
、
こ
の
社
会
は

単
純
で
も
な
い
し
、フ
ェ
ア
で
も
な
い
。そ

の
た
め
に
社
会
を
修
正
す
る
必
要
が
出
て

く
る
が
、そ
の
役
割
を
担
う
の
が
、財
政
の

所
得
再
分
配
機
能
だ
と
思
わ
れ
る
。
課
税

に
よ
っ
て
集
め
た
財
源
を
、
社
会
保
障
と

し
て
再
分
配
す
る
政
府
を
登
場
さ
せ
る
こ

と
が
、
社
会
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
と
な

る
。

　

と
は
い
え
、
す
べ
て
の
人
が
、
政
府
に

よ
る
所
得
再
分
配
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は

難
し
い
だ
ろ
う
。
す
で
に
所
得
や
富
を
得

て
い
る
人
は
、
課
税
が
な
さ
れ
る
こ
と
を

好
ま
し
く
思
わ
な
い
。
多
数
決
原
理
を
適

用
し
て
、
社
会
的
な
選
択
を
行
う
な
ら

ば
、
少
数
派
が
無
視
さ
れ
る
社
会
が
実
現

し
て
ゆ
く
。
そ
の
よ
う
な
社
会
は
、
望
ま

し
い
社
会
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

す
べ
て
の
人
々
が
合
意
で
き
る
望
ま
し

い
社
会
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
。
こ
の
問

題
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
回
答
が
、
ロ
ー
ル

ズ
の
『
正
義
論
』
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て

い
る
。
国
民
か
ら
何
人
か
を
選
ん
で
委
員

会
を
つ
く
り
、彼
等
の
個
人
的
な
情
報（
地

位
、
所
得
、
性
別
、
年
齢
な
ど
）
を
剥
奪

し
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
将
来
の
社
会
の
仕

組
み
を
決
定
す
る
。
そ
の
結
果
、
自
分
が

将
来
の
社
会
に
お
い
て
弱
者
に
な
る
リ
ス

ク
を
負
う
た
め
に
、
充
実
し
た
社
会
保
障

を
も
つ
社
会
を
、
す
べ
て
の
人
々
が
一
致

し
て
合
意
で
き
る
。

　

こ
の
意
味
で
の
社
会
正
義
を
指
向
す
る

社
会
は
、
富
裕
層
に
大
き
な
課
税
を
求
め

る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
も
所

得
再
分
配
が
強
す
ぎ
る
と
、
人
々
の
労
働

意
欲
が
削
が
れ
て
し
ま
う
。
社
会
の
活
力

が
低
下
し
て
ゆ
く
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ

で
、
再
び
自
己
責
任
原
則
が
復
活
す
る
。

　

自
己
責
任
原
則
な
の
か
、
社
会
正
義
の

追
求
な
の
か
、
私
た
ち
の
社
会
は
常
に
揺

れ
動
い
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
現
在
の

日
本
社
会
が
向
か
っ
て
い
る
方
向
は
、

ま
っ
た
く
定
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
。
少
し
で
も
望
ま
し
い
社
会

が
実
現
す
る
よ
う
に
、
望
ま
し
い
社
会
と

は
何
な
の
か
、
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
ど

の
よ
う
な
政
策
が
必
要
な
の
か
、
建
設
的

な
議
論
が
不
可
欠
で
あ
る
。
短
絡
的
に
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
社
会
経
済
と
政
治
を

歴
史
的
な
観
点
か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。 

■

上
村
敏
之　
教
授
（
財
政
学
）

自
己
責
任
原
則
は
貫
徹
で
き
る
か

2010年
12月20日
月曜日
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定
年
退
職
を
控
え
て
の
チ
ャ
ペ
ル
講
話

と
い
え
ば
、
昔
を
振
り
返
っ
て
教
育
や
研

究
に
つ
い
て
自
ら
の
思
い
を
語
る
、
と
い

う
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
に

は
「
初
め
て
の
チ
ャ
ペ
ル
講
話
」
の
印
象

が
余
り
に
強
烈
だ
っ
た
た
め
、
講
話
の
タ

イ
ト
ル
と
し
て
こ
れ
し
か
思
い
つ
か
な

か
っ
た
。

　

も
う
４
０
年
近
く
前
の
こ
と
だ
。
経
済

学
部
で
は
私
の
よ
う
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

な
い
教
員
も
、
年
に
一
回
は
チ
ャ
ペ
ル
で

話
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
の

宗
教
主
事
だ
っ
た
林
忠
良
先
生
が
お
決
め

に
な
っ
た
こ
と
だ
。
も
っ
と
も
、
若
い
先

生
方
が
増
え
た
た
め
か
、
こ
こ
数
年
は
講

話
を
免
除
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。

　

さ
て
、
就
任
し
て
間
も
な
い
私
に
、
林

先
生
か
ら
お
声
が
か
か
っ
た
。
さ
あ
、
何

を
話
せ
ば
い
い
の
か
。
ほ
ん
と
に
弱
っ

た
。
就
任
当
時
、
他
に
も
色
々
困
る
こ
と

は
あ
っ
た
が
、
賛
美
歌
、
聖
書
朗
読
に
続

い
て
、
こ
う
い
う
場
所
で
講
話
を
す
る
。

こ
れ
に
は
参
っ
た
。
ま
あ
、
何
と
か
そ
の

場
を
取
り
繕
っ
た
つ
も
り
だ
が
、
さ
て
何

を
話
し
た
の
か
、
は
っ
き
り
覚
え
て
い
な

い
。
今
で
こ
そ
、
講
話
を
要
約
し
た
文
章

が
「
エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
掲
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
当
時
は
そ
う
い
う

も
の
も
な
か
っ
た
の
で
（
な
く
て
幸

い
！
）
確
か
め
よ
う
も
な
い
。

　

可
能
性
と
し
て
は
二
つ
。
一
つ
は
、
留

学
中
に
テ
ー
マ
と
し
て
選
ん
だ
ジ
ュ
ー

ル
・
ロ
マ
ン
と
い
う
作
家
が
唱
え
た
主
張

を
紹
介
す
る
よ
う
な
話
。
も
う
一
つ
は
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
『
赤
と
黒
』
と
い
う
小

説
に
つ
い
て
の
話
。
多
分
、
前
者
の
話
を

し
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
こ
こ
は
一

つ
、
後
者
の
話
を
し
た
も
の
と
し
ょ
う
。

林
先
生
、
間
違
っ
て
た
ら
済
み
ま
せ
ん
。

初
め
て
の
講
話
が
如
何
に
ひ
ど
い
も
の

だ
っ
た
か
、
そ
の
時
の
情
け
な
い
気
持
ち

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
そ
れ
か
ら
お
よ
そ

４
０
年
た
っ
た
今
、も
う
一
度『
赤
と
黒
』

に
つ
い
て
お
話
し
し
て
、
で
き
れ
ば
リ
ベ

ン
ジ
し
た
い
と
思
う
。
返
り
討
ち
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
が
。

　

フ
ラ
ン
ス
文
学
科
の
大
学
院
時
代
、
京

大
を
退
官
さ
れ
て
関
学
へ
来
ら
れ
た
生
島

遼
一
先
生
が
、
当
時
、
桑
原
武
夫
先
生
と

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
全
集
の
編
集
や
翻
訳
を
し

て
お
ら
れ
た
。
講
義
で
も
、
出
版
さ
れ
た

ば
か
り
の
『
赤
と
黒
』
を
取
り
上
げ
て
、

何
か
書
く
よ
う
に
と
課
題
を
与
え
ら
れ

た
。

　

私
が
書
い
た
の
は
、
こ
の
小
説
の
二
つ

の
場
面
に
見
ら
れ
る
、
主
人
公
ジ
ュ
リ
ア

ン
・
ソ
レ
ル
の
心
理
と
行
動
パ
タ
ー
ン
の

共
通
性
に
関
し
て
だ
っ
た
。
一
つ
目
は
、

レ
ナ
ー
ル
家
の
別
荘
で
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
、

レ
ナ
ー
ル
夫
人
の
手
を
握
る
場
面
。
二
つ

目
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
レ
ナ
ー
ル
夫
人
を

ピ
ス
ト
ル
で
撃
つ
場
面
だ
。

　

あ
ら
す
じ
を
述
べ
る
ス
ペ
ー
ス
も
な
い

の
で
、
結
論
だ
け
言
う
と
、
こ
れ
ら
の
場

面
に
お
け
る
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
行
動
は
、
い

ず
れ
も
自
ら
に
課
し
た
義
務
を
果
た
す
た

め
で
あ
っ
て
、
素
直
で
自
然
な
感
情
に
導

か
れ
て
の
も
の
で
は
な
い
。

  

初
め
て
の
チ
ャ
ペ
ル
講
話
が
『
赤
と

黒
』
に
つ
い
て
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
生
島

先
生
に
提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
下
敷
き
に

し
た
は
ず
だ
。
先
生
に
ほ
め
ら
れ
た
記
憶

も
あ
り
、
ど
う
に
か
分
か
っ
て
も
ら
え
る

話
に
は
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の

だ
。
チ
ャ
ペ
ル
に
何
人
ぐ
ら
い
の
学
生
さ

ん
が
い
た
か
、
ま
っ
た
く
覚
え
て
い
な

い
。
と
に
か
く
緊
張
し
す
ぎ
た
。
そ
の
緊

張
が
場
の
雰
囲
気
を
こ
わ
ば
ら
せ
た
。
私

も
逃
げ
出
し
た
か
っ
た
が
、
学
生
さ
ん
た

ち
も
同
じ
思
い
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

そ
の
後
、
何
度
か
こ
の
小
説
を
読
ん

だ
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
幸
福
の
追
求
を
人

生
の
目
的
と
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
も
ま
た
、
桑
原
先
生

●
退
任
教
授
最
終
チ
ャ
ペ
ル
講
話
／
加
藤
和
孝　
教
授
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
）

初
め
て
の
チ
ャ
ペ
ル
講
話

2010年
12月8日
水曜日
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の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
「
幸
福
狩
り
」
を

人
生
の
目
的
と
し
た
。
し
か
し
、
時
代
は

も
は
や
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
人
権
宣
言
が
高

ら
か
に
謳
っ
た
平
等
の
時
代
で
は
な
い
。

反
動
的
な
復
古
王
政
の
も
と
で
は
、
い
か

に
才
能
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
恵
ま
れ
て
い
よ

う
と
も
、
製
材
所
の
息
子
が
社
会
的
地
位

を
得
て
幸
福
を
手
に
す
る
こ
と
は
至
難
の

業
だ
。
彼
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
崇
拝
者
で
、

軍
人
と
し
て
出
世
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
だ
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
百
日
天
下
の
後

ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い
に
敗
れ
て
失
脚
す

る
。
自
分
に
冷
た
く
当
た
る
親
父
や
兄
た

ち
、
俗
物
の
市
民
階
級
を
見
返
す
た
め
、

出
世
す
る
に
は
僧
侶
の
道
し
か
残
さ
れ
て

な
か
っ
た
。
あ
る
坊
さ
ん
の
弟
子
に
な
っ

て
ラ
テ
ン
語
を
猛
勉
強
す
る
。
野
心
に
燃

え
る
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
絶
え
ず
自
己
を
偽
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
崇

拝
者
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
、
聖
職
者
と
し

て
身
を
立
て
る
た
め
に
、
信
じ
て
も
い
な

い
聖
書
を
丸
暗
記
す
る
。

　

し
か
し
彼
は
、
出
世
の
た
め
に
は
手
段

を
選
ば
な
い
と
い
っ
た
厚
顔
無
恥
の
野
心

家
で
は
な
い
。
彼
の
幾
つ
か
の
行
動
は
、

大
胆
不
敵
な
性
格
の
せ
い
で
は
な
い
。
彼

が
自
ら
に
課
す
英
雄
的
な
義
務
の
遂
行
な

の
だ
。
生
島
先
生
も
強
調
し
て
お
ら
れ
る

が
、
彼
は
き
わ
め
て
繊
細
な
感
受
性
を

持
っ
て
る
。
美
し
い
も
の
に
感
動
し
、
俗

悪
な
も
の
に
嫌
悪
感
を
抱
く
。
プ
ラ
イ
ド

が
高
く
、
侮
辱
に
対
し
て
は
敏
感
に
反
応

す
る
。
本
来
は
長
所
で
あ
る
は
ず
の
感
受

性
は
、
一
方
で
、
彼
自
身
に
向
け
ら
れ
る

鋭
い
自
己
観
察
の
刃
に
も
な
る
。
果
た
す

べ
き
義
務
を
前
に
し
て
苦
し
い
自
問
自
答

を
繰
り
返
す
。「
俺
は
臆
病
で
は
な
い
か
、

卑
怯
で
は
な
い
か
、
人
に
劣
る
の
で
は
な

い
か
」。
最
大
の
不
幸
は
自
分
を
軽
蔑
す

る
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
幸
福
と

は
、
立
身
出
世
よ
り
は
む
し
ろ
、
自
ら
に

課
し
た
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
あ
る
よ
う

だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
何
が
本
当
の
幸
福

か
、
困
っ
た
こ
と
に
必
ず
し
も
本
人
が
そ

れ
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
素
顔
は
子
供
の
よ
う

に
屈
託
が
な
く
、
自
由
で
素
直
で
自
然
で

あ
る
。
こ
の
愛
す
べ
き
素
顔
に
、
野
心
や

自
尊
心
や
義
務
感
な
ど
と
い
う
仮
面
を
か

ぶ
せ
た
罪
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
一
人
が
負
う

べ
き
だ
ろ
う
か
。
彼
が
本
当
の
幸
福
に
目

覚
め
る
の
は
、
そ
の
仮
面
を
か
ぶ
る
必
要

が
永
久
に
な
く
な
っ
た
と
き
だ
。
死
刑
を

ま
つ
地
下
牢
の
な
か
で
、
毎
日
た
ず
ね
て

く
る
、
彼
の
魂
と
響
き
合
う
魂
を
持
っ
た

レ
ナ
ー
ル
夫
人
と
過
ご
す
わ
ず
か
な
日
々

に
お
い
て
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
本
当
の
幸
福

を
味
わ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
自
ら
命

を
縮
め
る
よ
う
な
真
似
は
し
な
い
と
い

う
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
の
約
束
を
守
っ
た
レ

ナ
ー
ル
夫
人
は
、
彼
の
死
後
三
日
目
に
子

供
を
抱
き
な
が
ら
息
絶
え
る
。

　

私
も
、
リ
ベ
ン
ジ
な
ど
と
言
っ
た
が
、

そ
ん
な
必
要
は
な
か
っ
た
の
だ
。
ど
ん
な

に
情
け
な
い
自
分
で
も
あ
る
が
ま
ま
に
受

け
入
れ
て
や
ら
ね
ば
。
こ
の
歳
に
な
っ

て
、
や
っ
と
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

■
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チャペル講話　卒業生を覚えて
　

4
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
あ
と
4
ヶ
月
で

大
学
を
卒
業
し
社
会
人
と
な
り
ま
す
。
今

日
は
、
社
会
人
に
な
る
4
年
生
に
向
け
て

卒
業
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

後
の
急
激
な
円
高
の
た
め
、
日
本
企
業
の

海
外
展
開
が
急
激
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
海
外
に
人
材
を
求
め
る
動
き

が
加
速
し
、
日
本
人
労
働
者
も
海
外
で
働

く
こ
と
が
当
た
り
前
の
時
代
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
個
々
人
に
ク
ロ
ー

バ
ル
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

他
方
、
世
界
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中

心
に
教
育
改
革
が
急
速
に
進
行
し
て
い
ま

す
。
Ｅ
Ｕ
統
合
に
よ
る
労
働
力
の
流
動
化

の
た
め
に
、
高
等
教
育
の
国
境
を
越
え
た

標
準
化
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
各
国
共
通
の
仕
事
の
現
場
で
求
め
ら

れ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
能
力
や
技
能
）

を
抽
出
す
る
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
育
成

す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
大
学
な
ど

の
高
等
教
育
機
関
で
設
け
ら
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
ま

す
。

　

ま
さ
に
、
激
動
の
時
代
に
皆
さ
ん
は
社

会
に
出
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
社
会
に
出
て

か
ら
勉
強
し
続
け
、
自
己
の
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
と
く
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
多
様
性
や
他
文
化
へ
の
理
解
な

ど
、
世
界
で
通
用
す
る
よ
う
な
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
を
絶
え
ず
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

い
く
こ
と
が
大
前
提
で
す
が
、
そ
の
上

で
、
も
う
一
つ
大
事
な
姿
勢
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
高
い
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）」

を
持
っ
て
欲
し
い
と
い
う
事
で
す
。
よ
く

似
た
言
葉
に
「
野
心
」
や
「
野
望
」
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
と
「
志
」
と

の
類
似
点
は
「
心
に
決
め
て
目
標
を
目
指

す
」
と
い
う
意
味
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、「
野
心
」
や
「
野
望
」

と
「
志
」
は
違
う
点
が
あ
り
ま
す
。「
志
」

と
い
う
字
は
、「
さ
む
ら
い
（
士
）
の
心
」

と
書
き
ま
す
。
こ
の
「
さ
む
ら
い
の
心
」

は
、
い
わ
ば
武
士
道
を
意
味
し
ま
す
。
皆

さ
ん
は
、
新
渡
戸
稲
造
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
一
時
、
5
千
円
札
に
肖
像
が
書
か

れ
て
い
た
人
物
で
す
が
、『
武
士
道
』
の

作
者
で
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
新

渡
戸
稲
造
は
22
歳
の
と
き
ア
メ
リ
カ
に
留

学
し
、
そ
の
と
き
に
キ
リ
ス
ト
信
者
に

な
っ
て
い
ま
す
。『
武
士
道
』
は
、
彼
が

38
歳
の
と
き
に
英
語
で
書
い
た
も
の
で
、

原
題
は
、“Bushido  T

he Soul of 
Japan 

” 

と
あ
り
ま
す
。『
武
士
道
』
は

17
章
か
ら
な
る
書
物
で
す
が
、
新
渡
戸
稲

造
は
こ
れ
ら
の
説
明
を
行
う
際
に
、
多
く

の
聖
書
の
言
葉
を
引
用
し
て
お
り
ま
す
。

武
士
道
で
は
高
い
倫
理
観
が
追
及
さ
れ
、

そ
の
た
め
、
個
人
的
利
益
よ
り
も
公
の
利

益
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
個
人
の

た
め
で
は
な
く
、
天
下
・
国
家
の
た
め
と

い
う
考
え
が
基
本
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
ア
メ
リ
カ
の
個
人
主
義
と
は
異
な
る

考
え
で
す
。
個
人
主
義
の
基
本
に
は
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
精
神
が
あ
り
、

個
々
人
の
利
益
の
追
求
が
社
会
全
体
の
利

益
に
な
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
個
々
人
の
利

益
の
追
求
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
仕
組
み

と
し
て
、
市
場
原
理
が
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。本
来
、市
場
に
は
秩
序
が
あ
り
、

そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
仕
組
み
と
し
て
、
独

占
禁
止
法
な
ど
が
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
こ
れ
は
、
個
々
人
の
利
益
の
追
求

は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
社
会
全
体
か
ら
見

て
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
う
る
と
の
考
え
が
基

本
に
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え

ま
す
と
、
武
士
道
の
考
え
方
の
重
要
性
が

わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
個
人
主
義
に
基
づ
く
個
人

の
利
益
の
追
求
そ
れ
自
体
は
決
し
て
悪
い

も
の
で
は
な
く
、
発
明
や
革
新
の
原
動
力

で
も
あ
り
ま
す
。
重
要
な
こ
と
は
、
個
人

の
利
益
の
追
求
が
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
の

か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が

確
固
た
る
価
値
観
や
倫
理
観
を
持
つ
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
価

値
観
や
倫
理
観
を
持
つ
こ
と
こ
そ
が
「
高

い
志
」
の
前
提
に
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
価
値
観
や
倫
理
観

に
裏
付
け
ら
れ
た
「
高
い
志
」
は
、
ま
さ

に
、M

astery for Service 

と
相
通
ず

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、
高
い
志
を
も
っ
て
世
界
で
活

躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。�

■

村
田　

治　
経
済
学
部
長

高
い
志
を
持
ち
世
界
で
活
躍
し
て

く
だ
さ
い

2010年
12月22日
水曜日



Econo Forum 21／March 2011 80

くわんがく経済学部アトラス
−経済学部から世界へ踏み出す第一歩−
経済学部に入学したばかりの希望に満ちた 1年生も、

学部生活を満喫している在学生も、
この「アトラス」を手に、元気に世界に第一歩を刻んで下さい！

1．国連学生ボランティアに挑戦！
　2004 年度からの注目の新プログラム。国連UNVプロジェクトとして
開発途上国へ半期間（春学期または秋学期）赴き、情報通信技術・教育・
環境・保健の向上に貢献する国際ボランティア活動。全学科目として開講
されます。アジアでは唯一我が関学が初の協力校となりました。
（詳細は 国際教育・協力センターへ）

2．英語を極め、外国語を制す
　英語を初め様々な外国語を、自主的にいくらでも学ぶことができます。
外国語学校に行かなくても上ケ原でこんなに学べます。

a. インテンシブ・プログラム（英語・フランス語・ドイツ語）
　通常の外国語科目に代わる、ネイティブ教員による集中的な外国語学習
コース。春学期に所定の手続きと TOEFL 等の試験を済ませましょう。1
年生の場合、秋学期から学習がスタート。
（詳細は 言語教育研究センターへ）

b. ジョイント・プログラム（英語）
　アメリカの大学との共同英語教育プログラム。少人数クラスでの集中レ
ッスン、約１ヶ月の夏季アメリカ研修、ホームステイを経験。
（詳細は 言語教育研究センターへ）

c. 英語中期留学、フランス語中期留学、その他の留学制度
・「英語中期留学」：3ケ月半の英語研修留学で、原則として 2年生が対象。

TOEFL の一定のスコアが必要。

K
w

ansei G
akuin

「学び」
を深める
ために
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・「フランス語中期留学」：リヨン第 2大学でフランス語を特訓します。
・他の「交換留学」：関学と協定を結ぶ海外 43 大学への 1年間の留学。

前記のリール第 1大学への留学も含まれます。
・「認定留学」：協定大学以外への留学等。
・「外国語研修プログラム」：英語・中国語の現地研修。
・「国際学生セミナー」：国連、インドネシア、英国で実施の、それぞれユ

ニークなセミナー。
（詳細は 国際教育・協力センターへ）

d. 視聴覚資料の宝庫
　大学図書館と言語教育研究センター（視聴覚室）にある数多くの映像資
料、視聴覚資料を活用しながら外国語と国際感覚を磨いて下さい。独学で、
着実かつマイ・ペースで学習していきましょう！
（詳細は 大学図書館、 言語教育研究センターへ）

3．他学部の専門分野も、本格的に幅広く学ぶ

a. MDS（＝複数分野専攻制）
　経済学部にいながら、他学部の専門領域も本格的に、体系的に学んでい
く方法があります。それがMDS。他学部等が提供する副専攻プログラム
を選択し、2〜 3年間で概ね 40単位を修得して修了します。毎年、経済
学部のゼミと同時に他学部のゼミに属して頑張っている先輩もいます。

b. 「ジョイント・ディグリー制度」
　経済学部を３年間で早期卒業した上で、4年生として他学部（文・社・
法・商）に編入学し、1年間で卒業できるようになりました。つまり 4年
間で、二つの学部を卒業できます。この制度、日本初のユニークな試みで
す。2004 年度入学生から適用され、上記のMDSを利用し、もう一つの
学部の履修も 2年生から始めておくのがポイント（MDS応募は 1年生秋
学期に済ませる）。4年間でのダブル学士号取得も可能です。
（詳細は 学部事務室へ）

School of Econom
ics
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A
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1．留学生と友だちになり、手助けする
　毎年キャンパスに集う多くの留学生の友人になって、留学生の関学生活
を支えていくのが「日本語パートナー」です。定期的に、毎週一回程度、
留学生の日本語学習の相手となったり、友人として留学生の生活を支えた
りします。そうして国際感覚を磨きながら、アナタ自身が成長していくチャ
ンスを掴んで下さい。〈多文化共生〉の意味を自ら学びとる好機に。年に
二回、春と秋に募集。「学部版国際パートナー」も新設。（詳細は 国際教
育・協力センターと 学部事務室へ）

2．どんな奨学金があるのかな？
　関学の中には、実に様々な奨学金があります。支給奨学金、貸与奨学金、
その他の奨学金などなど。それぞれの申請条件・時期が異なりますので、
チェックして十分活用を！　（詳細は 学部事務室と 学生部へ）

3．「これは困った！」という時に
　家計を支える方に事故が生じたりして経済的に困窮したとき，「経済学
部奨学金」を受けることができる場合があります。その他、日本学生支援
機構等の奨学金にも応募することが出来ます。もしこのような場合に陥っ
たら、まず学部事務室に相談を。

4．「夏だ、山に行こう！」という時に
　戸隠（長野）には通年で、立山（富山）には夏の間だけ利用できる山の
家があります。
（詳細・予約手続きは 戸隠は学生課へ、 立山は総務課へ）

5．免許・資格を身につける

a. どんな教員免許が取れるのか？
経済学部では社会、公民、地理歴史、英語といった科目の教員免許を取得
できます。
（詳細は 学部事務室、 教職教育研究センターへ）

b. どんな資格が取れるのか？
学校図書館司書教諭、博物館学芸員、社会教育主事といった資格です。
（詳細は 教職教育研究センターへ）

「学生
　生活」
を拡げる
ために
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大学院関係
１．博士（経済学）学位授与について
　次のとおり博士学位を授与した。
〔甲号　課程博士〕

加藤美穂子　甲経第37号
授与日：　2010年４月28日
論文名：　地方分権の政治・経済分析－地方財政における規律確保の条件－

丸山亜希子　甲経第38号
授与日：　2011年１月28日
論文名：　Essays on learning and interaction in matching models
　　　　　（訳：マッチングモデルにおける学習と相互作用に関する研究）

韓　　美蘭（関西学院大学大学院研究員）甲経第39号
授与日：　2011年２月16日
論文名：　民族から見た中国労働市場－吉林省における就業行動と労働力移動を中心に－

〔乙号　論文博士〕　なし

２．修士（経済学）学位授与について
　次のとおり修士学位を授与した。
　授与日：2011年３月16日
（正規生　８名）

尾形　泰基 固定資産税における適正な時価に関する考察
篠宮かほり 転職市場の実態と今後の課題について

－労働者にとってより安心感のある労働市場整備に向けて－
高橋　陽子 銀行借入を含む企業の資本構成と銀行の戦略

～証券化による債権流動化と収益率の内生化～
辻本　雅俊 平成22年度税制改正における連結納税制度の見直しについての考察

－Tax-adjusted Qを用いた設備投資行動に関する実証分析－
野口　　紫 人口移動と地域間格差
林　　武宜 日本における教育の格差の是正のために

教育の生産関数による推計
村岡　寛昭 繰り返しモラルハザードと非対称な専門的情報下での

耐久財生産独占企業に対する評判
柑本　一憲 半導体産業の牽引力

（エコノミスト・コース生　４名）
〔修士論文コース〕

地久里康和 法人事業税の外形標準課税に関する一考察
松本　考史 国際的サービス取引に対する消費課税のあり方について

－電子商取引の扱いを中心に－
山下　有紀 土地に対する応益課税としての固定資産税

－大阪・埼玉・千葉データを用いた自治体間格差の検証－
福田　哲也 金融所得一体課税の考察　－二元的所得税による試算－

〔課題研究コース〕
なし
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国際交流
2010年度の活動

活動内容 実績
交換留学
／大学院受け入れ

フランス、リール第一大学より、秋学期２

名の院生を受け入れた。

交換留学
／学部受け入れ

春学期はフィンランド、ドイツ、アメリカ
より３名、秋学期はカナダ、韓国、オース
トラリア、ベトナム、デンマーク、アメリ
カより６名の学生を受け入れた。

交換留学
／学部派遣

春学期、２名の学生がアメリカ、中国より
帰学した。2010 ～ 2011 年度交換留学生と
して４名の学生をフィンランド、ノル
ウェー、アメリカ、カナダへ派遣している。

英語中期留学
海外インターンシッ
プ

英語中期留学（マウントアリソン大学）に
春学期３名、秋学期３名の学生が参加した。
海外インターンシップとして、１名がクィー
ンズ大学で語学研修を行った後、海外でイ
ンターンシップを行った。

外国人留学生 中国、韓国、フィンランドからの留学生が
学部生として 69名、院生として中国から２

名が在籍している。

海外客員教員
／海外客員研究員

ポーランドより１名の客員教員を迎えた。
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経済学部懸賞論文受賞者一覧
　1985 年から経済学部研究演習 I・II の在籍者を対象として懸賞論文（卒業論文の主要内容もしくは基
礎となるもの）を募集している。共同執筆を認めており、選考委員会において審査し、原則として最優秀
論文一篇を決定し、入賞論文執筆学生の氏名と論文名を掲載するとともに、賞状と副賞（図書カード）を
贈呈することにしている。2009 年度からの受賞者を下に掲載する。

	 年度	 受賞者	 論文名	 入賞等	 応募数
	 2009	 川渕望美、	 超過負担分析による消費税増税政策の検討（共同執筆）	 入賞	 12 篇
	 	 近藤祐未、
	 	 原田実恵、
	 	 入江一気、
	 	 岡田麻美、
	 	 井本慎也
	 	 藤原寛智、	 消費税引き上げの経済効果	 入賞
	 	 阿部敏之、	 －効率性と公平性の視点から－（共同執筆）
	 	 稲井良太、
	 	 阪上敬文、
	 	 岡崎璃瑶、
	 	 小山絵美
	 	 田中宣隆	 民主化と経済成長の相互連関	 佳作
	 	 高見　翼、	 関西の交通インフラの一視角	 佳作
	 	 里田謙治、	 ─学生を対象とした関西国際空港活性化プロジェクト─
	 	 森垣歩実、	 （共同執筆）
	 	 八木優昌、
	 	 浜田加奈子、
	 	 津田浩平、
	 	 池田達哉
	 2010	 黒川博文	 著作権保護戦略の行動経済学的分析	 入賞	 12 篇
	 	 	 － iPod vs ウォークマン
	 	 西野美雪、	 社会保障制度の再設計（共同執筆）	 入賞	
	 	 林まりな、
	 	 金田陸幸、
	 	 伊藤舞由子、
	 	 津田知明、
	 	 三宅　諒、
	 	 西口直也、
	 	 岩尾佳明
	 	 塩見謙人、	 益税問題・損税問題から見る現行の消費税制度の問題点	入賞
	 	 鈴木大樹、	 （共同執筆）
	 	 橋塚智央、
	 	 吉村拓馬、
	 	 津田　薫、
	 	 礒　亮次、
	 	 西井彩佳
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懸賞論文の選考について
　今年度の懸賞論文には 12 編の応募があった。これは昨年度と並んで過去最多の応募数である。今年度は審査の
結果、その中から別表にも示されている通り、以下の 3 編を入賞とした（佳作は該当無し）。

　①黒川博文 ｢著作権保護戦略の行動経済学的分析―iPod vs ウォークマン―｣
　②伊藤舞由子以下 8 名（共同執筆）｢社会保障制度の再設計｣
　③礒亮次以下 7 名（共同執筆）｢益税問題・損税問題から見る現行の消費税制度の問題点｣

　①�黒川論文は、携帯デジタルオーディオ機器の著作権保護戦略について行動経済学的にモデル分析を行ったも
のである。「iPod 対ウォークマン」という今日的な課題に経済学の新潮流である行動経済学を用いてチャレン
ジしたこと、またそこから得られた結論が興味深いものであること（例えば、著作権保護の程度に政府が介
入するという次善の経済政策による市場均衡配分は政府が関与しない場合と同じであること）などが評価さ
れた。

　②�伊藤他の論文では、社会保障の 2 本の柱である現金給付と現物給付に焦点を当て、それぞれの給付が労働時
間に与える影響を分析し、今後のわが国の生活保障についての政策を提言している。同論文は、先行研究の
検討を十分踏まえた上で、現金給付と現物給付が労働供給に与える影響にまで踏み込んでモデル化して分析
したことなどが高く評価された。

　③�礒他の論文では、消費税の増税が不可避であることを前提として、その場合にはいわゆる益税や損税といっ
た不透明性が問題であるとして、益税額・損税額の大きさを試算している。同論文は、論点が明確であり、
豊富な資料を用いて丹念に益税額・損税額を積上げ試算しており、論理の道筋も整理されていることなどが
評価された。

以上の 3 編のほかに、今回は残念ながら入賞及び佳作にはならなかったが、以下の９編の論文が提出された（タ
イトルのみ挙げる）。④ ｢遺伝子組み換え作物の普及要因分析｣、⑤ ｢逸失消費税額試算によるデジタル・コンテ
ンツ課税の検討｣、⑥ ｢エコ・カー開発と環境意識変化の長期プロセス：1970 ～ 2010 年｣、⑦ ｢ワシントン・コ
ンセンサスの是非を問う　ラテンアメリカを題材として｣、⑧ ｢日本における経済競争力　～ ICT 投資による経済
成長力の検証～｣、⑨ ｢第３セクター鉄道のこれから　～国鉄・JR からの転換路線について～｣、⑩ ｢阪神なんば
線による影響｣、⑪ ｢環境税と地域格差｣、⑫ ｢人々を動かす魅力的な観光とは｣。
　今年度の入選は 3 編であったが、応募 12 編を通じて水準が高いというのが選考委員の一致した意見であった。
また、内容だけでなく論文形式の面でもおおよそ適切であったことも注目に値する。応募論文数が過去最多であっ
たこととともに、これらの点は、2009 年度に開催された学部創立 75 周年記念事業「Econofesta（エコノフェス
タ）」の効果も大きかったのではないかということも選考委員一同の意見であった。
� （懸賞論文選考委員会委員長　高林　喜久生）
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龍象奨学金受賞者一覧
　この奨学金は、楠井隆三名誉教授の寄付によって、若き研究者である大学院学生・大学院研究員の優れ
た研究の助成を目的としたものであり、『関西学院経済学研究』や『経済学論究』その他明確な査読つき
学術誌に掲載された論文の中で優れた論文執筆者に対して奨学金を贈っている。

	 年度	 受賞者	 研 究 題 目
	 1992	 杉本直樹	 内生的資本供給モデルにおける貿易理論
	 	 寺本益英	 日本における茶園経営の地域性とその推移：1896 年〜 1940 年
	 1993	 宮川敏治	 農地の住宅並み課税の問題点
	 1994	 〈該当者なし〉
	 1995	 趙　子輝	 中国における金融政策の運営
	 	 清滝ふみ	 日本企業の理論的分析：企業内昇進モデル
	 1996	 上村敏之	 間接税負担と所得階級別消費行動
	 	 西村　智	 パートタイム労働者需要の 2類型
	 1997	 広末哲也	 社会資本ストックの地域別生産効果の分析
	 1998	 横山直子	 わが国における所得税納税システムの問題点
	 	 	 〜徴税コストと徴税行政の公平性〜
	 1999	 本郷　亮	 A.C. ピグーの財政論に関する一考察
	 	 後藤達也	 消費関数の時系列分析−DHSYモデルの再検討−
	 2000	 欒　玉璽	 青島の海運貿易 1897 − 1945
	 2001	 伊藤敏雄	 大正・昭和初期大阪市内工場における水運の利用
	 	 加藤美穂子	 財政赤字累積下でのBuchanan and Wagner 仮説再考
	 	 	 − Niskanen モデルによる公債錯覚仮説の検証−
	 2002	 山下雅弘	 進化ゲームにおける動学的均衡
	 	 村田恵子	 米国における教育政策と産学官連携−連邦政府・州政府の役割を中心に−
	 2003	 森澤龍也	 金融緩和政策が設備投資に与える影響—金融契約理論による理論的考察—
	 	 獺口浩一	 社会資本を考慮した世代会計の作成
	 	 楽　君傑	 中国の沿海農村地域における男女別就業構造と就業選択の分析
	 	 	 —浙江省山県の場合—
	 2004	 下山　朗	 固定資産税の応益性—大阪府下データを用いた実証分析—
	 	 西藤真一	 イギリス鉄道改革と設備形成メカニズム
	 2005	 林　智子	 わが国の滞納の実態と税務行政
	 2006	 入江啓彰	 DEAによる消防サービスの効率性に関する実証分析
	 	 	 －大阪府下データを用いて－
	 2007	 横山寛和	 厚生年金制度のストック分析
	 	 	 〜バランスシート・アプローチによる持続可能性の検証〜
	 2008	 〈該当者なし〉
	 2009	 韓　美蘭	 大学新卒者の就業行動およびその規定要因に関する実証分析
	 2010	 林　亮輔	 集積の利益と地域経済
	 	 	 －企業活動に関する最適空間構造のシミュレーション分析－
	 	 武者加苗	 企業誘致政策の地域経済へ与えた影響－三重県亀山市の事例から－
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❶特集記事の企画には毎回頭を悩ませ
ますが、とりわけ今年は悩みました。
75周年も無事に終わり、毎年就職活
動のためのハウツーでも芸がない…。
結局、経済学部での学びが社会といか
に結びついているかを考えるための
テーマにしました。特集のアイディア
を頂き、学生の経済学に対する疑問を
吸い上げて下さった編集委員の先生
方、ありがとうございました。また編
集作業においては資料準備室の伊藤さ
んや植田事務長、座談会の原稿化では
事務室の田中さんにお世話になりまし
た。本号を置き土産に、しばし全学の
仕事に旅立ちます…。（QP）

❷去年に続く編集委員でしたが、相変
わらずあまり役に立っていなくてごめ
んなさい。特集記事を書きましたが、
締め切りを延ばしてしまいごめんなさ
い×２。えらそうに編集後記書かせて
いただいてごめんなさい×３。こうい
うやつが出てくることを経済学で「た
だ乗り問題」といいます（特集記事参
照）。エコノフォーラムに携わった、
学生の方々をはじめ、すべての方々に
感謝いたします。（イノ）
❸関学の初年度に編集に参加するチャ
ンスをいただき、とても光栄です。他
の学部にも同じような雑誌があるかも
しれません。しかし、この雑誌は学生
と教員が分担して編集するものであ
り、その点は独自の試みで、非常に有
意義だと思います。毎回この雑誌は学
生の皆さんの努力によって刊行されて
きましたが、今回も学生の皆さんの協
力なしにはできなかったでしょう。基
礎演習のアンケートでは、皆さんが真
剣に素朴な質問を書いてくださり、私
自身もとても刺激を受けました。コン
ビーナの小林先生をはじめとする委員
会の皆さんに感謝致します！（DEN）
❹今回、再び編集委員としてエコノ
フォーラムの発刊に携わる機会に恵ま
れ、あらためて関学経済学部の人のつ
ながりを深く実感することができまし
た。その内容たるや、機関紙の枠を超
えて非常に読み応えのあるものに仕上
がっていると自負しております。編集
長の卓越した企画力と明晰な判断力
が、それに大きな役割を果たしている
ことは言うまでもありません。毎年、
いろいろな高校へ模擬授業に出向くた
びに、エコノフォーラムの記事を通じ
て関学経済学部に興味を抱いたという
コメントをもらいます。これからもこ
の素晴らしい伝統を、しっかりと継続
していきましょう。（松）
❺関西学院大学に勤務することになっ
て一年近くが経ちました。あっという
間でしたが、新しいことばかりで戸惑
うことも多くありました。そんな時、
『エコノフォーラム 21』16号を手に取
りました。記事の内容がおもしろいこ
とはもちろん、私にとって『エコノ
フォーラム 21』は、関学経済学部の
活動の概要を知る助けとなってくれま
した。この 17号に関しては、編集委
員でありながら、企画・編集作業のお
手伝いをほとんど何もできませんでし
た。コンビーナーの小林先生をはじめ、

編集に携わられた皆様、お役に立てず
申し訳ありません。（森田）
❻眠りに就くための方法数多。ヒーリ
ング音楽、哲学本、深夜放送、羊…だ
がこれらの方法が全く通用しない夜が
ある。負のスパイラルに陥りいよいよ
目が冴えてくる。神経が研ぎ澄まされ
る。焦燥感が頂点に達する。このよう
な時には満天の星のきらめきも騒々し
い。現在の日本はさしずめ不眠症患者
ではないだろうか。景気回復、雇用創
出、財政再建、人口減少阻止…強迫観
念だけが先行する。事態は変わらない。
日本も思い切って眠ることを諦めてみ
てはどうか。そうすれば、いつしか活
力を取り戻して目覚めるかもしれな
い。（山田）
❼経済学部では今年度、新たな試みと
して１・２年生を対象とした「キャリ
アセミナー」を開催した。企業から本
学の若手OBを招聘して、学生に対し
て「学生時代に何が必要か？」を熱く
語ってもらった。在学生がこれからの
学生生活を有意義に送るためのターニ
ング・ポイントとなってくれることを
大いに期待する。また、この超就職氷
河期が今後どれ程の期間続くのかは判
らないが、今回のセミナーを受講した
学生が就職活動をする頃には、希望し
た企業に内定をもらって鼻高々に満面
に笑みを浮かべている顔を数多く見た
い。(yuki)
❽今年度も学生と教員が協力し、エコ
ノフォーラム第 17号を完成させるこ
とができました。特に学生ページを作
成したエコゼミ委員会の皆さんは、S
氏の厳しくも優しい指導のもと、執筆・
編集を繰り返し、悪戦苦闘をしながら
立派な記事を完成させました。本当に
お疲れ様でした。今号のテーマは「社
会人基礎力」です。経済学部 OBOG
の座談会や学生の「素朴な疑問」を取
り上げた特集記事など、役立つ情報が
詰まっています。勉強や就職に不安を
感じる学生が多いと思いますが、本誌
が学生生活の一助となれば幸いです。
（田）
❾関学で働き始めてもうすぐ１年。関
西に引っ越してきて 2年弱。学校の様
子にも関西弁にもようやく慣れてきた
感じがします。何もわからない私が『エ
コノフォーラム』の編集に携わって良
いのか不安でしたが、皆様のご協力の
おかげで、無事に終わりました。どう
もありがとうございました。（ito）
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